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○ 「教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律（令和４年法律第４０号）」により、教育
委員会による教師の研修履歴の記録の作成と当該履歴を活用した資質向上に関する指導助言等の仕
組みが、令和５年４月１日から施行されることとなった。他方、中央教育審議会「令和の日本型学校教
育」を担う教師の在り方特別部会で取りまとめられた「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学
びの姿の実現に向けて 審議まとめ」（令和３年１１月１５日）においては、「新たな教師の学びの姿」が求
められている。

○ この「新たな教師の学びの姿」として求められているのは、一人一人の教師が、自らの専門職性を高め
ていく営みであると自覚しながら、誇りをもって主体的に研修に打ち込むことであり、その鍵である教
師の個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じた「主体的・対話的で深い学び」の実現は、児童生徒
等の学びのロールモデルとなることにもつながる。

○ こうした動きの中、本県では、文部科学省により策定された「研修履歴を活用した対話に基づく受講
奨励のガイドライン」（令和４年８月）を受け、令和４年１２月２６日付け教研第187号にて「研修履歴を活用し
た対話に基づく受講奨励について【岐阜県教育委員会版】」（下記参照。）を通知した。本通知は、本制度
改正に関する基本的考え方を示した教育公務員特例法第２２条の２第１項の指針に基づき、岐阜県とし
てのその具体的な内容や手続等の運用について、主に任命権者が県教育委員会である教師を対象とし
た、研修履歴を活用して行う、教育公務員特例法第22条の６第２項に規定する資質の向上に関する指
導助言等の考え方を示したものである。

○ また、教育公務員特例法第22条の４第２項として、任命権者が策定する教員研修計画には「資質の向
上に関する指導助言等の方法に関して必要な事項」を定めることとされた。このことを受けて、「岐阜県
『教員のキャリアステージ』における資質の向上に関する指標」及び「岐阜県教育振興基本計画（第3次
岐阜県教育ビジョン）」を踏まえ、当該教職員の研修について、体系的かつ効果的に実施するための計
画として定めていた教員研修計画に、この度、資質の向上に関する指導助言等の方法に関して必要な
事項についても明確にし、「教職員研修計画２０２３」に定めた。本計画が「新たな教師の学びの姿」の実
現につながる一助となることを願う。

○ なお、広く教師の資質向上のための取組を「研修等」とし、また、このような資質向上のための取組の
記録を「研修履歴」、さらに、資質向上に関する指導助言等を「対話に基づく受講奨励」と表記する。

＊ 「新たな教師の学びの姿の実現のための研修推進体制～校内での学び合いの活性化に向けて～
【小・中・義】【高・特】（イメージ）」参照

はじめに

「研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励について

【岐阜県教育委員会版】」の概要

１ 基本的考え方

研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の基本的考え方は、教師と学校管理職とが、研修履歴を活
用して対話を繰り返す中で、教師が自らの研修ニーズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校
で果たすべき役割などを踏まえながら、必要な学びを主体的に行っていくことにある。このため、研修
履歴を記録・管理すること自体を目的化しない意識を十分にもち、指標や教員研修計画ともあいまって、
適切な現状把握を主体的・自律的な目標設定の下で、新たな学びに向かうための「手段」として研修履歴
を活用することが重要である。

２ 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の内容・方法等

（１） 対象となる教師の範囲

① 法律上の対象範囲
〇 教育公務員特例法第２２条の５の規定による研修履歴の記録及び同法第２２条の６の規定による対

話に基づく受講奨励の対象となる「公立の小学校等の校長及び教員」の範囲は、任命権者が県教育委
員会である教師については、以下のとおりである。

ⅰ）「公立の小学校等」とは、公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校である。



ⅱ）「校長及び教員」とは、校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭及び講
師（教育公務員特例法施行令第２条に規定する臨時的に任用された者等を除く。）である。

② その他の教師の扱い
〇 助教諭、養護助教諭及び講師（臨時的任用教員等）は、法律に基づく研修履歴の記録及び対話に

基づく受講奨励の対象ではないが、その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努めなければ
ならないことに変わりないことから、研修の受講を奨励する。

〇 栄養職員、実習助手（実習教諭）及び寄宿舎指導員は、法律に基づく研修履歴の記録及び対話に
基づく受講奨励の対象ではないが、直接的に児童生徒に指導する立場であり、資質の向上に努めな
ければならないことに変わりないことから、研修の受講を奨励する。

（２） 研修履歴の記録の目的

〇 研修履歴の記録は、対話に基づく受講奨励の際に活用することにより、教師が自らの学びを振り
返るとともに、学校管理職等が研修等の奨励を含む適切な指導助言を行うことにより、効果的か
つ主体的な資質向上・能力開発に資することを目的としている。

（３） 研修履歴の記録の範囲

① 法律上の必須記録研修等
ⅰ） 研修実施者が実施する研修
ⅱ） 大学院修学休業により履修した大学院の課程等
ⅲ） 任命権者が開設した免許法認定講習及び認定通信教育による単位の修得

② その他任命権者が必要と認める研修等
ⅰ） 職務研修として行われる市町村（組合）教育委員会等が実施する研修等
ⅱ） 派遣研修等
※ ①ⅰ）のうち、県教育委員会が実施する研修とは、主に教員研修計画等に位置付けられるよう

な教員の資質向上を目的とするもの、②ⅱ）とは、独立行政法人教職員支援機構、同法人国立
特別支援教育総合研究所及び文化庁への派遣研修、岐阜県教育委員会主催の派遣研修を指す。

〇 改正教育公務員特例法の施行日（Ｒ５.４.１）以降に行われた研修を、原則として対象とする。
※ 研修実施者とは、岐阜市の県費負担教職員は岐阜市教育委員会、それ以外の教職員は岐阜県

教育委員会を指す。

（４） 研修履歴の記録の内容

〇 原則として、研修名、主催者、受講年度及び所属名（受講時）とする。

（５） 研修履歴の記録の方法・時期

〇 研修履歴の記録は、基本的には、県教育委員会が運用する岐阜県教員研修申込システム（以下
「システム」という。）にて行う。

〇 (３）①ⅰ)に関する研修履歴については、通常の研修申込を行い、受講した後、研修実施者が修了
認定をすることで、システムに記録される。(３）①ⅱ) ⅲ) ②ⅱ)の研修履歴については、県教育委
員会により、システムに記録される。(３）②ⅰ)の研修履歴については、当該市町村（組合）教育委員
会による方法で記録される。なお、各研修履歴の記録は、研修を受講した年度内に完了する。

（６） 研修履歴の記録の提供・閲覧

〇 県教育委員会は、教師と学校管理職が行う対話に基づく受講奨励において活用するために、研修
履歴の記録を当該教師及び学校管理職に提供する。また、当該記録については、常時閲覧すること
ができる。服務監督権者である市町村（組合）教育委員会も、所管する学校の教師の当該記録につ
いて、常時閲覧可。

（７） 対話に基づく受講奨励の方法・時期

〇 対話に基づく受講奨励は、基本的に学校管理職が実施する。
※ 人事評価制度との趣旨の違いに留意しつつ、例えば、期首面談や期末面談の機会を活用する。

＊ 「対話に基づく受講奨励の方法・時期（イメージ）」参照



対話に基づく受講奨励の方法・時期（イメージ）
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※ 上記のほか、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励は、①教師の意欲や主体性の尊重、②学校組
織としての総合的な機能の発揮、③教師個人の人材育成の観点などから、これらが調和した効果的な職
能開発を行うためのプロセスであることから、定型的な面談のほか、様々な機会を捉えて、対話に基づ
く受講奨励を行う。

記録の閲覧

研修履歴の活用による
今後の資質向上のため
の指導助言

研修履歴を活用した、
研修等による学びの成
果や自らの成長実感、
今後の課題などの振り
返り

校内・校外研修を含む
多様な内容・スタイルの学び

①指標・教員研修計画や教師個人の職責・経
験・適性に照らした人材育成、②学校が目指す
教育を進めるために必要な専門性・能力の確保
などの観点から行う、過去の研修履歴を活用し
た研修等の奨励(情報提供や指導助言)を行う。

①自らの専門職性を高めるために主体的に学
びをマネジメントしたり、②学校を支える力を
獲得・強化する観点から自らの職能開発のニー
ズも踏まえた目標設定をする等。

学校管理職等

教師

①指標・教員研修計画や教師個人の職責・経
験・適性に照らした人材育成、②学校が目指す
教育を進めるために必要な専門性・能力の確保
などの観点から行う、過去の研修履歴を活用し
た研修等の奨励(情報提供や指導助言)を行う。

①自らの専門職性を高めるために主体的に学
びをマネジメントしたり、②学校を支える力を
獲得・強化する観点から自らの職能開発のニー
ズも踏まえた目標設定をする等。

学校管理職等

教師

例

。

当該年度の繁忙状況等を考慮した上での教師個人の職能開発
の参加状況、OJTや校内研修等の実施状況を踏まえ、研修履歴
を振り返りながら、今後の資質向上のための指導助言(次年度の
研修等の奨励を含む。)を行う。

研修履歴を活用しつつ、OJTや校内研修、校外研修などによる
学びの成果や自らの成長実感、今後の課題などを振り返る。
----------------------------------------------------------------------------------------------

学校管理職等と教師が、これらを通じて、成長段階に応じて指
標に定められた資質能力がどれくらい身に付けられているかを
確認・共有するほか、次年度以降の職能開発の目標を話し合う等。

学校管理職等

教師

例

（８） 学校管理職以外の教師による対話に基づく受講奨励

（様々な主体・機会による対話に基づく受講奨励）

〇 教師同士の学び合い文化を醸成する観点から、法律の規定とは直接関係なく、必ずしも研修履歴
を活用することを前提としないが、例えばミドルリーダーやメンターなど学校管理職以外の教師の
協力を得て、当該教師を通じて、対話に基づく受講奨励を行うことも考えられる。その際、メンター
チームを活用した日常的な短い会話の機会や学年会など各学校等に適した様々な機会を活用する
ことが考えられる。

３ その他の留意事項

〇 任命権者が市町村教育委員会である学校・園及び幼保連携型認定こども園の教師についても、教
育公務員特例法第２２条の５の規定による研修履歴の記録及び同法第２２条の６の規定による対話
に基づく受講奨励の対象であり、その場合、市町村教育委員会が実施する研修は、任命権者が市町
村教育委員会であることから、必須記録研修等と整理されること。市町村立幼保連携型認定こども
園の保育教諭等についても、任命権者が市町村の長であることから、同様に整理されること。

対話
記録の閲覧

研修履歴の記録（岐阜県教員研修申込システムを利用）

※ 令和４年１２月２６日付け教研第187号通知内「研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励と振り返りの流れ（イメージ）」より更新



新たな教師の学びの姿の実現のための研修推進体制
～校内での学び合いの活性化に向けて～【高・特】（イメージ）

新たな教師の学びの姿の実現のための研修推進体制
～校内での学び合いの活性化に向けて～【小・中・義】（イメージ）
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◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師

高い志とグローバルな視野をもって夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員として考え行動できる「地域社会人」

１ 研修コンセプト

ぎふの人間像

岐阜県が求める教師像

２ 教職員研修計画２０２３の主な構成

指標に基づき、教職員が自らキャリアアップを図る研修の充実
－ 岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標と研修履歴の活用 －

目指す姿

研修の基本方針

研修に関する重点

自ら学び続ける教職員

■ 「岐阜県 『教員のキャリアステージ』 における資質の向上に関する指標」及び「岐阜県
教育振興基本計画（第３次岐阜県教育ビジョン）」に基づいた研修体系となっています。

■ 「教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律（令和4年法律第40
号）」を受けて、指標に加え、「研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励について【岐阜
県教育委員会版】」を踏まえた内容となっています。

■ 教員一人一人がキャリアステージに応じ、自らの課題を明確にしながら主体的・自律的
に研修を受講できるようにしています。

■ 今日的な教育課題への対応力を高めるため、 喫緊の課題に関する講座の充実を図って
います。

■ 日々の実践につながる指導力の向上を図るため、ねらいや内容に適した個別最適な学
びと協働的な学びによる研修を実施するとともに、校内外における日常的な自らの学び
を支援します。

【 学 び 続 け る 向 上 心 】
【高い倫理観・使命感】
【 確 か な 専 門 性 】

① 選択講座の充実による自己課題の明確化と主体性の向上
② 今日的な教育課題に関する講座の充実による対応力の向上
③ 個別最適な学びと協働的な学びによる実践的指導力の向上

1



３ 令和５年度研修体系図

方 針 と 重 点

【目指す姿】 自ら学び続ける教職員

【研修の基本方針】
指標に基づき、教職員が自らキャリアアップを図る研修の充実
－岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標と研修履歴の活用－

【研修に関する重点】

① 選択講座の充実による自己課題の明確化と主体性の向上
② 今日的な教育課題に関する講座の充実による対応力の向上
③ 個別最適な学びと協働的な学びによる実践的指導力の向上

岐阜県教員の
キャリアステージ

５ １０ ２０年目

基礎形成期 資質向上期 資質充実期 資質貢献期

基
本
研
修

【講座番号】
1001-1１11

経験年数や職務に
応じて、必要な資質
能力の向上を図る。

経年研修 職務研修

初
任
者
研
修

新
規
採
用
研
修

常
勤
講
師
研
修

養
護
助
教
諭
研
修

事
務
職
員
研
修

新
任
学
校
司
書
研
修

基
礎
形
成
研
修

（２
～
５
年
目
）

6
年
目
研
修

中
堅
教
諭
等

資
質
向
上
研
修

（７
～
12
年
目
）

新任校長研修、新任副校長研
新任教頭研修

新任部主事研修
新任主幹教諭研修

新任指導教諭研修
新任３主任研修、(新任)研修主事研修

【講座番号】
11１2-112９

学校悉皆で担当者
対象の研修を行い、
各学校の課題への
対応力の向上を図る。

県立学校ＩＣＴ推進担当者研修
県立学校情報管理担当者研修、県立学校はじめての情報管理担当者研修

校務支援システム（e-教務）担当者研修
特別支援学級・言語通級指導教室・特別支援学校新任担当教員研修

特別支援学校介護員・介護専門職・寄宿舎指導員研修
市町村立小中学校等事務職員主任・主査・課長補佐研修

学校司書資質向上・エリアマネージャー研修（高）、事例を通して学ぶいじめ事案対応

選
択
研
修

【講座番号】
2000番台

教科、領域等の指
導に必要な資質能力
の向上を図る。

重点講話 2001-200４ ①いのちの教育 ②特別支援教育 ③DX・情報社会 ④人権教育
※ 経験年数・校種など幅広い教員を対象とし、今日的な教育課題に焦点を当てた研修。校内研修でも活用可！

管理職向け選択研修（管理職アラカルト） 2011-201８
※ 管理職に必要な資質能力向上を目指した研修。リスクマネジメント、業務改善、学校経営、生徒指導、人材育成、

教育課程、ICT活用、危機管理・わいせつ対応 等

学習指導
2101-2186

※ 学習指導、評価、教科等の専門性や指導力向上に関する研修。 幼児教育指導力向
上講座、教科指導基礎力向上講座、授業改善講座、道徳教育、総合的な学習・探究の時間 他

生徒指導
2201-2219

※ 生徒指導、教育相談、キャリア教育等に関する研修。学級・HR経営講座、教育相談
基礎・実技講座、児童生徒理解講座、外国人児童生徒への指導力向上講座 他

経営・分掌
2302-2319

※ 組織マネジメント、人権教育、危機管理等に関する研修。メンタリング、プレゼン力
向上講座、ファシリテーション講座、防災教育スペシャリスト養成研修 他

特別な配慮や支援を必要と
する幼児児童生徒への対応

2401-2416

※ 特別支援教育、幼児児童生徒への支援に関する研修。ユニバーサルデザインの授
業づくり、発達障がいのある幼児児童生徒への支援、重複障がい学級の指導 他

ICTや情報・教育
データの利活用
2501-2522

※ DXによる教育の情報化の推進やICT活用に関する研修。VRやメタバースで実現す
る学び、ICT活用実践研修、放課後学べる！ミニICT講座、情報モラル 他

２６０１ 育児休業からの復帰支援のための研修

連
携
研
修

【講座番号】
3000番台

学校や個々の教職員
の課題に応じて、資質
能力の向上を図る。

３００１-３００３ スクールリーダー養成研修 （岐阜大学教職大学院との連携）
3004 清流の国ぎふ教師養成塾（採用前研修）
３１０１-３１０８ 県博物館、県美術館、サイエンスワールド等の文化施設での体験研修

【派遣研修】国、県、民間、大学等派遣研修
【派遣研修】国外大学等プログラム

□ ОＪＴ ※ 校内研修の活性化の支援を行います。

□ 自ら学ぶ教職員応援事業 ※ 校外でも学び続ける自主的な研究や活動に対して助成を行います。

意欲的に実践し、
教職の基礎を固める｡

組織の中核として、
専門性を高め、推進力
を発揮する。

活力ある組織運営を
企画・調整・実践し、リー
ダーシップを発揮する。

組織管理や他の教員へ
の指導を行い、広い視野
で組織的な運営を行う。

そ
の
他

研修

修
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校長（管理職）の指標

４ 校長及び教員としての資質の向上に関する指標

項 目 指  標 求められる資質や能力等の具体例 関係法令等 
 

経 

営 

ビ 

ジ 

ョ 

ン 

 
〇確かな教育理念と

経営ビジョンをも
ち、保護者・地域に
信頼される学校経
営ができる。 

 
□憲法及び教育基本法の理念に基づき、教育の目的の実現のために、組織の経営責任者として、使命感と責任

感、子どもへの深い愛情をもって学校経営にあたることができる。  

 
〇教育基本法 
〇学校教育法 
〇学習指導要領 
〇教育振興基

本計画 
〇地方教育行

政の 組織 及
び 運 営 に関
する法律 

 
□国及び県（及び市町村）の教育振興基本計画や教育方針等を踏まえ、社会に求められる教育の変化を見据え、

学校の教育目標の設定とその具現のための学校経営ビジョンを教職員や児童生徒に具体的に示すことがで

きる。                   
□学校運営協議会制度や学校評議員制度を活用し、学校運営に保護者や地域の声を反映させるとともに、学校

経営計画や自校評価、学校関係者評価等の公表により学校の説明責任を果たし、保護者や地域と信頼関係を

築くことができる。 
                  
□常に自ら研究と修養に励み、管理職としての資質・能力を磨くとともに、社会の変化や国・県（及び市町村）の

動向に注視しながら学校経営に必要な知識と見識を高め、組織の長としての自覚をもち、責任をもって学校

経営に取り組むことができる。 
 

 
 
１ 

労 

務 

管 

理 

 
〇「子どものために」

という教職員の熱
意と労務管理を両
立し、働きがいの
ある職場をつくり
出すことができる。 

 
□労働安全衛生法（労働基準法）に基づき、産業医との連携のもと、常に教職員の勤務時間の管理と心身の健康

に配慮しながら、過重な業務や心理的な負荷のないよう、適切な労務管理を行うことができる。  

 
〇労働基準法 
〇労働安全衛

生法 
〇労働施策総

合推進法 
○男女雇用機

会均等法 

 
□「チーム学校」として効果的・効率的な業務遂行のための基本方針を明示し、業務の仕分け、行事の精選やスリ

ム化、組織の見直しや再編等、教職員の働き方改革のための組織マネジメントができる。   
□職場環境を悪化させるハラスメントについて、法令に従い、雇用管理上の措置義務を果たし、ハラスメントを

許さない姿勢を明確に示すとともに、職員間のコミュニケーションを大切にして、風通しの良い職場環境をつ

くることができる。  

 
 
〇職員に対する温か

さをもち、キャリア
デザインを共有し
て適切に指導する
など、人材を育成
することができる。 

 
□組織の長として人材育成の責務を自覚し、定期的な面談等を通して、教職員一人一人のキャリアステージに応

じた課題を明確にしながら、公正かつ厳正な人事評価とキャリアアップに資する適切な指導・助言を行うこと

ができる。  

 
〇地方公務員法 
〇教育公務員

特例法  
□職員集団の年齢構成も踏まえ、「仕事が人を育てる」ことを意識しながら、個々の職員の能力や適性を十分に

発揮させ、組織の対応力を向上させる校務分掌の編制や主任等の任命、研修派遣や人事異動等、組織マネジ

メントの長としての責任を果たすことができる。   
□主任や中堅教諭等の適切な人材をメンターとしたOJT（現場内訓練）や校内研修を実施し、人材育成のための

精神的なサポートができる組織を構築することができる。  

 
 
〇学力向上に関する

具体策の成果を常
に検証し、教育課
程の改善と授業に
ついて的確な指導
ができる。 

 
□学習指導要領の趣旨を踏まえ、「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、新しい時代を生きる子どもたち

に必要な力（「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」）を明確にした上

で、教科横断的な視点に立って、児童生徒の心身の発達段階や特性及び学校や地域の実態を考慮しながら、

適切な教育課程を編成することができる。  

 
〇学校教育法 
○学校教育法

施行規則 
〇学習指導要領 
○学校教育の

情報 化の 推
進 に 関 す る
法律 

 
□教育課程の実施においては、教職員が相互に連携しながら、学校の特色を生かしたより質の高い教育を実践

できるよう指導・助言するともに、PDCA サイクルを機能させ、組織的かつ計画的に学校の教育活動の質の

向上を図ることができる。   
□Society 5.0 の時代を見据え、ICT の積極的な活用により学習効果を高めるとともに、児童生徒１人１台端

末の学習環境において、新しい技術や発想を取り入れた授業改善に取り組み、学びの個別最適化を進めるこ

とができる。         
４ 

生 

徒 

指 

導 

 
〇 い じ め や 不 登 校

等、生徒指導上の
諸問題に対し、関
係機関と連携し、
リーダーシップを
発揮して組織的に
解決を図ることが
できる。 

 
□生徒指導上の諸問題に対して、自らリーダーシップを発揮して、保護者及び関係諸機関と連携を図りながら、

未然防止・早期発見・早期対応に努めて問題の解決を図るとともに、指導の過程を通して児童生徒の成長と

教職員の指導力の向上を図ることができる。  

 
〇いじめ防 止

対策推進法 
〇障害者差別

解消法 
〇義務教育の

段 階 にお け
る 普 通 教 育
に 相 当 す る
教育 の機 会
の 確 保 等に
関する法律 

 
□特にいじめの対応については、いじめ防止対策推進法、学校いじめ防止基本方針の趣旨を十分に踏まえ、法

令等に則り、正確な事実の把握と情報の共有、保護者との連携、的確な判断と迅速で組織的な対応を自ら陣

頭指揮し、解決後も継続的な見守りや支援を行うことができる。また、「特別の教科道徳」の導入の趣旨を踏ま

え、考え議論する「道徳」への質的転換を図り、いじめの防止に積極的に関わろうとする児童生徒や教職員を

育てることができる。   
□教職員と児童生徒の間で日常的な信頼関係が構築できるよう、生徒指導の状況や児童生徒の実態について

十分に把握するとともに、児童生徒に関する情報共有が管理職まで確実になされ、校内組織が十分に機能す

るよう、校内体制を整備することができる。   
□人権感覚を磨き、各種法令及び指針等に則り、少数者や特別な配慮を必要とする児童生徒一人一人の教育的

ニーズに応じた適切な教育相談や支援を推進するための校内体制を整備することができる。  

 
 
〇服務規律やコンプ

ライアンスをはじ
め、危機管理に対
する高い見識と行
動力がある。 

 
□服務の管理監督責任者として、常に教育公務員としての使命感や倫理観に関する自覚を促し、法令遵守と不

祥事（体罰や児童生徒との不適切な関係等、信用失墜行為）の未然防止に努めるとともに、事案発生時には、

法令に従い、関係諸機関と連携を図り、児童生徒の安心安全を最優先に迅速に対応することができる。  

 
〇学校教育法 
〇地方公務員法 
〇教育公務員

特例法 
〇教育職員免

許法 
〇学校保健安

全法 

 
□個人情報保護、公文書管理、公金管理等の最高責任者として、職員の危機管理意識を高め、関係法令を踏まえ

た適切な執行管理及び諸帳簿管理を徹底するとともに、問題発生時に法令に従い、速やかな報告及び事後対

応等の適切な対処ができる。   
□学校保健安全法の趣旨を踏まえ、児童生徒の命を守り切ることを第一に、校舎内外の学校施設の修繕や安全

管理を徹底するとともに、学校の立地する地域の実情や児童生徒の実態を踏まえ、実効性のある防災計画・

避難計画及び危機管理マニュアルを策定することができる。   
□学校事故や感染症等の発生に対し、常に最悪の事態を想定しながら、保護者や関係諸機関（警察、消防、病院、

教育委員会、司法、児童相談所、保健所等）とも連携し、応急処置や避難行動等、対応しうる最善策を判断し、

迅速な指示を行うことができる。  
 

６ 
家庭 

・ 
地域 
との 
連携 

 
〇家庭や地域と積極的

に連携し、人的資源の
活用等により、ふるさ
とへの誇りと愛着を
培う魅力ある学校経
営ができる。 

 
□児童生徒の健全な育成を願う保護者や地域社会と、よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという目

標を共有しながら、学校の教育活動について情報の共有と連携を図り、地域活性化の核としての学校の役割

を果たすことができる。  

 
〇教育基本法 
〇社会教育法 
〇地方教育行

政の 組織 及
び 運 営 に関
する法律 

 
□地域の産業・経済界、行政、その他関係諸機関と連携し、地域の魅力ある人材や教育資源を活用し、地域の課

題解決に協働して取り組むなど、「社会に開かれた教育課程」の実現と「ふるさと教育」の推進に取り組み、魅

力ある学校づくりを行うことができる。   

 
 

（
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

２ 

人
材
育
成 

 

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

３ 

教
育
課
程
・学
力
向
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

５ 

服
務
規
律
・危
機
管
理 

3



【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【幼稚園等】

・自分の得意な
内容、領域を
見付けられる。 ・自分の知恵や経験が他の人

に有用であることに気付く。
・異なる見方や価値観を受け

入れ、面白いと感じる。

・若手や同僚に共感する。
・自分の知恵や経験を活かす場がある。

・自分が得意な内容、領域を
磨いている。

・他の人がもっているものの
よさに気付き、取り入れて
みる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に保育実践や集団づくり
に取り組み、教職の基礎を固める。

園の中核として実践を積み上げ、
専門性を高め、推進力を発揮する。

活力ある園運営を企画・調整・実践
し、リーダーシップを発揮する。

園の管理や同僚への指導を行い、
広い視野で組織的な運営を行う。

保
育

保育構想

幼稚園教育要領
における、健康、
人間関係、環境、
言葉、表現の各領
域に関するねらい、
内容、内容の取扱
い等について、総
合的・一体的に扱
うものであること
を理解している。

幼稚園教育要領のねらいや内
容、内容の取扱い等を踏まえ、
幼児一人一人への願いを明確に
した指導計画を作成することが
できる。

小学校への円滑な接続を見通
して、発達の課題を踏まえて指
導計画を作成することができる。

自園の課題、幼稚園教育要領の
趣旨を踏まえた指導計画を作成し、
他の教員に広めていくことができ
る。

幼稚園教育要領の趣旨を踏まえ
自園の課題の解決に努め、日常的
な保育の改善に向けて研究体制を
整えることができる。

保育実践

各領域のねらい・内容を含め
た総合的・一体的な保育となる
よう環境の構成を適切に行うこ
とができる。

各領域のねらいとその特性を
理解し、幼児一人一人が健やか
に成長するよう指導・援助を行
うことができる。

各領域等を総合的・一体的に扱
う保育のモデルを示すなど、保育
実践のリーダーとして指導方法を
積極的に他の教員に広めていくこ
とができる。

自園の課題を踏まえ人格形成の
基礎を培う実践について、他の教
員に伝えたり、適切に助言を行っ
たりすることができる。

評価改善

指導計画に基づいて幼児一人
一人の活動の様子を見届け、長
期及び短期の指導に生かすこと
ができる。

保育の評価を適切に行い、継
続的な保育の改善を行うととも
に、各領域の特性に応じた指導
力の向上に努めることができる。

自園の保育力向上に向けた取組
の課題を明らかにし、指導計画等
の改善を行うことができる。

他の教員に対して、保育実践の
評価を生かした指導改善について、
適切に助言を行うことができる。

教
育
環
境
の
創
造

幼児理解

幼児と共に活動
する楽しさや喜び
を経験し、幼児理
解の重要性につい
て理解している。

環境構成の意味、
保育の展開等に関
する基本的な事項
や指導方法等につ
いて理解している。

クラス・園・家
庭・地域が一体と
なって、幼児を育
むことを理解して
いる。

進んで声をかけ、共に活動を
する中で、幼児一人一人のよさ
や課題を客観的かつ共感的に把
握することができる。

幼児の言動とその背景にある
思いを把握し、共感的に理解し
た上で、個に応じた指導を行う
ことができる。

様々な情報に基づいて幼児一人
一人を多面的・多角的に捉え、個
性を生かす指導を行うことができ
る。

継続的に幼児の言動を見届け、
価値付ける指導を行ったり、幼児
の捉え方について助言を行ったり
することができる。

生活の
展開

問題等を早期に発見し、関係
職員に相談して迅速に対応する
ことができる。

関係職員と共に幼児の状況を
共有し、適切な指導方法を判断
して対応することができる。

関係職員や保護者等と協力して、
幼児の状況を共有し、組織を生か
して指導方法を判断し迅速に対応
することができる。

幼児に対する指導を組織的・計
画的に実践できるように、体制を
整えるとともに問題の未然防止の
取組を実践することができる。

発達の
課題

幼児一人一人の発達の課題に
応じた基本的な生活習慣の指導
を行うことができる。

その年齢の発達の課題に応じ
た生活が展開できるなど、自己
有用感が育まれるような指導を
行うことができる。

幼児の多様な発達の課題を明確
にし、それに対応する方策を提案
し、園の実践の基点となって実践
することができる。

幼児の多様な発達の課題に対す
る方策を明確にもち、モデルとな
る実践を行うとともに、指導内容
の改善に向けて助言を行うことが
できる。

経
営
・
分
掌

学級・学年
・

園経営
教員の職務内容

や園組織等につい
て理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項等につい
て理解している。

担当する分掌の役割を理解し、
責任をもって行うことができる。

担当する分掌に軸足を置きな
がら、園全体も意識して、課題
を改善しながら分掌を果たすこ
とができる。

自園の分掌全般に関して理解を
深め、組織を生かしながら各分掌
を推進することができる。

自園の教育目標具現に向けて、
園の組織間の連絡・調整を行うと
ともに若手教員の育成をすること
ができる。

連携
・

協働

他の教員等のよさに学び、相
談・協力することができるとと
もに、保護者との連絡を密にし、
望ましい関係を築くことができ
る。

組織の一員として、他の教員
等と声をかけ合いながら、協力
して取り組むことができる。

他の教員等の取組状況を把握し、
連絡・調整をしながら対応するこ
とができる。

広い視野をもち、関係機関や保
護者・地域等と連携し、組織を生
かした対応をすることができる。

危機管理

幼児の安全や個人情報の重要
性を理解し、「報告・連絡・相
談」を大切にして適切に行動す
ることができる。

事故等の発生時や未然防止に
ついて、場面に応じて迅速に行
動することができる。

関係機関や保護者・地域等と連
携し、事故等の未然防止や発生時
における迅速な対応を行うことが
できる。

自園を取り巻く環境について、
家庭・地域・関係機関との協力体
制を整えるとともに、適切に対応
することができる。

特別な配慮や
支援を必要と
する幼児への
対応

特別な配慮や支
援を必要とする幼
児について、合理
的配慮の提供や組
織的な対応の必要
性を理解している。

一人一人の障がいの特性や教
育的ニーズ等を把握し、ユニ
バーサルデザインの保育に生か
すことができる。

多様性を尊重し共に成長する
集団づくりや、一人一人の個性
を生かした学びの実現のために
工夫改善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、職
員の連携による指導の体制を整え、
組織的・継続的な支援のために主
体的に働きかけることができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報 ・
教育データの
利活用

ICTを活用した保
育や校務の推進及
び幼児に情報モラ
ルを含めた情報活
用能力を育成する
ことについての意
義や効果を理解し
ている。

保育や校務等にICTを活用で
き、幼児の情報モラルを含めた
情報活用能力を育成するための
保育実践等を行うことができる。

ICTを効果的に活用した保育
実践等を行い、校務の効率化及
び幼児の学びや生活の改善を図
るため、教育データを適切に活
用することができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用方
法を提案したり、実践したりする
ことができる。

自園のICTや情報・教育データ
の活用を俯瞰的に捉え、組織的な
課題を明確にし、解決に向けて働
きかけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【小学校】

・自分の得意な内容、
領域を見付けられる。

・自分の知恵や経験が他の人
に有用であることに気付く。

・異なる見方や価値観を受け

入れ、面白いと感じる。

・若手や同僚に共感する。
・自分の知恵や経験を活かす場がある。

・自分が得意な内容、領
域を磨いている。

・他の人がもっているも
ののよさに気付き、取
り入れてみる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に授業実践や学級経営
に取り組み、教職の基礎を固め
る。

学校の中核として実践を積み上げ、
専門性を高め、推進力を発揮する。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、リーダーシップを発揮する。

学校管理や他の教員等への指導を
行い、広い視野で組織的な運営を行う。

学
習
指
導

授業
構想

小学校に関する
学習指導要領、評
価規準・評価方法
等を理解し、それ
らを踏まえた指導
計画を作成するこ
とができる。

学習指導要領の目標や内容、
評価の観点等を踏まえ、ねら
いを明確にした指導計画を作
成することができる。

小・中学校９年間の系統性、児
童の発達の段階を踏まえて指導計
画を作成することができる。

学校の課題、学習指導要領の
改訂等を踏まえた指導計画を作
成し、他の教員等に広めていく
ことができる。

学校の課題、学習指導要領の改
訂等を踏まえた指導計画が作成さ
れ、全校体制で取り組めるよう働
きかけることができる。

授業
実践

免許教科を主軸とした得意
分野をもち、ねらいを明確に
した授業となるよう指導・援
助を行うことができる。

各教科の特性を理解し、児童一
人一人に確実に基礎・基本が身に
付くよう指導・援助を行うことが
できる。

授業モデルを示すなど、授業
実践のリーダーとして指導方法
を積極的に他の教員等に広めて
いくことができる。

学校の課題を踏まえ、学力向上
に向けた実践を他の教員等に伝え
たり、適切に助言を行ったりする
ことができる。

評価
改善

評価計画に沿って児童一人
一人の学習状況を把握し、次
時や次単元の指導を改善する
ことができる。

適切な授業評価を行い、継続的
な授業改善を行うとともに、教科
の特性に応じた指導力の向上に努
めることができる。

学校の授業力向上に向けた取
組の課題を明らかにし、指導計
画等の改善を行うことができる。

他の教員等に対して、授業にお
ける評価を生かした指導改善につ
いて、適切に助言を行うことがで
きる。

生
徒
指
導

児童
理解 児童と共に活動

する楽しさや喜び
を経験し、児童理
解の重要性につい
て理解している。

教育相談、生徒
指導、キャリア教
育等に関する基本
的な事項や指導方
法等について理解
している。

進んで声をかけ、共に活動
をする中で、児童一人一人の
よさや課題を客観的かつ共感
的に把握することができる。

児童の行動とその背景にある思
いを把握し、共感的に理解した上
で、個に応じた指導を行うことが
できる。

様々な情報に基づいて児童一
人一人を多面的・多角的に捉え、
個性を生かす指導を行うことが
できる。

継続的に児童の行動を見届け、
価値付ける指導を行ったり、児童
の捉え方について助言を行ったり
することができる。

生徒
指導

問題行動等を早期に発見し、
学年職員等に相談して迅速に
対応することができる。

関係職員と共に児童の状況を共
有し、適切な指導方法を判断して
対応することができる。

関係職員や保護者等と協力し
て、児童の状況を共有し、組織
を生かして指導方法を判断し迅
速に対応することができる。

児童に対する指導を組織的・計
画的に実践できるように体制を整
えるとともに、問題の未然防止の
取組を実践することができる。

キャリア
教育

発達の段階に応じた基本的
な生活習慣の指導を行うこと
ができる。

学年の発達の段階に応じた役割
をもたせる等、自己有用感をもた
せる指導を行うことができる。

学校のキャリア発達課題を明
確にし、その方策を提案し、学
校の基点となって実践すること
ができる。

学校のキャリア発達課題に対す
る方策を明確にもち、モデルとな
る実践を行うとともに、指導内容
の改善に向けて助言を行うことが
できる。

経
営
・
分
掌

学年・
学校
経営

教員の職務内容
や学校組織等につ
いて理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項等につい
て理解している。

担当する校務の役割を理解
し、責任をもって行うことが
できる。

学校全体を見渡し、課題を改善
しながら校務を行うことができる。

校務全般に関して理解を深め、
組織を生かしながら校務を推進
することができる。

学校の教育目標具現に向けて、
校内組織間の連絡・調整を行うこ
とができる。

連携
・

協働

他の教員等のよさに学び、
相談・協力することができる
とともに、保護者との連絡を
密にし、望ましい関係を築く
ことができる。

組織の一員として、他の教員等
と声をかけ合いながら、協力して
取り組むことができる。

他の教員等の取組状況を把握
し、連絡・調整をしながら対応
することができる。

広い視野をもち、関係機関や保
護者・地域等と連携し、組織を生
かした対応をすることができる。

危機
管理

児童の安全や個人情報の重
要性を理解し、「報告・連
絡・相談」を大切にして適切
に行動することができる。

事故等の発生時や未然防止につ
いて、場面に応じて迅速に行動す
ることができる。

関係機関や保護者・地域等と
連携し、事故等の未然防止や発
生時における迅速な対応を行う
ことができる。

学校を取り巻く環境について家
庭・地域・関係機関との協力体制
を整えるとともに、適切に対応す
ることができる。

特別な配慮や
支援を必要と
する児童への
対応

特別な配慮や支
援を必要とする児
童について、合理
的配慮の提供や組
織的な対応の必要
性を理解している。

一人一人の障がいの特性や
教育的ニーズ等を把握し、ユ
ニバーサルデザインの授業づ
くりに生かすことができる。

多様性を尊重し共に成長する集
団づくりや、一人一人の個性を生
かした学びの実現のために工夫改
善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、
職員の連携による指導の体制を
整え、組織的・継続的な支援の
ために主体的に働きかけること
ができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び児童に情
報モラルを含めた
情報活用能力を育
成することについ
ての意義や効果を
理解している。

授業や校務等にICTを活用で
き、児童の情報モラルを含め
た情報活用能力を育成するた
めの授業実践等を行うことが
できる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び児
童の学習や生活の改善を図るため、
教育データを適切に活用すること
ができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【中学校】

・自分の得意な内容、
領域を見付けられる。

・自分の知恵や経験が他の人
に有用であることに気付く。

・異なる見方や価値観を受け

入れ、面白いと感じる。

・若手や同僚に共感する。
・自分の知恵や経験を活かす場がある。

・自分が得意な内容、領
域を磨いている。

・他の人がもっているも
ののよさに気付き、取
り入れてみる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に授業実践や学級経営
に取り組み、教職の基礎を固める。

学校の中核として実践を積み上げ、
専門性を高め、推進力を発揮する。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、リーダーシップを発揮する。

学校管理や他の教員等への指導を
行い、広い視野で組織的な運営を行う。

学
習
指
導

授業
構想

中学校に関する
学習指導要領、評
価規準・評価方法
等を理解し、それ
らを踏まえた指導
計画を作成するこ
とができる。

学習指導要領の目標や内容、
評価の観点等を踏まえ、ねらい
を明確にした指導計画を作成す
ることができる。

小・中学校９年間の系統性、生
徒の実態を踏まえて指導計画を作
成することができる。

学校の課題、学習指導要領の
改訂等を踏まえた指導計画を作
成し、他の教員等に広めていく
ことができる。

学校の課題、学習指導要領の改
訂等を踏まえた指導計画が作成さ
れ、全校体制で取り組めるよう働
きかけることができる。

授業
実践

教科の指導内容を適切に理解
し、ねらいを明確にした授業と
なるよう指導・援助を行うこと
ができる。

教科の専門性を踏まえて、生徒
一人一人に確実に基礎・基本が身
に付くよう指導・援助を行うこと
ができる。

授業モデルを示すなど、授業
実践のリーダーとして指導方法
を積極的に他の教員等に広めて
いくことができる。

学校の課題を踏まえ、学力向上
に向けた実践を他の教員等に伝え
たり、適切に助言を行ったりする
ことができる。

評価
改善

評価計画に沿って生徒一人一
人の学習状況を把握し、次時や
次単元の指導を改善することが
できる。

適切な授業評価を行い、継続的
な授業改善を行うとともに、自己
の専門性向上に努めることができ
る。

学校の授業力向上に向けた取
組の課題を明らかにし、指導計
画等の改善を行うことができる。

他の教員等に対して、授業にお
ける評価を生かした指導改善につ
いて、適切に助言を行うことがで
きる。

生
徒
指
導

生徒
理解 生徒と共に活動

する楽しさや喜び
を経験し、生徒理
解の重要性につい
て理解している。

教育相談、生徒
指導、キャリア教
育等に関する基本
的な事項や指導方
法等について理解
している。

進んで声をかけ、共に活動を
する中で、生徒一人一人のよさ
や課題を客観的かつ共感的に把
握することができる。

生徒の行動とその背景にある思
いを把握し、共感的に理解した上
で、個に応じた指導を行うことが
できる。

様々な情報に基づいて生徒一
人一人を多面的・多角的に捉え、
個性を生かす指導を行うことが
できる。

継続的に生徒の行動を見届け、
価値付ける指導を行ったり、生徒
の捉え方について助言を行ったり
することができる。

生徒
指導

問題行動等を早期に発見し、
学年職員等に相談して迅速に対
応することができる。

関係職員と共に生徒の状況を共
有し、適切な指導方法を判断して
対応することができる。

関係職員や保護者等と協力し
て、生徒の状況を共有し、組織
を生かして指導方法を判断し迅
速に対応することができる。

生徒に対する指導を組織的・計
画的に実践できるように体制を整
えるとともに、問題の未然防止の
取組を実践することができる。

キャリア
教育

生徒一人一人が目標をもち、
計画的に取り組むことができる
よう指導を行うことができる。

生徒が見通しをもったり振り
返ったりして学ぶよう指導を行う
など、教育課程全体を通じてキャ
リア教育を推進することができる。

社会や職業との関連をより意
識して生き方を考えられるよう
に、地域との連携を図りながら
指導することができる。

キャリア教育の視点を踏まえた
生き方指導のモデルを実践したり、
他の教員等が適切に指導できるよ
う、助言を行ったりすることがで
きる。

経
営
・
分
掌

学年・
学校
経営

教員の職務内容
や学校組織等につ
いて理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項等につい
て理解している。

担当する校務の役割を理解し、
責任をもって行うことができる。

学校全体を見渡し、課題を改善
しながら校務を行うことができる。

校務全般に関して理解を深め、
組織を生かしながら校務を推進
することができる。

学校の教育目標具現に向けて、
校内組織間の連絡・調整を行うこ
とができる。

連携
・

協働

他の教員等のよさに学び、相
談・協力することができるとと
もに、保護者との連絡を密にし、
望ましい関係を築くことができ
る。

組織の一員として、他の教員等
と声をかけ合いながら、協力して
取り組むことができる。

他の教員等の取組状況を把握
し、連絡・調整をしながら、対
応することができる。

広い視野をもち、関係機関や保
護者・地域等と連携し、組織を生
かした対応をすることができる。

危機
管理

生徒の安全や個人情報の重要
性を理解し、「報告・連絡・相
談」を大切にして適切に行動す
ることができる。

事故等の発生時や未然防止につ
いて、場面に応じて迅速に行動す
ることができる。

関係機関や保護者・地域等と
連携し、事故等の未然防止や発
生時における迅速な対応を行う
ことができる。

学校を取り巻く環境について家
庭・地域・関係機関との協力体制
を整えるとともに、適切に対応す
ることができる。

特別な配慮や
支援を必要と
する生徒への
対応

特別な配慮や支
援を必要とする生
徒について、合理
的配慮の提供や組
織的な対応の必要
性を理解している。

一人一人の障がいの特性や教
育的ニーズ等を把握し、ユニ
バーサルデザインの授業づくり
に生かすことができる。

多様性を尊重し共に成長する集
団づくりや、一人一人の個性を生
かした学びの実現のために工夫改
善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、
職員の連携による指導の体制を
整え、組織的・継続的な支援の
ために主体的に働きかけること
ができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び生徒に情
報モラルを含めた
情報活用能力を育
成することについ
ての意義や効果を
理解している。

授業や校務等にICTを活用で
き、生徒の情報モラルを含めた
情報活用能力を育成するための
授業実践等を行うことができる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び生
徒の学習や生活の改善を図るため、
教育データを適切に活用すること
ができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【高等学校】

・高い倫理観と使命感
の基、探究心をもっ
て、謙虚に学ぶ。 ・自己研鑽に励み、周囲の学

ぶ意欲を高める。 ・学び続ける姿を示し、学校の組織力の
向上に寄与する。

・自ら課題をもって、
自律的に学び、実
践につなげる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に授業実践やＨＲ経営
に取り組み、教職の基礎を固め
る。

専門性と指導力を高め、実践力を
磨く。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、リーダーシップを発揮する。

学校管理や他の教員等への指導を
行い、広い視野で組織的な運営を行う。

学
習
指
導

授業
構想

教科の専門性を
身に付け、高等学
校に関する学習指
導要領の内容、評
価の観点・評価方
法等を理解し、そ
れらを踏まえた指
導計画を作成する
ことができる。

学習指導要領の目標や内容、
評価の観点等を踏まえ、生徒
の実態に応じた指導と評価の
計画を作成することができる。

生徒の実態やニーズに応じ、教
科における見方・考え方を踏まえ
た指導と評価の計画を作成するこ
とができる。

中長期的な視点で、指導と評
価の計画を作成することができ
るよう、他の教員等に指導・助
言を行うことができる。

学校の教育目標や学習指導要領
の改訂等を踏まえ、教科横断的な
視点で指導と評価の計画を立案し、
推進することができる。

授業
実践

生徒の実態と指導と評価の
計画を踏まえ、身に付けさせ
たい力を明確にした授業を行
うことができる。

生徒の実態やニーズに応じ、教
科における見方・考え方を踏まえ、
生徒が確かな学力を身に付ける授
業を行うことができる。

各教科における見方・考え方
を踏まえ、生徒が確かな学力を
身に付ける授業の実践について、
他の教員等に指導・助言を行う
ことができる。

生徒の自ら学ぶ姿勢を育成する
授業を行うための研修計画を立案
し、推進することができる。

評価
改善

観点に基づいた評価規準を
設けるとともに、自らの授業
の方法や内容を客観的に評価
し、改善することができる。

生徒の実態やニーズに応じた授
業評価の方法や観点を工夫し、継
続的な授業改善ができる。

観点に基づいた評価規準を踏
まえた継続的な授業改善につい
て、他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

観点に基づいた評価規準を踏ま
えた継続的な授業改善を行う体制
を整え、推進することができる。

生
徒
指
導

生徒
理解

生徒理解の重要
性について理解し
ている。

教育相談・生徒
指導・キャリア教
育の理論及び方法
について理解して
いる。

生徒個々の資質能力や背景
にある状況を、観察や資料等
から客観的かつ共感的に把握
することができる。

生徒の実態や状況について、自
らのもつ情報と周囲からの情報を
合わせて分析し、多面的に把握す
ることができる。

生徒の実態の多面的な把握と
分析の方法について、他の教員
等に指導・助言を行うことがで
きる。

個々の生徒に対応する人的・物
的に環境を整え、学校全体で生徒
理解ができる組織づくりを推進す
ることができる。

生徒
指導

生徒の声を共感的に聴くと
ともに、時と場を捉えて適切
な指導を行うことができる。

個や集団の実態や状況に応じて、
生徒の自己指導能力の育成を促す
ための継続的な働きかけを行うこ
とができる。

生徒の自己指導能力の育成を
促す指導や今日的な課題への対
応について、他の教員等に指
導・助言を行うことができる。

生徒の自己指導能力を高めるよ
うな教育相談・生徒指導を学校全
体で行うための計画・組織を立案
し、推進することができる。

キャリア
教育

生徒自身が望ましい職業観
や自立について考え、自らの
生き方を選択しようとする態
度を育成する指導を行うこと
ができる。

生徒自身が自らの生き方を多様
な可能性を基に考える指導を行う
とともに、生徒の実態やニーズに
応じた進路指導を行うことができ
る。

生徒自身が自らの生き方を多
様な価値観を基に考える学習活
動となるよう、他の教員等に指
導・助言を行うことができる。

学校の教育目標を実現するため
の系統的なキャリア計画を立案し、
それを実施する組織づくりを推進
することができる。

経
営
・
分
掌

ＨＲ・
学校等
経営 教員の職務内容

と学校組織等につ
いて理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項について
理解している。

担当した校務を責任をもっ
て行うことができる。

校務の課題についての建設的な
改善策を他の教員等に提案し、組
織的に働きかけながら実践するこ
とができる。

中長期的な視点で校務の改善
について、他の教員等に指導・
助言を行うことができる。

学校の教育目標を具現するため
に、体制の整備と人材の育成を推
進することができる。

連携
・

協働

迅速な報告・連絡を心がけ、
生徒の成長のために保護者や
他の教員等と力を合わせて対
応することができる。

周囲の人材と専門性を活用し合
うなど、生徒の成長のための効果
的な指導をチームとして行うこと
ができる。

チームとしての指導と対応の
視点や対策について、他の教員
等に指導・助言を行うことがで
きる。

家庭や地域、外部機関等との連
携について、体制の整備と人材の
育成を推進することができる。

危機
管理

生徒の安全や個人情報の重
要性を理解し、「報告・連
絡・相談」を大切にして適切
に行動することができる。

事故等の発生時や未然防止につ
いて、場面に応じて迅速に行動す
ることができる。

事故等の未然防止と選択すべ
き行動について、他の教員等に
指導・助言を行うことができる。

事故等の未然防止や緊急時に、
場面に応じて迅速に対応する組織
づくりについて、体制の整備と人
材の育成を推進することができる。

特別な配慮や
支援を必要と
する生徒への
対応

特別な配慮や支
援を必要とする生
徒について、合理
的配慮の提供や組
織的な対応の必要
性を理解している。

一人一人の障がいの特性や
教育的ニーズ等を把握し、ユ
ニバーサルデザインの授業づ
くりに生かすことができる。

多様性を尊重し共に成長する集
団づくりや、一人一人の個性を生
かした学びの実現のために工夫改
善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、
職員の連携による指導の体制を
整え、組織的・継続的な支援の
ために主体的に働きかけること
ができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び生徒に情
報モラルを含めた
情報活用能力を育
成することについ
ての意義や効果を
理解している。

授業や校務等にICTを活用で
き、生徒の情報モラルを含め
た情報活用能力を育成するた
めの授業実践等を行うことが
できる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び生
徒の学習や生活の改善を図るため、
教育データを適切に活用すること
ができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【特別支援学校】

・目の前の幼児児童生徒

の適切な実態把握や

指導・援助の方法を、

謙虚に学ぶ。
・自分が得意とする分野の知

識・技能を深めつつ、校内
の教員等への有効的な伝え
方を工夫する。

・自分が深めてきている知識・技能、学

びの手段等を、学校内外の多くの人に

対して伝え、役立てる。

・学級(HR)・学年の幼児児
童生徒に対する、チーム
での適切な実態把握や指
導・援助の方法を自ら学
び、チームに伝える。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に授業実践や学級・ＨＲ経営に
取り組み、教職の基礎を固める。

実践を積み上げ、専門性を高め、
学校の推進力となる。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、リーダーシップを発揮する。

学校管理や他の教員等への指導を
行い、広い視野で組織的な運営を行う。

学
習
指
導

授業
構想

特別支援教育及び
教科に関する学習指
導要領の内容、評価
の観点・評価方法等
を理解し、それらを
踏まえた指導計画を
作成することができ
る。

幼児児童生徒の健康・障がいの
状態、発達の段階、興味・関心等
の観点を踏まえて個別の指導計画
等を作成し、他の教員等から指
導・助言を受けながら授業を計画
することができる。

幼児児童生徒の健康・障がいの状
態、発達の段階、興味・関心等の観
点から、実態を的確に把握して個別
の指導計画等を作成し、それに沿っ
た授業を計画することができる。

個別の指導計画等を作成する際
に、関係機関の情報等の客観的観
点を取り入れるとともに、他の教
員等に指導・助言を行うことがで
きる。

学習指導要領の改定等を踏まえた個
別の指導計画等の作成が成されるよう
に研修を行う等、校内体制を整備し、
推進することができる。

授業
実践

個別の指導計画等に基づいて、
適切な教材・教具を活用する等、
幼児児童生徒へ効果的な指導・援
助を行うことができる。

個別の指導計画等に基づくと共に、
活動時の状況に応じて指導方法・体
制等を変更する等、他の教員等と協
働して、幼児児童生徒への効果的な
指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の状態等に配慮し
て適切な指導・援助を行うととも
に、他の教員等に指導・助言を行
うことができる。

学習指導要領改訂等を踏まえた適切
な指導・援助ができるように、校内の
研究体制を整備し、推進することがで
きる。

評価
改善

幼児児童生徒への指導・援助に
ついて、健康・障がいの状態、発
達の段階、興味・関心等の観点に
基づいて授業評価を行い、授業の
内容や方法、個別の指導計画等を
改善することができる。

幼児児童生徒への指導・援助につい
て、自身の授業実践とともに、チー
ムとしての授業実践について適切な
授業評価を行い、授業の内容や方法、
個別の指導計画等を改善することが
できる。

幼児児童生徒の実態と社会や地
域から求められるニーズに対応す
るという視点に立って授業評価や
授業改善を行うとともに、他の教
職員等に指導・助言を行うことが
できる。

授業の評価改善のために必要な観点、
評価・指導の方法等について研究し、
普段の授業改善を行う校内体制を整備
し、推進することができる。

生
徒
指
導

幼児・児
童・生徒

理解 幼児児童生徒とと
もに活動する楽しさ
や喜びを経験し、児
童生徒理解の重要性
について理解してい
る。

教育相談、生徒指
導、キャリア教育、
人権教育等に関する
基本的事項や指導・
援助方法等について
理解している。

観察、保護者との情報交換、他
の教職員からの情報、過去の資料
等から幼児児童生徒の実態を的確
に把握することができる。

幼児児童生徒の実態や状況につい
て、自らのもつ情報と周囲からの情
報を合わせて分析し、多面的に把握
することができる。

幼児児童生徒の多面的な把握と
分析に必要な情報収集を行うとと
もに、他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

学校全体で幼児児童生徒の理解を深
めるために、環境整備と組織づくりを
推進することができる。

生徒
指導

幼児児童生徒の実態を踏まえて、
一人一人のよさが発揮できるよう
に指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の発揮させたいよさ
と具現したい姿を具体的に想定し、
その実現のための中・長期的なプラ
ンを想定した指導・援助を行うこと
ができる。

幼児児童生徒一人一人のよさの
発揮と具現したい姿の実現のため
に、適切な指導・援助を行ったり
保護者等と連携をはかったりする
とともに、他の教員等に指導・助
言を行うことができる。

幼児児童生徒への適切な指導・援助
が行われるように、他の教員等や保護
者・関係機関等との連携体制を整備し、
推進することができる。

キャリア
教育

個別の教育支援計画等に基づき、
社会自立を目指して、幼児児童生
徒への指導・援助を行うことがで
きる。

幼児児童生徒の実態やニーズに基
づいた社会自立を目指し、個別の教
育支援計画等を活用し、保護者、関
係機関と連携し、他の教員等と協働
して指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の社会自立を目標
とした指導・援助を行う際に、他
の教員等に個別の教育支援計画等
や、関係機関から収集した情報等
の効果的な活用について、指導・
助言を行うことができる。

適切な個別の教育支援計画等の作成
と改善がなされるように、他の教員等
や保護者、関係機関等と連携できる組
織づくりを推進することができる。

経
営
・
分
掌

学級(HR)・
学年・部・
学校経営

教員の職務内容
や学校組織等につ
いて理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項等につい
て理解している。

個別の教育支援計画等を立案
し、それに基づき、学級（Ｈ
Ｒ）全体を見渡した年間指導計
画等を作成し、計画に沿った学
級経営を行うことができる。

学校・部等全体を見通した年間
指導計画等を作成し、他の教員等
と協働して、学級（ＨＲ）・学年
経営を行うことができる。

学年・部・学校全体の学級
（ＨＲ）経営が適切に行われる
ように、部・学校の特色を踏ま
えて他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

特色ある学校経営を推進するた
めに、校内の体制を整備し、「安
全に安心して過ごせる環境」「自
立に向けて個性を生かす体制」を
整備し推進することができる。

連携
・

協働

幼児児童生徒の健康・成長を
常に念頭において、他の教員等
や保護者等と協力し、迅速な報
告連絡を心がけて業務を行うこ
とができる。

幼児児童生徒の健康・成長を常
に念頭において、他の教員等と強
みを生かし合える関係を結び、保
護者等と円滑な関係を保つことを
意識しながら、業務を行うことが
できる。

幼児児童生徒へ、保護者等と
協力・連携しつつ、チームとし
ての指導・援助にあたるととも
に、他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

自校の使命を達成するために、
学校内外の関係機関等との連携体
制を構築するとともに、校内の業
務が円滑に遂行される体制を整え
る。

危機
管理

幼児児童生徒の安全や個人情
報の重要性を理解するとともに
常に心がけ、「報告・連絡・相
談」を大切にして適切に行動す
ることができる。

事故等の発生時や未然防止につ
いて、場面に応じて迅速に行動す
ることができる。

学校の危機管理について、周
囲と連携し、迅速に対応すると
ともに、より適切に対応できる
よう、他の教員等に指導・助言
を行うことができる。

事故等の未然防止や緊急時に、
適切かつ迅速に対応する組織づく
りについて、体制の整備と人材の
育成を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び幼児児童
生徒に情報モラル
を含めた情報活用
能力を育成するこ
とについての意義
や効果を理解して
いる。

授業や校務等にICTを活用で
き、幼児児童生徒の情報モラル
を含めた情報活用能力を育成す
るための授業実践等を行うこと
ができる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び幼
児児童生徒の学習や生活の改善を
図るため、教育データを適切に活
用することができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【養護教諭】

・自分の得意な内容、
領域を見付けられる。

・自分の知恵や経験が他の人
に有用であることに気付く。

・異なる見方や価値観を受け

入れ、面白いと感じる。

・若手や同僚に共感する。
・自分の知恵や経験を活かす場がある。

・自分が得意な内容、領
域を磨いている。

・他の人がもっているも
ののよさに気付き、取
り入れてみる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に保健管理や健康指導
に取り組み、教職の基礎を固め
る。

学校の中核として実践を積み上げ、
専門性を高め、推進力を発揮する。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、学校及び研究団体等にお
いてリーダーシップを発揮する。

学校管理や同僚への指導を行い、
広い視野で組織的な運営を行うととも
に、後進の育成に尽力する。

保
健
管
理

応急
処置

保健管理におけ
る基礎的な知識と
対処方法を身に付
けている。

けがや疾病に応じた応急処
置を迅速に行うことができる。

緊急時に備えた救急体制を整備
し、応急処置を的確に行うことが
できる。

緊急時に備えた救急体制を整
備し、教職員等への周知と啓発
を行うことができる。

救急体制の整備と教職員等への
啓発について、指導的立場を果た
すことができる。

心身の
健康
管理

健康診断や管理指導表等に
基づく児童生徒等の健康管理
や、感染症の予防対策ができ
る。

児童生徒等の適切な健康管理や、
感染症の効果的な予防対策ができ
る。

最新の知見を収集し、児童生
徒等の健康管理や感染症の予防
対策に生かすことができる。

児童生徒等の心身の健康管理や
感染症の予防対策について、指導
的立場を果たすことができる。

学校
環境の
管理

学校環境衛生基準に基づく
環境衛生検査が適切に実施で
き、改善に努める。

児童生徒が快適で心豊かな学校
生活を送るための環境づくりを推
進できる。

児童生徒が快適で心豊かな学
校生活を送るための環境づくり
を推進できる。

学校環境の管理について、指導
的立場を果たすことができる。

健
康
指
導

児童
生徒
理解

児童生徒の体と
心の状態を把握し
ようと努力してい
る。

児童生徒の健康状況を把握
し、関係づくりに努めること
ができる。

児童生徒を取り巻く環境や背景
を理解し、児童生徒の理解を図る
ことができる。

児童生徒の自己肯定感を高め
ることを意図した指導を行うこ
とができる。

児童生徒理解について、指導的
立場を果たすことができる。

保健
教育

指導計画に基づく保健教育
等を行うことができる。

担任等と連携し、養護教諭の専
門性を生かした保健教育等を行う
ことができる。

ヘルスプロモーションの理念
に基づき、自己の健康をつくろ
うとする指導を行うことができ
る。

保健教育について、指導的立場
を果たすことができる。

健康
相談
活動

健康相談の基本プロセスを
理解し、健康相談が実施でき
る。

日常の児童生徒の健康状態を把
握し、個々の健康課題に応じた相
談活動が実施できる。

心身の健康課題を総合的にと
らえ、保護者や校内組織と連携
した健康相談活動が実施できる。

コンプライアンス意識を高くも
ち、健康相談活動について、指導
的立場を果たすことができる。

経
営
・
分
掌

保健室
管理

分からないこと
は同僚や近隣の先
輩に聞きながら、
自分の仕事に取り
組んでいこうとし
ている。

学校保健活動のセンター的
役割を理解して、保健室経営
ができる。

学校保健活動のセンター的役割
が機能した保健室経営ができる。

学校の教育目標の具現を意図
した保健室経営ができる。

保健室経営について、指導的立
場を果たすことができる。

保健
組織
活動

保健組織活動の意義を理解
し、各種会議等に意欲的に参
画できる。

保健組織活動の意義を理解し、
保健組織活動を企画・運営するこ
とができる。

校区の学校や地域の関係機関、
団体と連携した保健組織活動を、
企画・運営することができる。

保健組織活動について、指導的
立場を果たすことができる。

危機
管理

管理職、保護者、医療機関
等への報告・連絡・相談を遅
滞なく行うことができる。

危機を予見し、未然防止に努め
るとともに、早期発見、早期対応
に努めることができる。

正しい情報収集と組織的な対
応に努め、対応後の見届けまで
確実に行うことができる。

未然防止や対応のノウハウ等に
ついて、事例をもとに指導的立場
を果たすことができる。

特別な配慮や
支援を必要と
する児童生徒
への対応

特別な配慮や支
援を必要とする児
童生徒について、
合理的配慮の提供
や組織的な対応の
必要性を理解して
いる。

一人一人の障がいの特性や
教育的ニーズ等を把握し、ユ
ニバーサルデザインの授業づ
くりに生かすことができる。

多様性を尊重し共に成長する集
団づくりや、一人一人の個性を生
かした学びの実現のために工夫改
善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、
職員の連携による指導の体制を
整え、組織的・継続的な支援の
ために主体的に働きかけること
ができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び児童生徒
に情報モラルを含
めた情報活用能力
を育成することに
ついての意義や効
果を理解している。

授業や校務等にICTを活用で
き、児童生徒の情報モラルを
含めた情報活用能力を育成す
るための授業実践等を行うこ
とができる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び児
童生徒の学習や生活の改善を図る
ため、教育データを適切に活用す
ることができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

高い志とグローバルな視野をもって夢
に挑戦し、家庭・地域・職場で豊かな
人間関係を築き、地域社会の一員とし
て考え行動できる「地域社会人」

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【栄養教諭】

・自分の得意な内容、
領域を見付けられる。

・自分の知恵や経験が他の人
に有用であることに気付く。

・異なる見方や価値観を受け

入れ、面白いと感じる。

・若手や同僚に共感する。
・自分の知恵や経験を活かす場がある。

・自分が得意な内容、領
域を磨いている。

・他の人がもっているも
ののよさに気付き、取
り入れてみる。

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に給食管理や食に関す
る指導に取り組み、教職の基礎
を固める。

学校の中核として実践を積み上げ、
専門性を高め、推進力を発揮する。

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、学校及び研究団体等にお
いてリーダーシップを発揮する。

学校管理や同僚への指導を行い、
広い視野で組織的な運営を行うととも
に、後進の育成に尽力する。

給
食
管
理

学校給食
に 関する
計画

給食管理におけ
る基礎的な知識と
対処方法を身に付
けている。

献立や教科との関連を図っ
た食に関する全体計画の立
案・実践ができる。

学校の食に関する課題を明確に
した食に関する全体計画の立案・
実践ができる。

学校や地域の実態を把握し、
校内外との連携を図った食に関
する全体計画の立案・実践・評
価ができる。

学校の教育目標の具現を視点に
持ち、食に関する全体計画の立
案・実践をマネジメントすること
ができる。

栄養
管理

食事摂取基準や学校給食摂
取基準を理解し、食物アレル
ギー等、適切に栄養管理を行
うことができる。

食品構成や、地場産物の活用な
どを考慮した年間献立計画をもと
にして、適切な献立作成等を工夫
できる。

学校給食摂取基準を、児童生
徒や地域の実情等に十分配慮し、
弾力的に適用するよう工夫・改
善に努める。

実態把握に基づき、食に関する
指導と給食管理の一体化を図った
献立作成の工夫・改善に努める。

衛生
管理

食品衛生法と学校給食衛生
管理基準を理解し、関係諸帳
簿の整備など適切に衛生管理
ができる。

食中毒や異物混入の未然防止に
ついて調理従事員や児童生徒へ適
切な指導を行い、徹底を図ること
ができる。

作業動線図や作業工程表の充
実を図るとともに、衛生管理体
制の強化を図ることができる。

学校給食衛生管理基準に基づく、
評価と改善を行い、調理場におい
て徹底することができる。

食
に
関
す
る
指
導

児童
生徒
理解

児童生徒の体と
心の状態を把握し
ようと努力してい
る。

児童生徒の食生活の状況を
把握するとともに、関係づく
りに努めることができる。

児童生徒を取り巻く環境を理解
し、児童生徒の理解を的確に行う
ことができる。

教職員の共通理解を図る方途
を工夫し、児童生徒の食習慣の
状況を的確に把握することがで
きる。

児童生徒の食習慣の状況に応じ
て、食に関する自己管理能力を高
めるための指導助言ができる。

教育
指導

食に関する年間指導計画を
もとに、栄養教諭の専門性を
生かした食に関する指導を行
うことができる。

給食献立と各教科等との関連を
図り、栄養教諭の専門性を生かし
た食に関する指導をすることがで
きる。

児童生徒の実態を考慮し、生
きた教材として学校給食の活用
を図った食に関する指導の立案
ができる。

児童生徒が食に関する課題に主
体的に向き合い、実践に結び付く
食に関する指導を行うことができ
る。

個別的な
相談
指導

食に関する年間指導計画を
もとに、栄養教諭の専門性を
生かした食に関する指導を行
うことができる。

疾病やスポーツ栄養に関する基
礎的知識を習得し、食に関する相
談指導ができる。

保護者や校内組織と連携した
個別的な相談指導体制を整備し、
活用することができる。

コンプライアンス意識をもち、
学級担任等と連携を密にした積極
的な個別的な相談活動が実施でき
る。

経
営
・
分
掌

調理場と
の連携・

調整

分からないこと
は同僚や近隣の先
輩に聞きながら、
自分の仕事に取り
組んでいこうとし
ている。

設備や食品の管理など、担
当する校務の役割と、食に関
する指導の両立をすることが
できる。

受配校や近隣の学校の実態を把
握し、調理場を活用した食に関す
る指導や情報発信等ができる。

地域全体の食育を充実させる
観点から、関係機関と連携した
委員会の整備と活性化ができる。

給食管理と食に関する指導を一
体化した組織的な運営等に参画し、
工夫改善に取り組むことができる。

給食
組織
活動

食育推進委員会で資料提供
したり、児童生徒給食委員会
を運営したりできる。

食育推進委員会や児童生徒給食
委員会の、計画的・効果的な経営
ができる。

給食管理と食に関する指導が
一体化した活動となるよう、給
食組織活動を改善することがで
きる。

給食管理と食に関する指導を一
層関連づけた活動となるよう、給
食組織活動を改善・強化すること
ができる。

危機
管理

管理職、学級担任、保護者、
学校関係機関・団体等への、
報告・連絡・相談を確実に行
うことができる。

危機を予見し、未然防止に努
めるとともに、早期発見、早期
対応に努めることができる。

正しい情報収集と組織的な対
応に努め、対応後の見届けまで
確実に行うことができる。

危機管理や対応のノウハウ、ヒ
ヤリハット事例をもとに、根本的
な対応のあり方を広めることがで
きる。

特別な配慮や
支援を必要と
する児童生徒
への対応

特別な配慮や支
援を必要とする児
童生徒について、
合理的配慮の提供
や組織的な対応の
必要性を理解して
いる。

一人一人の障がいの特性や
教育的ニーズ等を把握し、ユ
ニバーサルデザインの授業づ
くりに生かすことができる。

多様性を尊重し共に成長する集
団づくりや、一人一人の個性を生
かした学びの実現のために工夫改
善を行うことができる。

全校的な支援の充実に向け、
職員の連携による指導の体制を
整え、組織的・継続的な支援の
ために主体的に働きかけること
ができる。

幼児児童生徒への一貫した教育
支援を目指し、保護者や地域、関
係機関と連携した支援体制の構築
を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び児童生徒
に情報モラルを含
めた情報活用能力
を育成することに
ついての意義や効
果を理解している。

授業や校務等にICTを活用で
き、児童生徒の情報モラルを
含めた情報活用能力を育成す
るための授業実践等を行うこ
とができる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び児
童生徒の学習や生活の改善を図る
ため、教育データを適切に活用す
ることができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

〜ぎふの人間像〜
高い志とグローバルな視野をもって

夢に挑戦し、家庭・地域・職場で豊か
な人間関係を築き、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」

〜岐阜県が求める教師像〜
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）

教員が成長し続けるために大切な姿
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基
本
研
修
・
選
択
研
修
・
連
携
研
修
を
受
講

５ キャリアステージを踏まえた研修の概要

中堅教諭等資質向上研修
学校（園）運営の円滑かつ効果的な実施において中核的な役割を果たすこ

とが期待される中堅教員として、学習指導の力、 生徒指導の力及び経営・分
掌を推進する力の向上を図る。

幼認 小中義高特 養護・栄養

園外研修 園内研修 校外研修 校内研修 校外研修 校内研修

8日 １０日 7日 １８日 6日 5日

６年目研修
学校の中核教員としての学習指導等を中心とした実践的指導力の向上を

図る。

小中義 高特 養護・栄養

校外研修 校内研修 校外研修 校内研修 校外研修 校内研修

４日
（うち2日は0.5日）

３日
高：３日
特：２日

3日 ３日 １日

基礎形成研修
自己課題を明確にし、必要な講座を選択し、校内で実践することで、教員と

しての基礎を固める。

小中義 高特 養護・栄養

２、３年目 ４、５年目 ２、３年目 「養護教諭・栄養教諭の
実践から学ぶ」を希望に
より受講３講座以上 ２講座以上 ３講座以上

初任者研修・新規採用研修
教育公務員としての使命感、幅広い知見の獲得、教員としての基礎的素養

を学ぶ。

幼認 小中義高特 養護・栄養

園外研修 園内研修 校外研修 校内研修 校外研修 校内研修

8日 １０日

小中義
14日

高特
1５日

１５０時間
養護：１１日
栄養：1６日

養護：１５日
栄養：１３日

基
礎
形
成
期

資
質
向
上
期

資
質
充
実
期

■基礎形成期から資質充実期における経年研修（基本研修）を示して
います。
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基
本
研
修
・
選
択
研
修
・
連
携
研
修
を
受
講

資
質
貢
献
期

※ 指定研修は、開催要項で確認してください。

講座番号
1111

（高・特）

研修日数　1日

研修日数　2日

集合　1日 集合　1日

オンライン　0.5日 オンライン　0.5日

オンライン 集合 オンライン オンデマンド

講座番号
1101

（小・中・義）
0.5日 1日 0.5日  0.5日

講座番号
1102

（高・特）

講座番号
110３

（高・特）

講座番号
110４

（小・中・義）

講座番号
1105

（高・特）

新任副校長研修

研修日数　0.5日

集合 集合 集合

1日

新任校長研修

研修日数　2.5日

新任研修主事研修（小・中・義）・研修主事研修（高・特）

オンライン オンデマンド

オンライン

0.5日 0.5日 0.5日

指定研修※から

２又は１講座選択

研修日数　４.5日

指定研修※から

1日 １講座選択

研修日数　2日～

研修日数　1.5日

講座番号
1110

（小中義）

集合　0.5日

（進路指導）2016

新任３主任研修

講座番号
1109

（高・特）
（生徒指導）2014（教務）2016

オンライン オンライン

0.5日 0.5日

指定研修※　0.5日

新任指導教諭研修

オンライン

1日

指定研修※から１講座選択

（多文化共生・特別支援教育）

講座番号
1108

（小・中・義）

オンライン オンライン

研修日数　４日

スクールリーダー

1日 0.5日0.5日1日

1日

集合

1日

集合

1日

集合

新任主幹教諭研修

研修日数　2日

オンライン

0.5日

オンライン

新任教頭研修

集合

研修日数　2.5日

新任部主事研修

研修日数　2日

集合　1日 集合　1日

講座番号
1106
（特）

養成研修A　1日

講座番号
1107

（小・中・義）
0.5日

■主に資質貢献期における管理職や部主事等を対象とした職務研修（基本研修）
を示しています。
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６ 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励と振り返りの流れ
（教職員の１年間の見通し例）

① 「教員のキャリアステージ」から「自分の強みや弱み」を見つめてみましょう。

② 研修履歴を確認してみましょう。

必
要
に
応
じ
て
管
理
職
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

指標

■ 指標の自分のキャリアステージ（❶）を目安にし、指標の観点（❷）から、「自分の強みや弱
み」を見付けましょう。例：印を付けるなど、書き加えてみましょう。

■ 研修申込システムから研修履歴を閲覧し、過去にどのような研修を受講しているか、確認
してみましょう。

※自分のログインIDとパスワードでログインし、左側のメニューバーから「履歴閲覧」をクリック
すると、過去に受講した研修履歴を閲覧することができます。当システムが運用された令和元
年度からの研修履歴を表示します。（平成２１年度以降に受講した研修履歴の一部も閲覧可能
です。）

必
要
に
応
じ
て
管
理
職
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❶
❷

教職員として専門職性を高めていくために、下記を参考に1年間の見通しを
もち、児童生徒等の学びのロールモデルとして、「自分自身にとって必要な学
び」を、主体的に行っていきましょう。

年度当初（期首面談等以前）
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「どのようなことを研修等で学んでいきたいか」、「自分の強みや弱み」、「今後伸ばす
べき力」、「学校で果たすべき役割」などを踏まえながら、目標を設定し、管理職と面談
をしましょう。

④
学びを深めていきたい分野について、どのような機会や場面を活用して
学ぶのかを考えるとともに、「研修講座一覧」から「自己課題に応じた研
修」を選択しましょう。

⑤
「年度目標」や「自分自身にとって必要な学び」について、管理職と
面談をしましょう。

必
要
に
応
じ
て
管
理
職
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

指標

■ ①で考えた「自分の強みや弱み」や②で確認した研修履歴を踏まえて、指標から、今後
どのような分野の学びを深めていくべきか考えてみましょう。

必
要
に
応
じ
て
管
理
職
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
「今後伸ばすべき力や学校で果たすべき役割」を踏まえて、今後どの分野の
学びを深めるべきか、考えてみましょう。

■ OJTや校内研修をはじめとする学校における様々な機会や場面を活用し
て、学びを深めていきましょう。

❶
❷

■ 本冊子にある「研修講座一覧」から、関係する研修講座を選択し、期日や
開催方法等を確認しましょう。

■ 開催要項で期日や開催方法等の詳細を確認できます。
研修申込システムにログインし、調べたい研修講座を検索し、開催要項を

確認しましょう。【令和５年度の開催要項は令和5年度より閲覧可能となります。】

※研修申込システムのトップページからは、ログインしなくても、開催要項
の閲覧は可能です。その場合は、トップページの左側のメニューバーにあ
る青色の「開催要項閲覧」をクリックし、調べたい研修講座を検索し、開催
要項を確認しましょう。

期首面談等
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総合教育センターHP の研修申込システムログイン画面へ
https://flex2.gifu-net.ed.jp/system/Users/login

※パスワードをお忘れの方は、こちらまで ＜Ｐ1８参照＞
【個人のログインIDがpで始まる方】

⇒ヘルプサポートデスク（TEL： ０５８－２７７－３９２１、e-mail： support@gifu-net.ed.jp）

【個人のログインIDがlpで始まる方】
⇒管理職にお尋ねください。管理職の方は、管理職権限でログインし、「マスタ登録」→「職員登録」

で確認をお願いします。

⑦ 研修講座受講後、研修での学びを活用していきましょう。

⑥ 研修申込システムにログインし、研修講座を申し込みましょう。

必
要
に
応
じ
て
管
理
職
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■ 研修講座受講に関わる留意点等については、P16～P19を参照してください。

■ 研修での学びを生かして、「自分自身にとって必要な学び」を深めていきましょう。
また、研修での学びを校内で共有していきましょう。
・研修での学びから、どのような内容を活用していくことができそうか考えてみましょう。
・活用できそうな場面を考えてみましょう。
例）授業や授業以外の場面での指導等、研究授業、各種会議、校内研修やOJT・・・

※研修講座で配付された資料等を、校内での研修等に活用する場合は、二次使用となりま
すので、使用の可否について、講座担当者に確認をお願いします。

期末面談等

OJTや校内研修、校外研修などによる学びの成果や自らの成長実感、今後の課題など
を振り返り、次年度以降の目標等について、管理職と面談をしましょう。

⑧
「年度目標」や「自分自身にとって必要な学び」の成果等を振り返り、
次年度以降の目標等について、管理職と面談をしましょう。

往還 校内研修、学校現場での
経験を生かして学ぶ

校外での研修を学校現場で
生かす、還元する

校外での研修【岐阜県総合教育センター】

校内での学び【校内研修やOJT等】

次年度以降へ・・・
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① 開催要項の確認
必ず事前に、総合教育センターHP 内の研修申込システムに、個人のログイン
ID・パスワードを用いてログインし、期日、内容等を確認しましょう。

② 研修修了
研修終了後の２つのアンケート（研修終了後アンケート・還元度アンケー
ト）の回答で研修修了です。

③ 急な変更やお知らせ
総合教育センターHP のトップ画面にて掲載します。

⇒ https://www.gifu-net.ed.jp/ggec

④体調不良の時は受講ストップ
検温をはじめ、自らの体調確認に心掛け、体調不良の場合は、受講せず、
所属先の管理職に相談の上、欠席の手続きをしてください。
※新型コロナウイルス感染症への対応については、県等が発出する文書

等に準じます。

⑤欠席・遅刻の対応

● 定員超過の場合は、１次申込締切後、4月28日（金）迄に抽選します。
※抽選結果は、4月28日（金）以降5月8日（月）迄に総合教育センターHP内の研

修申込システムから個人のログインID・パスワードを用いてログインし、表の「状
況」欄の表示内容を確認してください。

受講可…「申込確定受講中」 受講不可…「選外通知」

● ２次申込みは、１次申込みで定員に満たない場合に実施します。

７ 研修講座受講に当たって

■ 基本研修 ※講座番号１０００番台
令和5年4月11日（火）～4月18日（火）１７時締切

■ 選択研修 ※講座番号２０００～３０００番台
（１次申込み） 令和5年4月11日（火）～4月18日（火）1７時締切
（２次申込み） 令和5年５月 ９日（火）～定員充足又は実施日2週間前まで

２ 留意事項【集合・オンライン研修共通】

事前に分かっている場合 管理職が研修申込システムから入力

急な欠席・遅刻等
① 教育研修課に電話連絡（管理職を通じて）
② その後、管理職が研修申込システムから

欠席・遅刻等の入力

１ 研修申込期間
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⑥ 気象警報発表時の対応（オンライン研修も同様）

３ 留意事項【集合研修】

４ 留意事項【オンライン研修】

開始３時間前までに
研修会場の市町村の気象警報が全て解除された場合

研修実施

開始３時間前に
研修会場の市町村に気象警報が発表されている場合

研修中止

参加者の学校や園等がある市町村に気象警報が発表
されている場合

所属長の指導を
受け、出欠を判断

【確認・準備】
■ 受講場所

・ 一人で落ち着いて受講でき、Wi-Fiの近くなど通信状況が良い場所を準備
■ 開催要項

・ 研修資料のダウンロード・印刷
・ 研修講座の流れや提出物の有無、動画のＵＲＬの確認
※ Web会議のURLを絶対に間違えないことや、他人に教えないことに留意
・ 接続に不具合があった場合の対応を確認

■ 受講前は、管理職に受講開始の連絡
■ 研修開始時、又は接続の不具合が30分続くようであれば、 管理職に報告

【重要】
★ 研修の録画は、原則として禁止です。

・ 映像の著作権は、作成者に帰属します。
・ ダウンロードした資料や映像を自組織のウェブサイトにアップロードしたり複製したり

することは、著作権の侵害となります。営利目的でなくても著作権の侵害となります。
★ カメラを使用する研修では、背景に不適切なものが映らないように配慮が必要です。

受
講
当
日

■ 受講後は、管理職に研修内容を報告

■ 研修申込システムの「研修終了後アンケート」に速やかに回答
⇒「還元度アンケート」は２月末までに回答

■ レポート等の提出があれば、期日までに担当者に送付

受
講
後

受
講
前

■ 駐車場
総合教育センター敷地内の研修受講者用駐車スペースには限りがあり
ます。満車の場合は臨時駐車場の利用等にご協力をお願いします。
（P50又は総合教育センターHP参照）
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８ 研修講座申込みから受講に係るＱ＆Ａ

No Questions Answers

1
ログイン画面がどこ
にあるか分からな
い。

■下記URLを確認してください。（総合教育センターHP）

https://www.gifu-net.ed.jp/ggec/

HP上にある右図をクリックし、ログイン画面に接続してください。

2

ログインIDが分か
らない。

p番号（p+5桁の数字）を持っており、ｐメール（学校間総合ネットの職員用メール）のア

ドレスを持っている方はこのｐ番号がログインIDです。 ｐメールアドレスを持っていな

い方は研修申込システム専用のログインID（lp番号）を新しく登録する必要があります。

所属学校の管理職権限で登録することができますので、管理職に確認してください。

3
パスワードが分から
ない。

p番号（p+5桁の数字）の方は、学校間総合ネットで利用しているパスワードを利用で

きます。 パスワードが分からない場合は、学校間総合ネット ヘルプサポートデスク

（TEL：０５８－２７７－３９２１ 電子メール：support@gifu-net.ed.jp）にお

問合せください。p番号以外（lp+5桁の数字）の方は、所属学校の管理職に確認してく

ださい。

4

管理職権限でログ
インした画面上に、
「承認」したい教員
の氏名がない。

当該教員が自分で所属する学校名の変更をする必要があります。

1）自分のログインIDでログインしてください。

2）画面左側の管理メニューからマスタ登録を選択してください。

3）画面上の職員変更ボタンをクリックしてください。

4）編集ボタンをクリックしてください。自分の情報の変更が可能です。

5）「８. 学校番号」を変更して登録ボタンをクリックしてください。

※ 学校番号は「研修申込システム ログイン画面」より「学校番号はこちら」で確認して

ください。

※lp番号の方は「9 ログインIDがlp番号の職員情報変更について」を参照してくださ

い。

5

パスワードを更新・
変更したい。

※パスワードは
120日で更新が
必要になります。

p番号（p+5桁の数字）の方は、学校間総合ネット側で更新・変更してくだい。

お知らせの「学校間総合ネット 職員メール パスワード変更」でサイトに移動ができます。

もし変更方法が分からない場合は、学校間総合ネットヘルプサポートデスクにお問合せ

ください。

p番号以外（lp+5桁の数字）の方は、次の手順で自分で変更をお願いします。

1）自分のログインIDでログインしてください。

2）画面左側の管理メニューからマスタ登録を選択ください。

3）画面上の職員変更ボタンをクリックしてください。

4）編集ボタンをクリックしてください。自分の情報の変更が可能です。

5）「2.パスワード（必須項目）」を変更して登録ボタンをクリックしてください。

6
開催要項や参考資
料のダウンロードや
印刷がしたい。

自分のログインID・パスワードでログインし、開催要項の参考資料をクリックしてください。
上記の対応でダウンロードができない場合は、研修申込システムログイン画面の「参考
資料のダウンロードがうまくいかないときに」をクリックして対応してください。

7
Ｗｅｂ会議に
参加できない。

■ 下記のURLを確認してください。

「参加者用簡易マニュアル」

8 アンケートに
回答できない。

■ 下記のURLを確認してください。

https://www.gifu-net.ed.jp/tmd/kensyu/kenshu/2023youkou/anketo.pdf

研修申込システム上で「申込確定受講中」になっているか確認してください。「申込確定

受講中」になっていない場合は講座担当者にお問合せください。又、アンケートには個

人のログインIDでログインした場合のみ回答をすることができます。

https://www.gifu-net.ed.jp/tmd/kensyu/kenshu/2023youkou/Websankahouhou.pdf
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9 ログインIDがlp(エル・ピー)番号の職員情報変更について

不明な点は、教育研修課 研修企画係（０５８－２７１－３４５０）までお問合せください。

１ 自分のログインIDでログイン

■ 研修申込システムに自分のログインIDでログインし、
「マスタ登録」をクリック

■ 「職員変更」をクリック

■ 学校名、職員名などの列にある「編集」をクリック

■ ページの下の方にある「編集」を確認

■ lp番号の方が学校等を異動する際には、研修履歴を引き継ぐために、
自分で所属先の学校番号を変更する必要があります。
※既にlp番号をお持ちの方は、新規でｌｐ番号を作成しないで下さい。

2 学校番号を変更する

■ の部分に新しい学校番号を入れて
「登録」をクリックすると、所属先を変更すること
ができます。

■ 学校番号が分からない時は下部の「学校一覧」
をクリック

■ 学校名を入れて検索することで学校番号を調
べることができます。

※ 現所属の管理職では、「地区未所属」までしか変
更ができないため、本人が直接所属先を変更し
た方が簡単です。

・ lp番号は研修申込システムのみで使用する番号になります。職員番号とは異なりま
すので留意してください。

・ 新規採用の方でR4に講師等で受講した研修履歴がある方、教諭等から常勤講師等
になられた方は、当課にて研修履歴の反映を行いますので、下記連絡先まで相談し
てください。

確認

【重要】
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基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
専

門
職

と
し

て
の

知
識

及
び

技
能

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

の
食

生
活

に
関

す
る

現
状

と
課

題
を

捉
え

る
。

そ
し

て
、

栄
養

教
諭

と
し

て
の

職
務

を
適

切
に

遂
行

で
き

る
実

践
的

指
導

力
と

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

を
養

う
と

と
も

に
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
－

①
5
/
9(

火
) 
 ②

6
/
1
3(

火
)

③
④

⑤
未

定
⑥

2
/
1
3(

火
)

◆
ー

ー

1
0
0
9

新
規

採
用

実
習

助
手

研
修

（
高

）
教

職
の

基
礎

形
成

を
図

る
た

め
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

と
と

も
に

、
実

習
助

手
と

し
て

の
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

し
、

授
業

準
備

や
教

諭
と

連
携

し
た

指
導

方
法

等
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

実
践

的
指

導
力

を
高

め
る

。
ー

ー
ー

◆
ー

－

①
 
4
/
2
7
(
木
)
予
定

②
1
0
/
2
4
(
火
)
ま
た
は

　
1
0
/
3
1
(
火
)
予
定

③
1
2
/
1
5
（
金
）
基
準

◆
ー

ー

1
0
1
0

新
規

採
用

実
習

助
手

研
修

（
特

）
教

職
の

基
礎

形
成

を
図

る
た

め
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

と
と

も
に

、
特

別
支

援
学

校
で

の
実

習
助

手
と

し
て

の
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

し
、

授
業

準
備

や
教

諭
と

連
携

し
た

指
導

・
支

援
方

法
等

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
－

①
 
4
/
2
7
(
木
)

②
 
9
/
2
2
(
金
)

◆
ー

ー

1
0
1
1

６
年

目
研

修
（
小

・
義

）
学

校
の

中
核

教
員

と
し

て
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

習
指

導
を

中
心

と
し

た
日

々
の

実
践

を
振

り
返

り
、

専
門

的
な

知
識

や
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

◆
ー

ー
ー

－

①
 
5
/
1
1
(
木
)
・
1
5
(
月
)
 
各

半
日
(
午
後
)

②
 
8
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
う

ち
１
日

③
開
催
要
項
を
参
照

◆
◆

ー

1
0
1
2

６
年

目
研

修
（
中

・
義

）
学

校
の

中
核

教
員

と
し

て
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

習
指

導
を

中
心

と
し

た
日

々
の

実
践

を
振

り
返

り
、

専
門

的
な

知
識

や
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

ー
◆

ー
ー

－

①
 
 
5
/
1
1
(
木
)
・
1
5
(
月
)

各
半
日
(
午
後
)

②
 
8
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
う

ち
１
日

③
開
催
要
項
を
参
照

◆
◆

ー

1
0
1
3

６
年

目
研

修
（
高

）
学

校
の

中
核

教
員

と
し

て
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

習
指

導
を

中
心

と
し

た
日

々
の

実
践

を
振

り
返

り
、

専
門

的
な

知
識

や
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

ー
ー

◆
ー

－

①
 
6
/
2
3
(
金
)

②
 
8
/
1
7
(
木
)
、
1
8
(
金
)
、

2
1
(
月
)
、
2
3
(
水
)
、
2
4
(
木
)

の
う
ち
１
日

③
1
1
/
7
(
火
)
、
1
4
(
火
)
の
２

日
間
に
分
け
て
実
施

◆
◆

ー

1
0
1
4

６
年

目
研

修
（
特

）
学

校
の

中
核

教
員

と
し

て
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

習
指

導
を

中
心

と
し

た
日

々
の

実
践

を
振

り
返

り
、

専
門

的
な

知
識

や
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

ー
ー

ー
◆

－
①
 
6
/
2
3
(
金
)

②
 
8
/
1
7
(
木
)

◆
◆

ー

1
0
1
5

６
年

目
研

修
（
養

護
教

諭
）

学
校

の
中

核
教

員
と

し
て

実
践

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

日
々

の
実

践
を

振
り

返
り

、
専

門
的

な
知

識
や

実
践

的
指

導
力

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
教

育
公

務
員

と
し

て
の

使
命

感
や

学
校

組
織

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
－

①
 
5
/
1
1
(
木
)

②
 
8
/
2
2
(
火
）
大
学
連
携

③
 
1
1
/
1
0
(
金
)

◆
ー

ー

1
0
1
6

６
年

目
研

修
（
栄

養
教

諭
）

学
校

の
中

核
教

員
と

し
て

実
践

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

日
々

の
実

践
を

振
り

返
り

、
専

門
的

な
知

識
や

実
践

的
指

導
力

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
教

育
公

務
員

と
し

て
の

使
命

感
や

学
校

組
織

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
。

ー
◆

◆
ー

◆
－

①
 
5
/
1
1
(
木
)

②
 
8
/
2
2
(
火
）
大
学
連
携

③
 
未
定

◆
ー

ー

  
  

  
  

  
１

０
　

研
　

修
　

講
　

座
　

一
　

覧
・☆

印
は

新
規

講
座

、
★

印
は

基
礎

形
成

選
択

講
座

（小
中

義
２

～
５

年
目

、
高

特
２

・３
年

目
の

教
員

に
お

す
す

め
の

講
座

内
容

）
・キ

ャ
リ

ア
ス

テ
ー

ジ
に

記
載

の
『〇

』は
、
各

講
座

の
対

象
の

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

を
示

し
て

い
ま

す
が

、
『・

』で
あ

っ
て

も
、

 そ
の

講
座

を
受

講
す

る
こ

と
は

可
能

で
す

。
・開

催
方

法
に

つ
い

て
は

、
集

合
型

、
同

時
双

方
向

型
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
型

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
を

示
し

て
い

ま
す

。

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

20



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

1
0
1
7

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
幼

・
認

）
【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

園
運

営
の

実
践

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

教
育

公
務

員
特

例
法

第
２

４
条

等
の

規
定

に
基

づ
き

、
個

々
の

能
力

、
適

性
に

応
じ

た
研

修
を

通
し

て
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

園
運

営
の

円
滑

か
つ

効
果

的
な

実
施

に
お

い
て

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

中
堅

教
諭

と
し

て
の

指
導

力
や

教
育

公
務

員
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
。

◆
ー

ー
ー

ー
－

①
6
/
8
(
木
)

②
8
/
3
0
(
水
)

③
G
1
:
1
0
/
1
1
(
水
)

　
G
2
:
1
0
/
3
1
(
火
)

◆
ー

ー

1
0
1
8

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
小

・
義

）
【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
公

務
員

特
例

法
第

２
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
個

々
の

能
力

、
適

性
に

応
じ

た
研

修
を

通
し

て
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

学
校

運
営

の
円

滑
か

つ
効

果
的

な
実

施
に

お
い

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
中

堅
教

諭
と

し
て

、
学

習
指

導
の

力
、

生
徒

指
導

の
力

及
び

経
営

・
分

掌
を

推
進

す
る

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

ー
ー

ー
－

①
 
5
/
1
8
(
木
)

②
各
教
育
事
務
所
ご
と
指
定

◆
ー

ー

1
0
1
9

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
中

・
義

）
【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
公

務
員

特
例

法
第

２
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
個

々
の

能
力

、
適

性
に

応
じ

た
研

修
を

通
し

て
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

学
校

運
営

の
円

滑
か

つ
効

果
的

な
実

施
に

お
い

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
中

堅
教

諭
と

し
て

、
学

習
指

導
の

力
、

生
徒

指
導

の
力

及
び

経
営

・
分

掌
を

推
進

す
る

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

◆
ー

ー
－

①
 
5
/
1
8
(
木
)

②
各
教
育
事
務
所
ご
と
指
定

◆
ー

ー

1
0
2
0

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
高

）
【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
公

務
員

特
例

法
第

２
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
個

々
の

能
力

、
適

性
に

応
じ

た
研

修
を

通
し

て
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

学
校

運
営

の
円

滑
か

つ
効

果
的

な
実

施
に

お
い

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
中

堅
教

諭
と

し
て

、
学

習
指

導
の

力
、

生
徒

指
導

の
力

及
び

経
営

・
分

掌
を

推
進

す
る

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

ー
◆

ー
－

①
 
6
/
1
（
木
）

②
1
1
/
3
0
（
木
）

◆
◆

ー

1
0
2
1

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
特

）
【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
公

務
員

特
例

法
第

２
４

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
個

々
の

能
力

、
適

性
に

応
じ

た
研

修
を

通
し

て
、

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

学
校

運
営

の
円

滑
か

つ
効

果
的

な
実

施
に

お
い

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
中

堅
教

諭
と

し
て

、
学

習
指

導
の

力
、

生
徒

指
導

の
力

及
び

経
営

・
分

掌
を

推
進

す
る

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
－

①
 
6
/
1
（
木
）

②
1
1
/
3
0
(
木
)

◆
◆

ー

1
0
2
2

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
養

護
教

諭
）

【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

向
上

の
た

め
、

今
日

的
課

題
を

踏
ま

え
、

中
堅

の
養

護
教

諭
と

し
て

自
覚

を
高

め
る

と
と

も
に

、
専

門
的

な
知

識
の

習
得

、
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

－
①
 
5
/
1
8
(
木
)

②
 
7
/
3
1
(
月
)

③
 
1
2
/
1
（
金
）

◆
ー

ー

1
0
2
3

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
栄

養
教

諭
）

【
１

２
年

目
対

象
】

活
力

あ
る

学
校

運
営

の
実

践
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
食

の
今

日
的

な
課

題
を

踏
ま

え
、

中
堅

の
栄

養
教

諭
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
と

と
も

に
、

専
門

的
な

知
識

の
習

得
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

◆
－

①
 
5
/
1
8
(
木
)

②
 
7
/
3
1
(
月
)

③
 
1
1
/
2
2
(
水
)

◆
ー

ー

1
0
2
4

新
規

常
勤

講
師

研
修

（
小

・
中

・
義

）
小

学
校

・
中

学
校

・
義

務
教

育
学

校
の

新
規

常
勤

講
師

に
対

し
、

初
任

者
校

内
研

修
に

準
じ

た
研

修
を

実
施

し
、

教
職

員
と

し
て

必
要

な
資

質
・

能
力

を
身

に
付

け
、

実
践

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－
実
施
要
項
を
参
照

1
0
2
5

は
じ

め
て

の
常

勤
講

師
研

修
（
高

）
こ

れ
ま

で
に

教
職

の
経

験
が

な
い

常
勤

講
師

を
対

象
に

、
教

職
の

基
礎

を
固

め
る

た
め

、
生

徒
理

解
や

学
習

指
導

等
に

関
す

る
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

こ
と

で
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

ー
ー

◆
ー

－
①
 
4
/
2
7
（
木
）

②
 
6
/
1
6
（
金
）

◆
ー

ー

1
0
2
6

は
じ

め
て

の
常

勤
講

師
研

修
（
特

）
こ

れ
ま

で
に

教
職

の
経

験
が

な
い

常
勤

講
師

を
対

象
に

、
教

職
の

基
礎

を
固

め
る

た
め

、
児

童
生

徒
理

解
や

学
習

指
導

等
に

関
す

る
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

こ
と

で
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
使

命
感

や
学

校
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
る

。
ー

ー
ー

ー
◆

G
1
:
①
②
必
修

G
2
:
③
希
望
者

①
 
4
/
2
7
(
木
)

②
 
6
/
1
6
(
金
)

③
 
9
/
2
2
(
金
)

◆
◆

ー

1
0
2
7

は
じ

め
て

の
養

護
助

教
諭

研
修

（
高

・
特

）
こ

れ
ま

で
に

教
職

の
経

験
が

な
い

養
護

助
教

諭
を

対
象

に
、

教
職

の
基

礎
を

固
め

る
た

め
、

児
童

生
徒

理
解

や
、

保
健

室
経

営
等

に
関

す
る

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
す

る
こ

と
で

実
践

的
指

導
力

を
高

め
る

と
と

も
に

、
教

育
公

務
員

と
し

て
の

使
命

感
や

学
校

組
織

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
－

①
 
4
/
2
7
(
木
)

②
 
9
/
2
8
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

1
0
2
8

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
１

年
目

研
修

1
年

目
の

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
と

し
て

、
職

務
に

必
要

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
事

務
職

員
と

し
て

の
使

命
感

の
高

揚
と

勤
務

の
能

率
化

・
円

滑
化

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

ー
－

①
 
4
/
1
9
(
水
)

②
 
8
/
 
3
(
木
)

③
1
1
/
 
7
(
火
)

◆
ー

ー

1
0
2
9

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
３

年
目

研
修

3
年

目
の

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
と

し
て

、
職

務
に

必
要

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
事

務
職

員
と

し
て

の
使

命
感

の
高

揚
と

、
勤

務
の

能
率

化
・

円
滑

化
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－
8
/
 
2
(
水
)

◆
ー

ー

1
0
3
0

新
任

学
校

司
書

研
修

（
高

）
学

校
図

書
館

運
営

に
関

わ
る

基
本

的
な

内
容

に
つ

い
て

の
講

義
・

実
習

を
通

し
て

、
学

校
司

書
と

し
て

の
使

命
感

を
高

め
、

資
質

の
向

上
を

図
る

。
ー

ー
ー

◆
ー

－
①
4
月
中
旬
頃

②
1
0
月
頃

◆
ー

ー

基
本

研
修

　
職

務
研

修

1
1
0
1

新
任

校
長

研
修

（
小

・
中

・
義

）
新

任
校

長
と

し
て

、
本

県
に

お
け

る
教

育
行

政
上

の
基

本
的

事
項

や
校

長
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
組

織
を

動
か

し
た

り
危

機
に

的
確

に
対

応
し

た
り

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

の
伸

長
を

図
り

、
学

校
経

営
に

必
要

な
資

質
・

能
力

を
育

む
。

ー
◆

◆
ー

ー
－

①
 
5
/
9
（
火
）
P
M

②
 
6
/
8
（
木
）
終
日

③
 
1
0
/
2
4
（
火
）
P
M

④
文
部
科
学
省
主
催
新
任
校

長
研
修
(
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
)
を
予
定
(
実
施
時
期
未

定
)

◆
◆

◆

1
1
0
2

新
任

校
長

研
修

（
高

・
特

）
新

任
校

長
と

し
て

、
本

県
に

お
け

る
教

育
行

政
上

の
基

本
的

事
項

や
校

長
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
組

織
を

動
か

し
た

り
危

機
に

的
確

に
対

応
し

た
り

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

の
伸

長
を

図
り

、
学

校
経

営
に

必
要

な
資

質
や

能
力

を
育

む
。

ー
ー

ー
◆

◆
－

①
 
4
/
1
7
(
月
)
（
終
日
）

②
 
5
/
2
5
(
木
)
（
終
日
）

③
 
6
/
8
(
木
)
（
終
日
）

④
1
0
/
2
4
(
火
)
P
M

⑤
文
部
科
学
省
主
催
新
任
校

長
研
修
(
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
)
を
予
定
(
実
施
時
期
未

定
)

◆
◆

◆
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講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

1
1
0
3

新
任

副
校

長
研

修
（
高

・
特

）
新

任
副

校
長

と
し

て
、

本
県

に
お

け
る

教
育

行
政

上
の

基
本

的
事

項
や

副
校

長
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
図

る
と

と
も

に
、

校
長

を
助

け
、

組
織

を
動

か
し

た
り

危
機

に
的

確
に

対
応

し
た

り
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
の

伸
長

を
図

り
、

学
校

経
営

に
必

要
な

資
質

や
能

力
を

育
む

。
ー

ー
ー

◆
◆

－
5
/
1
0
(
水
)
（
P
M
）

◆
ー

ー

1
1
0
4

新
任

教
頭

研
修

（
小

・
中

・
義

）
新

任
教

頭
と

し
て

、
本

県
に

お
け

る
教

育
行

政
上

の
基

本
的

事
項

や
教

頭
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
校

長
を

補
佐

し
、

校
務

を
整

理
し

、
保

護
者

や
地

域
か

ら
信

頼
さ

れ
る

学
校

経
営

を
推

進
す

る
た

め
に

必
要

な
資

質
・

能
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－

①
 
4
/
1
9
（
水
）
P
M

②
 
5
/
1
1
（
木
）
P
M

③
 
6
/
1
5
（
木
）
P
M

④
⑤
指
定
研
修
か
ら
２
講
座

選
択

ー
◆

ー

1
1
0
5

新
任

教
頭

研
修

（
高

・
特

）
新

任
教

頭
と

し
て

、
本

県
に

お
け

る
教

育
行

政
上

の
基

本
的

事
項

や
教

頭
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
校

長
を

補
佐

し
、

校
務

を
整

理
し

、
保

護
者

や
地

域
か

ら
信

頼
さ

れ
る

学
校

経
営

を
推

進
す

る
た

め
に

必
要

な
資

質
や

能
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

－

①
 
4
/
1
3
(
木
)
（
終
日
）

②
 
5
/
1
1
(
木
)
（
終
日
）

③
 
6
/
1
5
(
木
)
（
終
日
）

④
1
0
/
5
(
木
)
（
終
日
）

⑤
指
定
研
修
か
ら
１
講
座
選

択

◆
◆

ー

1
1
0
6

新
任

部
主

事
研

修
（
特

）
新

任
部

主
事

と
し

て
、

本
県

に
お

け
る

教
育

行
政

上
の

基
本

的
事

項
や

部
主

事
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
図

る
と

と
も

に
、

部
の

管
理

運
営

上
の

諸
問

題
に

つ
い

て
研

修
を

深
め

、
管

理
職

と
し

て
の

資
質

や
能

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
－

①
 
4
/
1
9
(
水
)

②
 
5
/
2
6
(
金
)

◆
ー

ー

1
1
0
7

新
任

主
幹

教
諭

研
修

（
小

・
中

・
義

）
新

任
主

幹
教

諭
と

し
て

、
主

幹
教

諭
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
生

徒
指

導
、

へ
き

地
教

育
に

関
わ

る
学

校
の

課
題

に
対

し
て

、
校

種
や

地
域

を
ま

た
い

で
組

織
的

、
機

動
的

に
問

題
解

決
す

る
な

ど
、

必
要

な
資

質
・

能
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－

①
 
4
/
2
7
（
木
）
P
M

②
 
6
/
1
9
（
月
）
P
M

③
 
7
/
2
1
（
金
）
※
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
Ａ
と

同
日

ー
◆

ー

1
1
0
8

新
任

指
導

教
諭

研
修

（
小

・
中

・
義

）
新

任
指

導
教

諭
と

し
て

、
指

導
教

諭
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
特

別
支

援
教

育
、

多
文

化
共

生
に

関
わ

る
基

本
的

な
事

項
に

つ
い

て
の

幅
広

い
知

見
を

身
に

付
け

、
指

導
教

諭
と

し
て

の
使

命
感

を
高

め
た

り
、

地
域

の
学

校
や

校
内

に
実

践
を

広
め

た
り

す
る

な
ど

、
必

要
な

資
質

・
能

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

ー
－

①
 
4
/
2
5
（
火
）
終
日

②
多
文
化
共
生
・
特
別
支
援

教
育
の
指
定
研
修
か
ら
１
講

座
選
択

ー
◆

ー

1
1
0
9

新
任

３
主

任
研

修
（
高

・
特

）
新

任
３

主
任

と
し

て
、

教
務

主
任

・
生

徒
指

導
主

事
・

進
路

指
導

主
事

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

労
務

管
理

、
各

分
掌

の
業

務
に

関
す

る
基

本
的

な
事

項
に

つ
い

て
の

研
修

を
通

し
て

、
教

務
主

任
・

生
徒

指
導

主
事

・
進

路
指

導
主

事
と

し
て

の
資

質
や

能
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

G
1
:
教
務
主
任

G
2
:
生
徒
指
導
主
事

G
3
:
進
路
指
導
主
事

①
 
4
/
2
4
(
月
)
共
通

②
 
5
/
1
5
(
月
)
共
通

③
 
7
/
1
4
(
金
)
教
務
・
進
路

　
 
6
/
1
9
(
月
)
生
徒
指
導

◆
◆

ー

1
1
1
0

☆
新

任
研

修
主

事
研

修
（
小

・
中

・
義

）
新

任
研

修
主

事
と

し
て

、
研

修
主

事
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
図

る
と

と
も

に
、

教
職

員
の

資
質

向
上

や
学

校
課

題
へ

の
対

応
に

向
け

た
校

内
研

修
や

日
常

的
な

校
内

で
の

学
び

を
活

性
化

す
る

た
め

の
資

質
や

能
力

の
育

成
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－
①
 
4
/
2
5
(
火
)
P
M

②
 
1
0
/
2
6
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

1
1
1
1

☆
研

修
主

事
研

修
（
高

・
特

）
研

修
主

事
と

し
て

、
研

修
主

事
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
図

る
と

と
も

に
、

教
職

員
の

資
質

向
上

や
学

校
課

題
へ

の
対

応
に

向
け

た
校

内
研

修
や

日
常

的
な

校
内

で
の

学
び

を
活

性
化

す
る

た
め

の
資

質
や

能
力

の
育

成
を

図
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

－
①
 
4
/
2
5
(
火
)

②
 
1
0
/
2
6
(
木
)

◆
ー

ー

1
1
1
2

県
立

学
校

ＩＣ
Ｔ

活
用

担
当

者
研

修
（
高

・
特

）
県

立
学

校
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
整

備
を

踏
ま

え
、

各
学

校
の

教
育

活
動

に
お

け
る

効
果

的
な

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

向
け

、
現

状
の

把
握

と
活

用
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
方

法
を

共
有

し
、

日
々

の
実

践
に

生
か

す
た

め
の

推
進

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
－

6
/
1
4
(
水
)
A
M

ー
◆

◆

1
1
1
3

県
立

学
校

情
報

管
理

担
当

者
研

修
（
高

・
特

）
校

務
用

パ
ソ

コ
ン

や
校

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

管
理

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ウ

イ
ル

ス
対

策
の

た
め

の
知

識
及

び
技

術
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
－

6
/
1
4
(
水
)
P
M

ー
◆

◆

1
1
1
4

県
立

学
校

は
じ

め
て

の
情

報
管

理
担

当
者

研
修

（
高

・
特

）
学

校
間

総
合

ネ
ッ

ト
の

概
要

や
手

続
き

の
方

法
、

授
業

で
の

利
活

用
な

ど
の

基
礎

的
な

知
識

を
、

演
習

を
通

し
て

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
－

4
/
1
2
(
水
)
A
M

◆
ー

ー

1
1
1
5

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

（
e
-
教

務
）
担

当
者

研
修

（
高

）
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
担

当
者

に
対

し
て

、
基

礎
か

ら
応

用
ま

で
の

操
作

方
法

に
つ

い
て

、
研

修
を

行
う

。
（

機
能

全
般

、
年

次
更

新
に

つ
い

て
）

ー
ー

ー
◆

ー
G
1
:
基
本
か
ら
応
用
ま
で
の

機
能
全
般

G
2
:
年
度
更
新
機
能

G
1
:
 
4
/
2
6
(
水
)
P
M

G
2
:
 
2
/
8
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

1
1
1
6

特
別

支
援

学
級

（
小

・
義

）
・
言

語
通

級
指

導
教

室
　

新
任

担
当

教
員

研
修

児
童

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

生
活

や
学

習
上

の
困

難
を

改
善

又
は

克
服

す
る

た
め

の
適

切
な

知
識

や
実

践
的

な
指

導
力

及
び

学
級

経
営

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

ー
ー

ー

G
1
:
岐
阜
地
区

G
2
:
西
濃
地
区

G
3
:
美
濃
地
区

G
4
:
可
茂
地
区

G
5
:
東
濃
地
区

G
6
:
飛
騨
地
区

①
 
5
/
2
2
(
月
)

②
 
8
/
1
（
火
）

③
1
0
/
2
(
月
)

ー
◆

◆

1
1
1
7

特
別

支
援

学
級

（
中

・
義

）　
新

任
担

当
教

員
研

修
生

徒
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
又

は
克

服
す

る
た

め
の

適
切

な
知

識
や

実
践

的
な

指
導

力
及

び
学

級
経

営
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
◆

ー
ー

G
1
:
岐
阜
地
区

G
2
:
西
濃
地
区

G
3
:
美
濃
地
区

G
4
:
可
茂
地
区

G
5
:
東
濃
地
区

G
6
:
飛
騨
地
区

①
 
5
/
2
2
(
月
)

②
 
8
/
2
5
（
金
）

③
1
0
/
2
(
月
)

ー
◆

◆

22



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

1
1
1
8

特
別

支
援

学
校

　
新

任
担

当
教

員
研

修
（
特

）
幼

児
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
又

は
克

服
す

る
た

め
の

適
切

な
知

識
や

実
践

的
な

指
導

力
及

び
学

級
経

営
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
ー

ー
◆

G
1
:
岐
阜
地
区

G
2
:
西
濃
地
区

G
3
:
美
濃
地
区

G
4
:
可
茂
地
区

G
5
:
東
濃
地
区

G
6
:
飛
騨
地
区

①
 
5
/
2
2
(
月
)

②
 
8
/
2
5
（
金
）

③
1
0
/
2
(
月
)

ー
◆

◆

1
1
1
9

特
別

支
援

学
校

介
護

員
・
介

護
専

門
職

研
修

介
護

員
・

介
護

専
門

職
と

し
て

、
講

義
や

実
践

交
流

を
通

し
て

、
知

識
及

び
技

能
を

習
得

し
て

指
導

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

介
護

員
・

介
護

専
門

職
相

互
の

理
解

と
連

携
を

深
め

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
－

5
/
1
2
(
金
)

ー
◆

ー

1
1
2
0

特
別

支
援

学
校

寄
宿

舎
指

導
員

研
修

特
別

支
援

学
校

の
寄

宿
舎

に
お

け
る

児
童

生
徒

へ
の

支
援

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
他

校
と

の
実

践
交

流
等

を
通

し
て

、
寄

宿
舎

指
導

員
と

し
て

の
専

門
性

の
向

上
を

図
る

。
ー

ー
ー

ー
◆

－
8
/
1
(
火
)

◆
ー

ー

1
1
2
1

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
主

任
研

修
市

町
村

立
小

中
学

校
等

事
務

職
員

の
主

任
と

し
て

、
主

体
的

に
学

校
運

営
に

参
画

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

事
務

主
任

と
し

て
の

使
命

感
の

高
揚

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

ー
－

8
/
1
(
火
)

◆
ー

ー

1
1
2
2

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
主

査
研

修
市

町
村

立
小

中
学

校
等

事
務

職
員

の
主

査
と

し
て

、
組

織
的

に
学

校
運

営
に

参
画

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

事
務

主
査

と
し

て
の

使
命

感
の

高
揚

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

ー
－

7
/
2
0
(
木
)

◆
ー

ー

1
1
2
3

市
町

村
立

小
中

学
校

等
事

務
職

員
課

長
補

佐
研

修
市

町
村

立
小

中
学

校
等

事
務

職
員

の
課

長
補

佐
と

し
て

、
学

校
運

営
を

適
切

に
補

佐
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
及

び
技

術
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
課

長
補

佐
と

し
て

の
使

命
感

の
高

揚
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

－
7
/
1
9
(
水
)

◆
ー

ー

1
1
2
4

学
校

司
書

資
質

向
上

研
修

（
高

）
学

校
図

書
館

の
機

能
、

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
と

、
学

校
司

書
の

専
門

性
の

向
上

を
目

指
し

、
情

報
資

源
の

活
用

や
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
な

ど
、

実
務

に
活

用
で

き
る

方
策

を
学

ぶ
。

ー
ー

ー
◆

ー
G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
集
合
・
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修

G
1
:
 
6
/
1
5
(
木
)
P
M

G
2
:
 
8
月
上
旬
頃

◆
◆

ー

1
1
2
5

学
校

司
書

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
研

修
（
高

）
県

立
学

校
図

書
館

支
援

に
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

、
学

校
図

書
館

を
取

り
巻

く
最

新
の

動
向

に
つ

い
て

再
確

認
す

る
と

と
も

に
、

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

し
て

の
使

命
や

心
構

え
を

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
ー

－
5
/
1
0
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

1
1
2
6

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

い
じ

め
事

案
対

応
研

修
（
小

・
中

・
義

の
全

て
の

校
長

）

い
じ

め
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
て

、
管

理
職

と
し

て
平

素
か

ら
何

に
気

を
付

け
て

お
く

べ
き

な
の

か
、

ま
た

管
理

職
が

い
じ

め
と

疑
わ

れ
る

事
案

の
情

報
を

受
け

た
と

き
、

何
に

留
意

し
、

事
態

の
解

決
に

向
け

て
ど

の
よ

う
に

に
対

処
す

べ
き

な
の

か
を

、
弁

護
士

か
ら

事
例

研
究

を
通

し
て

、
法

に
基

づ
い

た
対

処
の

方
法

を
学

ぶ
。

(
1
1
2
7
講

座
生

徒
指

導
主

事
対

象
と

の
合

同
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

）

ー
◆

◆
ー

ー

G
1
:
岐
阜
地
区

G
2
:
西
濃
地
区

G
3
:
美
濃
地
区

G
4
:
可
茂
地
区

G
5
:
東
濃
地
区

G
6
:
飛
騨
地
区

5
/
2
4
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

1
1
2
7

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

い
じ

め
事

案
対

応
研

修
（
小

・
中

・
義

の
全

て
の

生
徒

指
導

主
事

）

い
じ

め
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
て

、
担

当
者

と
し

て
平

素
か

ら
何

に
気

を
付

け
て

お
く

べ
き

な
の

か
、

ま
た

い
じ

め
と

疑
わ

れ
る

事
案

の
情

報
を

受
け

た
と

き
、

何
に

留
意

し
、

事
態

の
解

決
に

向
け

て
ど

の
よ

う
に

対
処

す
べ

き
な

の
か

を
、

弁
護

士
か

ら
の

事
例

研
究

を
通

し
て

、
法

に
基

づ
い

た
対

処
の

方
法

を
学

ぶ
。

（
1
1
2
6
講

座
校

長
対

象
と

の
合

同
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

）

ー
◆

◆
ー

ー

G
1
:
岐
阜
地
区

G
2
:
西
濃
地
区

G
3
:
美
濃
地
区

G
4
:
可
茂
地
区

G
5
:
東
濃
地
区

G
6
:
飛
騨
地
区

5
/
2
4
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

1
1
2
8

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

い
じ

め
事

案
対

応
研

修
（
高

・
特

の
全

て
の

管
理

職
・
生

徒
指

導
主

事
等

）

い
じ

め
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
て

、
管

理
職

又
は

生
徒

指
導

主
事

と
し

て
平

素
か

ら
何

に
気

を
付

け
て

お
く

べ
き

な
の

か
、

ま
た

い
じ

め
と

疑
わ

れ
る

事
案

の
情

報
を

受
け

た
と

き
、

「
学

校
い

じ
め

対
策

組
織

」
と

し
て

、
ど

の
よ

う
に

対
処

す
べ

き
な

の
に

つ
い

て
研

修
す

る
。

弁
護

士
か

ら
法

に
基

づ
い

た
対

処
方

法
や

事
例

に
つ

い
て

、
グ

ル
ー

プ
演

習
形

式
で

学
ぶ

。

ー
ー

ー
◆

◆
－

6
/
 
1
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

1
1
2
9

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

い
じ

め
事

案
対

応
研

修
（
高

・
特

の
生

徒
指

導
担

当
、

教
育

相
談

担
当

、
養

護
教

諭
、

担
任

等
）

い
じ

め
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
・

早
期

対
応

に
向

け
て

、
平

素
か

ら
何

に
気

を
付

け
て

お
く

べ
き

な
の

か
、

ま
た

い
じ

め
と

疑
わ

れ
る

事
案

を
発

見
し

た
と

き
、

ど
の

よ
う

に
「

初
動

対
応

」
す

べ
き

な
の

か
を

、
事

例
を

通
し

て
グ

ル
ー

プ
演

習
形

式
で

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
◆

－
5
/
1
8
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

選
択

研
修

　
重

点
講

話

2
0
0
1

重
点

講
話

①
　

い
の

ち
の

教
育

命
の

授
業

～
ド

リ
ー

夢
メ

ー
カ

ー
と

今
を

生
き

る
～

事
故

に
よ

り
身

体
に

障
が

い
を

残
し

な
が

ら
も

懸
命

な
リ

ハ
ビ

リ
に

よ
り

回
復

、
現

場
復

帰
し

た
元

教
師

の
体

験
を

基
に

し
た

講
話

を
通

し
て

、
命

の
大

切
さ

、
生

き
て

い
る

こ
と

の
素

晴
ら

し
さ

、
当

た
り

前
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

○
○

－
7
/
6
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

2
0
0
2

重
点

講
話

②
　

特
別

支
援

教
育

発
達

障
が

い
の

支
援

の
在

り
方

～
困

っ
た

こ
と

、
悩

ん
で

い
る

こ
と

の
中

に
あ

る
宝

物
～

発
達

障
が

い
の

あ
る

子
ど

も
の

特
性

の
理

解
と

、
本

人
の

「
強

み
」
を

引
き

出
し

、
社

会
で

活
躍

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
相

談
体

制
の

在
り

方
や

支
援

の
方

向
性

に
つ

い
て

考
え

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

○
－

1
1
/
1
4
(
火
)
P
M

ー
◆

ー

2
0
0
3

重
点

講
話

③
　

Ｄ
Ｘ

・
情

報
社

会
教

育
現

場
の

D
X
推

進
と

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

で
働

き
方

改
革

～
児

童
・
生

徒
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
と

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

て
～

教
育

現
場

の
Ｄ

Ｘ
（

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

）
を

推
進

す
る

に
あ

た
り

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

利
活

用
や

教
職

員
の

意
識

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

1
1
/
1
7
(
金
)
P
M

◆
◆

ー

2
0
0
4

重
点

講
話

④
　

人
権

教
育

人
は

見
た

目
！

と
言

う
け

れ
ど

～
私

の
顔

で
自

分
ら

し
く
～

見
た

目
問

題
、

当
事

者
と

共
に

、
失

敗
を

繰
り

返
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

き
た

講
師

が
、

様
々

な
症

状
の

人
た

ち
の

体
験

を
も

と
に

、
家

族
や

先
生

な
ど

周
り

の
人

と
ど

う
関

係
を

築
け

ば
よ

い
の

か
を

共
に

考
え

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

○
－

1
2
/
4
(
月
)
P
M

ー
◆

ー

選
択

研
修

　
管

理
職

ア
ラ

カ
ル

ト
研

修

2
0
1
1

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
】

学
校

外
へ

の
説

明
責

任
学

校
に

お
け

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

、
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
の

具
体

的
な

対
応

を
,
模

擬
保

護
者

説
明

会
の

演
習

を
通

し
て

学
び

、
管

理
職

と
し

て
の

資
質

や
能

力
の

向
上

を
図

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○
校
長
（
園
長
）
・
副
校
長

（
副
園
長
）

4
/
1
7
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

23



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
0
1
2

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
業

務
改

善
】

「
ま

っ
た

な
し

！
業

務
改

善
」
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

を
実

態
を

も
と

に
考

え
る

教
職

員
が

業
務

多
忙

の
中

で
、

子
ど

も
と

「
向

き
合

う
時

間
が

十
分

に
取

れ
て

い
な

い
」

と
い

う
実

態
や

「
教

員
を

志
す

、
ま

た
続

け
た

い
と

思
う

人
材

が
増

え
て

い
か

な
い

」
と

い
う

実
態

を
理

解
し

、
共

に
よ

り
よ

い
方

向
性

を
考

え
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
・

・
○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
、
部

主
事
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
研

修
希
望
者

G
3
:
新
任
３
主
任
研
修
（
高

特
）
対
象
者
（
教
務
・
生

指
・
進
路
）

(
G
1
･
G
2
は
集
合
研
修
に
て
実

施
 
定
員
合
わ
せ
て
8
0
名
、

G
3
は
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
て

定
員
を
設
け
な
い
)

5
/
1
5
（
月
）
P
M

◆
◆

ー

2
0
1
3

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
学

校
経

営
】

組
織

を
生

か
す

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

学
校

を
取

り
巻

く
様

々
な

課
題

や
社

会
の

変
化

、
教

育
行

政
の

動
向

な
ど

を
注

視
し

な
が

ら
学

校
経

営
に

必
要

な
知

識
と

見
識

を
高

め
、

組
織

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
自

覚
や

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

も
っ

て
、

学
校

経
営

に
臨

む
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
の
希

望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
講

座
希
望
者

6
/
1
（
木
）
P
M

ー
◆

ー

2
0
1
4

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
生

徒
指

導
】

法
規

の
視

点
か

ら
考

え
る

生
徒

指
導

生
徒

指
導

事
案

に
対

し
、

学
校

は
ど

こ
ま

で
指

導
で

き
る

の
か

、
大

い
に

迷
い

な
が

ら
対

応
す

る
こ

と
が

あ
る

。
こ

れ
ま

で
の

指
導

は
法

規
か

ら
み

て
是

か
非

か
、

弁
護

士
を

交
え

共
に

考
え

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
、
部

主
事
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
研

修
希
望
者

G
3
:
新
任
３
主
任
研
修
（
高

特
）
の
う
ち
新
任
生
徒
指
導

主
事

6
/
1
9
（
月
）
P
M

ー
◆

ー

2
0
1
5

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
人

材
育

成
】

人
を

育
て

る
仕

事
の

あ
り

方

個
々

の
職

員
の

資
質

や
能

力
、

適
性

を
見

極
め

、
各

職
員

が
自

己
の

能
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
た

め
の

組
織

編
成

や
人

員
配

置
、

次
代

を
担

う
教

職
員

の
育

成
の

方
策

に
つ

い
て

学
び

、
そ

れ
ら

を
実

践
す

る
能

力
を

身
に

付
け

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
（
新

任
教
頭
除
く
）
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
研

修
希
望
者

1
1
/
8
（
水
）
P
M

ー
◆

ー

2
0
1
6

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
教

育
課

程
】

実
践

　
深

い
学

び
学

習
指

導
要

領
を

踏
ま

え
た

教
育

課
程

の
編

成
を

進
め

る
に

当
た

り
、

管
理

職
に

求
め

ら
れ

る
も

の
は

何
か

を
考

え
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
・

・
○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
（
新

任
教
頭
除
く
）
、
部
主
事
、

主
幹
教
諭
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
研

修
希
望
者

G
3
:
新
任
３
主
任
研
修
（
高

特
）
の
う
ち
新
任
教
務
主

任
、
新
任
進
路
指
導
主
事

7
/
1
4
（
金
）
P
M

ー
◆

ー

2
0
1
7

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
】

ＩＣ
Ｔ

と
新

た
な

学
び

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

や
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

の
導

入
、

新
し

い
学

び
の

在
り

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
管

理
職

と
し

て
の

資
質

や
能

力
の

向
上

を
図

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
（
新

任
教
頭
除
く
）
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
講

座
希
望
者

9
/
2
8
（
木
）
P
M

ー
◆

ー

2
0
1
8

管
理

職
ア

ラ
カ

ル
ト

研
修

【
危

機
管

理
・
わ

い
せ

つ
対

応
】

「
性

犯
罪

か
ら

子
ど

も
を

守
る

」
４

つ
の

前
提

条
件

を
理

解
し

て
、

よ
り

よ
い

就
業

環
境

を
考

え
る

わ
い

せ
つ

行
為

や
セ

ク
シ

ャ
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
よ

る
問

題
が

後
を

絶
た

な
い

。
こ

の
よ

う
な

行
為

や
犯

罪
を

ど
う

し
た

ら
防

げ
る

の
か

。
「

４
つ

の
前

提
条

件
」

を
知

り
、

ス
ト

レ
ス

の
解

消
や

周
囲

の
目

が
届

か
な

い
環

境
の

改
善

な
ど

、
今

で
き

る
対

応
を

共
に

考
え

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
・

○

G
1
:
校
長
（
園
長
）
、
副
校

長
（
副
園
長
）
、
教
頭
、
部

主
事
の
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
選
択
講

座
希
望
者

1
0
/
2
4
（
火
）
P
M

ー
◆

ー

選
択

研
修

　
学

習
指

導

2
1
0
1

幼
児

教
育

指
導

力
向

上
講

座
～

環
境

構
成

の
工

夫
や

関
わ

り
方

に
つ

い
て

考
え

よ
う

～

幼
児

の
自

発
的

な
活

動
と

し
て

の
遊

び
を

生
み

出
す

た
め

に
必

要
な

環
境

構
成

の
工

夫
や

関
わ

り
方

に
つ

い
て

、
園

長
に

よ
る

講
話

や
園

内
参

観
、

園
内

参
観

を
踏

ま
え

て
の

交
流

や
講

義
を

通
し

て
研

修
し

、
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

に
求

め
ら

れ
る

実
践

的
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
◆

ー
ー

ー
◆

○
○

○
・

G
1
:
本
巣
市
立
真
正
幼
児
園

G
2
:
ま
ど
か
幼
稚
園

G
1
:
1
0
/
1
1
(
水
)

G
2
:
1
0
/
3
1
(
火
)

◆
ー

ー

2
1
0
2

感
性

を
育

む
幼

児
教

育
講

座
～

豊
か

な
感

性
を

も
ち

、
遊

び
や

活
動

を
楽

し
む

子
ど

も
を

育
て

よ
う

～

「
運

動
遊

び
」

「
造

形
活

動
」

「
音

楽
表

現
」

に
つ

い
て

、
幼

児
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
適

切
な

指
導

の
在

り
方

を
理

解
し

、
保

育
に

お
け

る
実

践
的

な
指

導
力

を
高

め
る

。
◆

ー
ー

ー
◆

・
○

○
・

－
8
/
3
0
(
水
)

◆
ー

ー

2
1
0
3

感
性

を
育

む
絵

画
指

導
講

座
（
幼

・
保

・
認

・
小

(低
)・

義
・
特

）
～

子
ど

も
の

絵
に

つ
い

て
、

体
験

し
な

が
ら

考
え

る
一

日
～

実
技

や
講

義
、

演
習

を
通

し
て

、
遊

び
の

特
性

を
生

か
し

た
指

導
や

仲
間

と
の

交
流

、
用

具
の

適
切

な
扱

い
方

等
の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
学

び
、

日
々

の
実

践
に

活
か

す
指

導
方

法
を

学
ぶ

。
◆

◆
ー

ー
◆

○
○

○
○

G
1
G
2

G
1
:
1
0
/
1
8
(
水
)

G
2
:
1
0
/
2
0
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
0
4

幼
保

小
連

携
講

座
～

「
幼

児
期

の
終

わ
り

ま
で

に
育

っ
て

ほ
し

い
姿

」を
通

し
て

つ
な

が
ろ

う
～

幼
児

期
の

学
び

と
小

学
校

教
育

を
円

滑
に

接
続

し
、

学
び

の
連

続
性

が
図

ら
れ

る
、

施
設

間
、

学
校

段
階

間
の

連
携

の
在

り
方

や
、

「
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
の

編
成

、
改

善
に

つ
い

て
、

講
話

や
実

践
交

流
、

演
習

を
通

し
て

研
修

し
、

両
者

の
教

育
と

幼
保

小
連

携
へ

の
理

解
の

伸
長

を
図

る
。

◆
◆

ー
ー

◆
・

○
○

・
－

1
0
/
2
5
(
水
)

◆
ー

ー

2
1
0
5

幼
児

運
動

遊
び

指
導

者
講

習
会

～
幼

児
の

体
力

向
上

を
図

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

在
り

方
～

日
々

の
教

育
活

動
及

び
資

源
を

一
体

的
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

し
、

生
活

の
中

で
様

々
な

運
動

機
会

の
確

保
を

図
っ

た
り

、
多

様
な

動
き

を
経

験
で

き
る

よ
う

な
指

導
の

充
実

を
図

っ
た

り
す

る
な

ど
、

幼
児

の
体

力
向

上
を

図
る

た
め

の
手

法
を

講
義

と
実

技
を

通
し

て
習

得
す

る
。

◆
◆

ー
ー

◆
○

○
・

・
G
1
G
2

G
1
:
 
6
/
8
（
木
）
P
M

G
2
:
1
0
/
2
7
（
金
）
P
M

◆
ー

ー

2
1
0
6

食
育

・
環

境
教

育
実

践
講

座
～

土
に

ふ
れ

よ
う

、
楽

し
く
育

て
よ

う
！

～
園

や
学

校
で

実
施

す
る

食
育

活
動

や
環

境
教

育
に

つ
い

て
、

そ
の

指
導

力
を

高
め

る
た

め
に

、
栽

培
や

環
境

学
習

に
関

す
る

基
礎

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

コ
ツ

や
ア

イ
デ

ィ
ア

の
共

有
を

通
し

て
実

践
力

を
身

に
付

け
る

。
◆

◆
◆

ー
◆

○
○

・
・

－
 
5
/
1
7
(
水
)

◆
ー

ー
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講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
0
7

授
業

づ
く
り

入
門

（
小

・
義

）
～

一
単

位
時

間
の

授
業

を
ど

の
よ

う
に

つ
く
る

の
か

を
学

ぼ
う

～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

一
単

位
時

間
の

授
業

を
ど

の
よ

う
に

つ
く

っ
て

い
く

の
か

を
学

ぶ
こ

と
で

、
教

科
の

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
◆

ー
ー

◆
★

・
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
算
数

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
図
画
工
作

G
7
:
家
庭

G
8
:
体
育

G
9
:
外

国
語

活
動

・
外

国
語

G
1
:
 
5
/
2
5
(
木
)
P
M

G
2
:
 
5
/
2
5
(
木
)
P
M

G
3
:
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

G
4
:
 
5
/
2
5
(
木
)
P
M

G
5
:
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

G
6
:
 
5
/
2
5
(
木
)
P
M

G
7
:
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

G
8
:
 
5
/
2
4
(
水
)
P
M

G
9
:
 
5
/
2
4
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
0
8

授
業

づ
く
り

サ
ポ

ー
ト

（
教

科
）
（
小

・
義

）
～

春
　

実
践

交
流

編
～

～
秋

　
授

業
づ

く
り

編
～

指
導

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
な

る
学

習
指

導
要

領
の

ポ
イ

ン
ト

や
、

教
科

の
本

質
に

お
い

て
大

切
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

学
び

、
実

践
交

流
や

授
業

づ
く

り
等

を
通

し
て

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
◆

ー
ー

◆
★

〇
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
算
数

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
図
画
工
作

G
7
:
体
育

G
8
:
外

国
語

活
動

・
外

国
語

G
9
:
生
活

G
1
0
:
国
語

G
1
1
:
社
会

G
1
2
:
算
数

G
1
3
:
理
科

G
1
4
:
音
楽

G
1
5
:
図
画
工
作

G
1
6
:
家
庭

G
1
7
:
体
育

G
1
8
:
外

国
語

活
動

・
外

国
語

G
1
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
2
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
3
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
4
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
5
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
6
:
 
 
6
/
1
2
(
月
)
P
M

G
7
:
 
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
8
:
 
 
6
/
1
9
(
月
)
P
M

G
9
:
 
 
5
/
1
8
(
木
)
終
日

G
1
0
:
 
1
0
/
4
(
水
)
P
M

G
1
1
:
 
1
0
/
4
(
水
)
P
M

G
1
2
:
 
1
0
/
4
(
水
)
P
M

G
1
3
:
 
1
0
/
4
(
水
)
P
M

G
1
4
:
 
1
0
/
5
(
木
)
P
M

G
1
5
:
 
1
0
/
5
(
木
)
P
M

G
1
6
:
 
1
0
/
5
(
木
)
P
M

G
1
7
:
 
1
0
/
5
(
木
)
P
M

G
1
8
:
 
1
0
/
5
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
0
9

授
業

を
見

て
学

ぶ
（
教

科
）
（
小

・
義

）
～

実
際

に
授

業
を

参
観

し
、

指
導

の
コ

ツ
を

つ
か

も
う

～
実

際
に

授
業

を
参

観
し

た
り

、
授

業
者

と
交

流
し

た
り

し
て

、
資

質
・

能
力

の
育

成
に

向
け

た
指

導
の

工
夫

を
学

び
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

ー
ー

◆
★

・
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
算
数

G
4
:
理
科

G
5
:
生
活

G
6
:
音
楽

G
7
:
図
画
工
作

G
8
:
家
庭

G
9
:
体
育

G
1
0
:
外

国
語

活
動

・
外

国
語

G
1
1
:
特
別
支
援
教
育

1
/
1
8
(
木
)

※
開
講
教
科
は
4
月
に
決
定

◆
ー

ー

2
1
1
0

指
導

計
画

と
評

価
（
教

科
）
（
小

・
義

）
～

見
通

し
を

も
っ

て
指

導
し

、
適

切
に

評
価

す
る

力
を

身
に

付
け

よ
う

～

各
教

科
に

お
け

る
指

導
内

容
の

系
統

性
や

発
展

性
を

踏
ま

え
た

指
導

計
画

と
、

評
価

規
準

の
作

成
や

評
価

方
法

の
工

夫
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

、
見

通
し

を
も

っ
て

指
導

し
、

適
切

に
評

価
す

る
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

★
・

・
・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
算
数

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
図
画
工
作

G
7
:
家
庭

G
8
:
体
育

G
9
:
外

国
語

活
動

・
外

国
語

G
1
:
 
5
/
2
9
(
月
)
P
M

G
2
:
 
5
/
2
4
(
水
)
P
M

G
3
:
 
5
/
2
4
(
水
)
P
M

G
4
:
 
5
/
2
2
(
月
)
P
M

G
5
:
 
5
/
3
1
(
水
)
P
M

G
6
:
 
5
/
2
9
(
月
)
P
M

G
7
:
 
5
/
2
4
(
水
)
P
M

G
8
:
 
5
/
2
9
(
月
)
P
M

G
9
:
 
6
/
5
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
1
1

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
国

語
）

～
児

童
が

夢
中

に
な

れ
る

国
語

の
授

業
づ

く
り

に
向

け
て

～
言

葉
に

よ
る

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
国

語
の

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

授
業

を
求

め
て

、
実

践
を

見
つ

め
直

し
、

何
を

ど
の

よ
う

に
授

業
改

善
す

る
と

よ
い

か
、

講
義

や
演

習
、

実
践

交
流

等
を

通
し

て
共

に
考

え
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
〇

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
;
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

後
）

G
1
:
 
5
/
2
6
日
(
金
)

G
2
:
 
5
/
3
1
日
(
水
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
1
2

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
社

会
）

～
社

会
科

に
お

け
る

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

社
会

科
指

導
の

改
善

～

社
会

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
授

業
を

構
築

す
る

た
め

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

、
講

義
や

演
習

、
実

践
交

流
を

通
し

て
共

に
考

え
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
〇

①
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
午

後
）

②
集
合
研
修
(
午
後
)

①
 
5
/
1
2
(
金
)
P
M

②
 
1
0
/
2
6
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
1
3

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
算

数
）

～
全

国
学

調
結

果
分

析
を

踏
ま

え
た

授
業

改
善

～
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

結
果

を
踏

ま
え

た
実

態
把

握
と

分
析

を
通

し
て

、
こ

れ
ま

で
の

指
導

の
成

果
や

課
題

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

授
業

改
善

に
生

か
す

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

前
)

G
1
:
1
0
/
5
(
木
)

G
2
:
1
0
/
5
(
木
)
A
M

◆
◆

ー

2
1
1
4

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
理

科
）

～
授

業
づ

く
り

の
悩

み
を

解
決

す
る

と
と

も
に

、
大

学
の

先
生

に
よ

る
専

門
的

な
観

察
、

実
験

か
ら

学
ぶ

～

児
童

の
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
た

め
に

、
授

業
づ

く
り

の
悩

み
を

仲
間

と
の

交
流

や
専

門
的

な
観

察
、

実
験

を
通

し
て

解
決

す
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
〇

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
集
合
研
修
(
午
後
）

G
1
:
 
7
/
 
3
(
月
)

G
2
:
 
7
/
 
3
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
1
5

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
音

楽
）

～
児

童
の

学
び

が
つ

な
が

る
・
広

が
る

題
材

構
想

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
仲

間
と

共
に

考
え

、
学

び
合

う
～

音
楽

科
で

育
成

し
た

い
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
た

め
に

、
よ

り
よ

い
題

材
構

想
の

在
り

方
に

つ
い

て
考

え
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

ー
ー

◆
・

○
○

〇
G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

後
）

G
1
:
1
0
/
4
(
水
)

G
2
:
1
0
/
4
(
水
)
A
M

◆
◆

ー

2
1
1
6

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
図

画
工

作
）

～
生

活
や

社
会

の
中

の
形

や
色

な
ど

と
豊

か
に

関
わ

る
資

質
・

能
力

の
育

成
を

目
指

し
て

～

小
学

校
図

画
工

作
科

の
目

標
で

あ
る

生
活

や
社

会
の

中
の

形
や

色
な

ど
と

豊
か

に
関

わ
る

資
質

・
能

力
の

育
成

を
目

指
し

、
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

を
深

く
理

解
し

た
り

、
題

材
等

の
見

直
し

、
個

別
最

適
な

学
び

や
協

働
的

な
学

び
の

実
現

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
利

活
用

の
視

点
を

も
っ

た
り

す
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修
(
午
後
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

後
)

G
1
:
6
/
1
9
(
月
)
P
M

G
2
:
6
/
2
3
(
金
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
1
7

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
体

育
）

～
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
の

実
現

に
向

け
て

～
学

習
指

導
要

領
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
体

育
の

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

な
が

ら
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
を

実
現

す
る

た
め

の
手

法
を

講
義

・
演

習
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

学
ぶ

。
ー

◆
ー

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

前
)

G
1
及
び
G
2
:
6
/
3
0
(
金
)

◆
◆

ー
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講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
1
8

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
家

庭
）

～
授

業
づ

く
り

の
悩

み
を

解
決

、
実

践
例

を
増

や
そ

う
～

小
学

校
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

を
理

解
し

、
家

庭
科

で
育

成
し

た
い

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
、

特
に

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
の

評
価

の
実

際
、

新
設

「
A
（

４
）

家
族

と
家

庭
生

活
に

つ
い

て
の

課
題

と
実

践
」

の
授

業
の

作
り

方
に

つ
い

て
、

講
義

や
演

習
、

実
践

交
流

等
を

通
し

て
学

び
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
◆

◆
ー

◆
ー

○
〇

〇
－

1
1
/
2
4
(
金
）

◆
ー

ー

2
1
1
9

授
業

改
善

講
座

（
小

・
義

　
生

活
）

～
授

業
か

ら
学

ぼ
う

！
気

付
き

の
質

を
高

め
る

生
活

科
指

導
～

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

「
気

付
き

」
の

質
を

高
め

る
生

活
科

の
授

業
の

実
現

に
向

け
て

、
授

業
参

観
や

講
義

、
交

流
等

を
通

し
て

、
生

活
科

指
導

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

ー
◆

ー
ー

◆
・

○
○

○
－

7
/
3
（
金
）

◆
ー

ー

2
1
2
0

「
N

E
W

！
G

IF
U

ウ
ェ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
に

関
す

る
研

修
～

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

指
導

力
ア

ッ
プ

・
楽

し
く
学

ん
で

学
力

ア
ッ

プ
～

Ｉ
Ｃ

Ｔ
端

末
や

デ
ー

タ
の

有
効

活
用

に
関

す
る

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
「

教
科

学
習

Ｗ
ｅ

ｂ
シ

ス
テ

ム
」

を
用

い
た

演
習

を
通

し
て

、
実

際
の

授
業

で
活

用
す

る
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

◆
ー

ー
◆

★
○

○
・

－
G
1
:
 
6
/
1
6
(
金
)
P
M

G
2
:
 
8
/
2
1
(
月
)
P
M

ー
◆

ー

2
1
2
1

遊
び

を
活

用
し

た
体

力
向

上
指

導
者

講
習

会
～

楽
し

い
体

育
授

業
の

極
意

～
体

力
向

上
を

図
る

た
め

の
遊

び
を

活
用

し
た

楽
し

い
体

育
授

業
の

手
法

を
、

講
義

と
実

技
を

通
し

て
学

ぶ
。

ー
◆

◆
ー

◆
○

○
・

・
－

1
1
/
2
1
(
火
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
2
2

英
語

指
導

力
向

上
講

座
（
小

・
義

）
～

言
語

活
動

や
学

習
評

価
の

具
体

を
学

び
外

国
語

指
導

力
向

上
を

目
指

そ
う

！
～

外
国

語
活

動
及

び
外

国
語

科
の

指
導

と
評

価
の

在
り

方
、

言
語

活
動

の
充

実
、

教
科

書
の

扱
い

方
等

に
つ

い
て

、
講

義
、

授
業

参
観

や
実

践
交

流
を

通
し

て
学

ぶ
。

ー
◆

ー
ー

◆
・

○
○

○

G
1
:
小
中
連
携
(
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
)

G
2
:
言
語
活
動
の
具
体
(
集
合

研
修
)

G
3
:
学
習
評
価
と
指
導
改
善

(
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
)

G
1
:
 
6
/
9
（
金
）
P
M

(
中
と
同
一
日
)

G
2
:
（
岐
阜
会
場
）
未
定

（
多
治
見
会
場
）
6
/
2
8

（
水
）
P
M

G
3
:
5
・
9
・
1
2
月
予
定

◆
◆

ー

2
1
2
3

小
学

校
英

語
専

科
教

員
研

修
～

専
科

教
員

と
し

て
の

指
導

力
を

向
上

さ
せ

よ
う

～

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

た
小

学
校

英
語

教
育

に
求

め
ら

れ
る

指
導

の
在

り
方

や
小

学
校

英
語

専
科

担
当

教
員

の
役

割
や

取
組

内
容

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
実

践
交

流
等

を
通

し
て

専
科

教
員

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

。
ー

◆ 専 科
ー

ー
ー

〇
〇

〇
・

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

G
1
:
 
5
/
2
6
（
金
）

G
2
:
 
6
/
1
（
木
）
P
M

◆
◆

ー

2
1
2
4

e
-L

e
ar

n
in

g 
小

学
校

外
国

語
講

座
～

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
で

指
導

力
・
英

語
力

を
向

上
さ

せ
よ

う
～

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
を

通
し

て
、

授
業

で
言

語
活

動
を

行
う

際
に

必
要

な
英

語
力

を
含

め
た

実
践

的
な

指
導

力
を

身
に

付
け

る
。

※
オ

ン
ラ

イ
ン

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
研

修
は

合
計

2
0
時

間
程

度
、

研
修

期
間

は
5
月

～
1
月

（
予

定
）

ー
◆

ー
ー

ー
○

○
○

○
－

文
科
省
が
定
め
た
期
間

ー
◆

◆

2
1
2
5

授
業

づ
く
り

入
門

（
中

・
義

）
～

一
単

位
時

間
の

授
業

を
ど

の
よ

う
に

つ
く
る

の
か

を
学

ぼ
う

～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

一
単

位
時

間
の

授
業

を
ど

の
よ

う
に

つ
く

っ
て

い
く

の
か

を
学

ぶ
こ

と
で

、
教

科
の

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
★

・
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
数
学

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
美
術

G
7
:
技
術

G
8
:
家
庭

G
9
:
保
健
体
育

G
1
0
:
外
国
語

G
1
:
 
5
/
1
0
(
水
)
P
M

G
2
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
3
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
4
:
 
5
/
1
0
(
水
)
P
M

G
5
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
6
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
7
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
8
:
 
5
/
8
(
月
)
P
M

G
9
:
 
5
/
1
8
(
木
)
P
M

G
1
0
:
5
/
8
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
2
6

授
業

づ
く
り

サ
ポ

ー
ト

（
教

科
）
（
中

・
義

）
～

春
　

実
践

交
流

編
～

～
秋

　
授

業
づ

く
り

編
～

指
導

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
な

る
学

習
指

導
要

領
の

ポ
イ

ン
ト

や
、

教
科

の
本

質
に

お
い

て
大

切
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

学
び

、
実

践
交

流
や

授
業

づ
く

り
等

を
通

し
て

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
★

〇
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
数
学

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
美
術

G
7
:
保
健
体
育

G
8
:
外
国
語

G
9
:
国
語

G
1
0
:
社
会

G
1
1
:
数
学

G
1
2
:
理
科

G
1
3
:
音
楽

G
1
4
:
美
術

G
1
5
:
技
術

G
1
6
:
家
庭

G
1
7
:
保
健
体
育

G
1
8
:
外
国
語

G
1
:
 
6
/
2
8
(
水
)
P
M

G
2
:
 
6
/
2
6
(
月
)
P
M

G
3
:
 
6
/
2
6
(
月
)
P
M

G
4
:
 
6
/
2
6
(
月
)
P
M

G
5
:
 
6
/
2
6
(
月
)
P
M

G
6
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
7
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
8
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
9
:
 
1
0
/
1
2
(
木
)
P
M

G
1
0
:
1
0
/
1
2
(
木
)
P
M

G
1
1
:
1
0
/
1
6
(
月
)
P
M

G
1
2
:
1
0
/
1
2
(
木
)
P
M

G
1
3
:
1
0
/
1
1
(
水
)
P
M

G
1
4
:
1
0
/
1
6
(
月
)
P
M

G
1
5
:
1
0
/
2
3
(
月
)
P
M

G
1
6
:
1
0
/
1
1
(
水
)
P
M

G
1
7
:
1
0
/
1
6
(
月
)
P
M

G
1
8
:
1
0
/
1
2
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
2
7

授
業

を
見

て
学

ぶ
（
教

科
）
（
中

・
義

）
～

実
際

に
授

業
を

参
観

し
、

指
導

の
コ

ツ
を

つ
か

も
う

～
実

際
に

授
業

を
参

観
し

た
り

、
授

業
者

と
交

流
し

た
り

し
て

、
資

質
・

能
力

の
育

成
に

向
け

た
指

導
の

工
夫

を
学

び
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
★

・
・

・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
数
学

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
美
術

G
7
:
技
術

G
8
:
家
庭

G
9
:
保
健
体
育

G
1
0
:
外
国
語

G
1
1
:
特
別
支
援
教
育

1
0
/
2
(
月
)

※
開
講
教
科
は
4
月
に
決
定

◆
ー

ー

26



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
2
8

指
導

計
画

と
評

価
（
教

科
）
（
中

・
義

）
～

見
通

し
を

も
っ

て
指

導
し

、
適

切
に

評
価

す
る

力
を

身
に

付
け

よ
う

～

各
教

科
に

お
け

る
指

導
内

容
の

系
統

性
や

発
展

性
を

踏
ま

え
た

指
導

計
画

と
、

評
価

規
準

の
作

成
や

評
価

方
法

の
工

夫
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

、
見

通
し

を
も

っ
て

指
導

し
、

適
切

に
評

価
す

る
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
◆

ー
◆

★
・

・
・

G
1
:
国
語

G
2
:
社
会

G
3
:
数
学

G
4
:
理
科

G
5
:
音
楽

G
6
:
美
術

G
7
:
技
術

G
8
:
家
庭

G
9
:
保
健
体
育

G
1
0
:
外
国
語

G
1
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
2
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
3
:
 
6
/
2
3
(
金
)
P
M

G
4
:
 
6
/
1
9
(
月
)
P
M

G
5
:
 
6
/
1
2
(
月
)
P
M

G
6
:
 
6
/
2
6
(
月
)
P
M

G
7
:
 
5
/
3
1
(
水
)
P
M

G
8
:
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

G
9
:
 
6
/
2
8
(
水
)
P
M

G
1
0
:
6
/
2
1
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
2
9

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
国

語
）

～
生

徒
が

の
め

り
こ

む
国

語
の

授
業

づ
く
り

に
向

け
て

～
言

葉
に

よ
る

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
国

語
の

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

授
業

を
求

め
て

、
実

践
を

見
つ

め
直

し
、

何
を

ど
の

よ
う

に
授

業
改

善
す

る
と

よ
い

か
、

講
義

や
演

習
、

実
践

交
流

等
を

通
し

て
共

に
考

え
る

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
〇

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
;
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

後
）

G
1
:
 
6
/
9
(
金
)

G
2
 
:
6
/
1
3
(
火
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
3
0

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
社

会
）

～
社

会
科

に
お

け
る

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

社
会

科
指

導
の

改
善

～

社
会

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

し
、

資
質

・
能

力
の

育
成

に
結

ぶ
授

業
を

構
築

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
、

講
義

や
演

習
、

実
践

交
流

を
通

し
て

共
に

考
え

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
・

○
○

〇
①
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
午

後
）

②
集
合
研
修
(
午
後
)

①
 
5
/
1
0
(
水
)
P
M

②
 
1
0
/
1
9
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
3
1

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
数

学
）

～
全

国
学

調
結

果
分

析
を

踏
ま

え
た

授
業

改
善

～
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

結
果

を
踏

ま
え

た
実

態
把

握
と

分
析

を
通

し
て

、
こ

れ
ま

で
の

指
導

の
成

果
や

課
題

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

授
業

改
善

に
生

か
す

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

前
)

G
1
:
1
0
/
1
8
(
水
)

G
2
:
1
0
/
1
8
(
水
)
A
M

◆
◆

ー

2
1
3
2

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
理

科
）

～
授

業
づ

く
り

の
悩

み
を

解
決

す
る

と
と

も
に

、
大

学
の

先
生

に
よ

る
専

門
的

な
観

察
、

実
験

か
ら

学
ぶ

～

生
徒

の
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
た

め
に

、
授

業
づ

く
り

の
悩

み
を

仲
間

と
の

交
流

や
専

門
的

な
観

察
、

実
験

を
通

し
て

解
決

す
る

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
〇

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
集
合
研
修
(
午
後
）

G
1
:
1
0
/
1
1
(
水
)

G
2
:
1
0
/
1
1
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
3
3

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
音

楽
）

～
生

徒
の

学
び

が
つ

な
が

る
・
広

が
る

題
材

構
想

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
仲

間
と

共
に

考
え

、
学

び
合

う
～

音
楽

科
で

育
成

し
た

い
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
た

め
に

、
よ

り
よ

い
題

材
構

想
の

在
り

方
に

つ
い

て
考

え
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
・

○
○

〇
G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

前
)

G
1
:
1
0
/
1
9
(
木
)

G
2
:
1
0
/
1
9
(
木
)
A
M

◆
◆

ー

2
1
3
4

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
美

術
）

～
生

活
や

社
会

の
中

の
美

術
や

美
術

文
化

と
豊

か
に

関
わ

る
資

質
・
能

力
の

育
成

を
目

指
し

て
～

中
学

校
美

術
科

の
目

標
で

あ
る

生
活

や
社

会
の

中
の

美
術

や
美

術
文

化
と

豊
か

に
関

わ
る

資
質

・
能

力
の

育
成

を
目

指
し

、
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

を
深

く
理

解
し

た
り

、
題

材
等

の
見

直
し

、
個

別
最

適
な

学
び

や
協

働
的

な
学

び
の

実
現

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
利

活
用

の
視

点
を

も
っ

た
り

す
る

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

G
1
:
 
9
/
2
9
(
金
)
P
M

G
2
:
 
1
1
/
1
0
(
金
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
3
5

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
保

健
体

育
）

～
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
の

実
現

に
向

け
て

～
学

習
指

導
要

領
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
体

育
の

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

な
が

ら
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
を

実
現

す
る

た
め

の
手

法
を

講
義

・
演

習
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修
(
終
日
)

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
(
午

前
)

G
1
及
び
G
2
:
9
/
7
(
木
)

◆
◆

ー

2
1
3
6

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
技

術
）

～
技

術
分

野
の

最
終

ミ
ッ

シ
ョ

ン
「
統

合
的

な
問

題
の

解
決

」
の

授
業

実
践

力
向

上
を

め
ざ

そ
う

～

技
術

の
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
て

、
課

題
の

設
定

、
問

題
の

発
見

と
設

計
・

計
画

、
問

題
の

解
決

、
成

果
の

評
価

と
い

う
適

切
な

学
習

過
程

を
経

て
い

く
教

科
経

営
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

ー
ー

◆
ー

◆
・

○
○

○
－

1
0
/
1
8
（
水
）

◆
ー

ー

2
1
3
7

授
業

改
善

講
座

（
中

・
義

　
家

庭
）

～
生

活
を

工
夫

し
創

造
す

る
資

質
・
能

力
を

育
て

る
、

楽
し

い
家

庭
科

授
業

～

中
学

校
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

を
理

解
し

、
家

庭
科

で
育

成
し

た
い

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

に
、

生
活

の
営

み
に

係
る

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

た
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
講

義
や

演
習

、
実

践
交

流
等

を
通

し
て

学
び

、
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

ー
◆

・
○

〇
〇

－
1
0
/
2
5
（
水
）

◆
ー

ー

2
1
3
8

英
語

指
導

力
向

上
講

座
（
中

・
義

）
～

言
語

活
動

や
学

習
評

価
の

具
体

を
学

び
、

外
国

語
指

導
力

向
上

を
目

指
そ

う
！

～

講
義

・
授

業
参

観
・

実
践

交
流

を
通

し
て

、
外

国
語

科
に

お
け

る
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

す
る

た
め

の
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
○

G
1
:
小
中
連
携
(
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
)

G
2
:
学
習
評
価
と
指
導
改
善

(
集
合
)

G
3
:
技
能
統
合
型
の
言
語
活

動
(
集
合
)

G
1
:
6
/
9
（
金
）
P
M

(
小
と
同
一
日
)

G
2
:
未
定

G
3
:
（
各
務
原
会
場
）
未
定

（
関
会
場
）
未
定

◆
◆

ー

2
1
3
9

e
-L

e
ar

n
in

g 
中

・
高

等
学

校
英

語
講

座
～

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
で

英
語

指
導

力
を

向
上

さ
せ

よ
う

～
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
通

し
て

、
効

果
的

な
指

導
方

法
を

身
に

付
け

る
。

※
オ

ン
ラ

イ
ン

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
研

修
は

合
計

2
0
時

間
程

度
、

C
E
F
R
 
B
1
以

上
が

要
件

ー
ー

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

文
科
省
が
定
め
た
期
間

ー
◆

◆

2
1
4
0

中
学

校
英

語
指

導
改

善
講

座
～

R
5
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

分
析

を
指

導
改

善
に

生
か

そ
う

～

R
5
年

4
月

実
施

予
定

の
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

（
中

・
英

語
）

の
結

果
か

ら
指

導
の

成
果

や
課

題
を

見
出

し
、

指
導

改
善

の
方

途
を

学
ぶ

。
ー

ー
◆

ー
◆

○
○

○
○

－
9
/
8
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
4
1

教
科

指
導

基
礎

力
向

上
講

座
（
高

）
～

授
業

の
基

礎
・
基

本
を

学
び

、
教

科
指

導
力

の
向

上
を

図
ろ

う
～

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
授

業
の

基
礎

・
基

本
（

授
業

規
律

、
授

業
方

法
、

適
切

な
評

価
等

）
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

実
践

的
指

導
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

★
・

・
・

G
1
:
国
語

G
2
:
地
歴
公
民

G
3
:
数
学

G
4
:
理
科

G
5
:
外
国
語

G
6
:
保
健
体
育

G
7
:
音
楽

G
8
:
美
術

G
9
:
書
道

G
1
0
:
家
庭
福
祉

G
1
1
:
農
業

G
1
2
:
工
業

G
1
3
:
商
業

G
1
4
:
情
報

基
準
日
:

①
 
6
/
 
7
(
水
)
予
定

②
1
1
/
 
8
(
水
)
予
定

◆
◆

◆

2
1
4
2

授
業

改
善

講
座

（
高

　
国

語
）

～
実

践
か

ら
学

び
、

実
践

で
追

究
す

る
！

新
時

代
を

切
り

拓
く

力
を

育
む

国
語

の
授

業
づ

く
り

～

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
実

現
に

向
け

た
授

業
改

善
に

つ
い

て
学

ぶ
実

践
講

座
。

研
究

授
業

の
参

観
を

通
し

て
新

し
い

授
業

の
在

り
方

に
つ

い
て

研
究

し
、

授
業

力
を

高
め

る
。

※
授

業
力

向
上

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
合

同
開

催
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

〇
G
1
:
研
究
授
業
参
観

G
2
:
授
業
力
向
上
推
進
委
員

の
授
業
実
践
参
観

G
1
:
1
1
月
上
旬
頃

G
2
:
 
1
月
中
旬
頃

◆
ー

ー

27



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
4
3

授
業

改
善

講
座

（
高

　
地

歴
公

民
）
Ａ

地
歴

・
公

民
科

の
授

業
に

お
け

る
問

い
の

在
り

方

生
徒

の
思

考
力

を
促

す
「

問
い

」
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

単
元

を
貫

く
問

い
や

各
時

間
に

お
け

る
問

い
の

設
定

に
関

わ
る

演
習

や
授

業
参

観
な

ど
を

通
し

て
考

え
、

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
実

現
に

向
け

た
授

業
の

実
践

に
つ

な
げ

る
。

※
初

日
は

授
業

改
善

講
座

（
高

　
地

歴
公

民
）

Ｂ
と

合
同

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○
－

①
7
/
5
(
水
)

②
1
0
/
1
3
(
金
）

◆
ー

ー

2
1
4
4

☆
授

業
改

善
講

座
（
高

　
地

歴
公

民
）
Ｂ

～
「
思

考
・
判

断
・
表

現
」
の

評
価

の
方

法
～

問
い

の
在

り
方

に
つ

い
て

単
元

を
貫

く
問

い
や

各
時

間
に

お
け

る
問

い
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
「

思
考

・
判

断
・

表
現

」
を

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
で

ど
の

よ
う

に
評

価
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

事
例

を
基

に
考

え
、

適
切

な
評

価
の

実
現

や
実

践
に

つ
な

げ
る

。
※

初
日

は
授

業
改

善
講

座
（

高
　

地
歴

公
民

）
Ａ

と
合

同

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○
－

①
7
/
5
(
水
)

②
1
0
/
1
8
(
水
)

◆
ー

ー

2
1
4
5

授
業

改
善

講
座

（
高

　
数

学
）

～
実

践
か

ら
学

ぶ
、

授
業

力
向

上
～

生
徒

の
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

に
つ

い
て

学
ぶ

。
※

授
業

力
向

上
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

合
同

で
開

催
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○
G
1
～
G
3
:
授
業
参
観
・
授
業

研
究

G
1
:
未
定

G
2
:
未
定

G
3
:
未
定

◆
ー

ー

2
1
4
6

授
業

改
善

講
座

（
高

　
理

科
）

～
実

験
は

楽
し

い
！

実
験

の
ネ

タ
が

手
に

入
る

～
知

的
好

奇
心

や
探

究
心

を
喚

起
さ

せ
る

よ
う

な
演

示
実

験
を

、
優

れ
た

授
業

実
践

者
か

ら
学

ぶ
。

ま
た

、
受

講
者

同
士

が
実

験
の

ネ
タ

を
交

流
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

今
後

の
授

業
改

善
に

つ
な

げ
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

○
○

・
・

－
1
0
/
5
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
4
7

授
業

改
善

講
座

（
高

　
音

楽
）

～
資

質
・
能

力
を

確
実

に
育

成
す

る
た

め
に

、
音

楽
的

な
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
た

学
習

活
動

の
充

実
～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

音
楽

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

た
学

習
活

動
の

具
体

や
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

効
果

的
な

指
導

方
法

を
か

ら
学

び
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

〇
－

1
1
/
1
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
4
8

授
業

改
善

講
座

（
高

　
美

術
）

～
生

活
や

社
会

の
中

の
美

術
や

美
術

文
化

と
豊

か
に

関
わ

る
資

質
・
能

力
の

育
成

を
目

指
し

て
～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

造
形

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

た
学

習
活

動
の

具
体

や
、

個
別

最
適

な
学

び
や

協
働

的
な

学
び

の
実

現
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

利
活

用
に

つ
い

て
学

び
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○
－

6
/
9
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
1
4
9

授
業

改
善

講
座

（
高

　
家

庭
・
福

祉
）

～
「
主

体
的

･対
話

的
で

深
い

学
び

」に
対

応
し

た
授

業
の

研
究

を
し

よ
う

～

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
実

現
に

向
け

た
授

業
改

善
の

た
め

に
、

「
消

費
者

教
育

･
金

融
教

育
」

、
「

生
活

産
業

情
報

･
福

祉
情

報
」

に
つ

い
て

の
授

業
研

究
や

実
践

発
表

・
交

流
を

行
う

。
ー

ー
ー

◆
◆

○
○

○
○

G
1
:消

費
者

教
育
･
金

融
教
育

G
2
:生

活
産

業
情

報
･
福

祉
情
報

G
1
:
 
6
/
1
6
(
金
)
P
M

G
2
:
 
7
/
1
9
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
1
5
0

授
業

改
善

講
座

（
高

　
工

業
）

～
ＩＣ

Ｔ
の

活
用

や
学

習
活

動
と

評
価

の
工

夫
に

よ
り

、
魅

力
あ

る
授

業
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

～

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

や
学

習
活

動
と

評
価

の
工

夫
に

よ
っ

て
授

業
改

善
を

図
る

た
め

、
魅

力
あ

る
授

業
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
の

実
践

事
例

を
学

び
、

自
身

の
授

業
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
※

本
研

修
講

座
は

、
授

業
力

向
上

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

発
表

会
（

工
業

）
と

合
同

開
催

で
す

。
ー

ー
ー

◆
◆

・
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

G
1
･
G
2
:
 
1
/
2
5
(
木
)

◆
◆

ー

2
1
5
1

授
業

改
善

講
座

（
高

　
情

報
）

～
実

践
に

学
ぶ

！
資

質
・
能

力
を

育
む

情
報

の
授

業
！

～

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
情

報
科

の
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
学

習
指

導
要

領
を

踏
ま

え
た

生
徒

の
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

や
学

習
評

価
に

つ
い

て
学

び
、

日
々

の
実

践
に

生
か

す
た

め
の

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○

G
1
:
西
濃
・
東
濃
地
区

G
2
:
岐
阜
地
区

G
3
:
中
濃
・
飛
騨
地
区

G
4
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

G
5
:
デ
ー
タ
分
析
(
集
合
研

修
)

G
6
:
デ
ー
タ
分
析
(
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
)

G
7
:
は
じ
め
て
の
情
報
Ⅰ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
）

G
8
:
情
報
Ⅱ
・
専
門
教
科

（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
）

G
9
･
G
1
0
:
授
業
参
観
・
授
業

研
究

G
1
:
5
/
8
(
月
)

G
2
:
5
/
1
1
(
木
)

G
3
:
5
/
1
5
(
月
)

G
4
:
5
/
2
5
(
木
)

G
5
,
G
6
:
未
定
(
7
～
9
月
頃
)

G
7
:
4
/
7
(
金
)

G
8
:
7
/
2
8
(
金
)

G
9
,
G
1
0
:
未
定
(
1
2
～
1
月
頃
)

◆
◆

ー

2
1
5
2

授
業

改
善

講
座

（
高

　
商

業
）

～
実

践
か

ら
学

ぶ
、

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

授
業

！
～

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

育
成

し
た

い
資

質
・

能
力

を
意

識
し

た
授

業
に

つ
い

て
学

ぶ
実

践
講

座
。

新
し

い
授

業
の

在
り

方
に

つ
い

て
研

究
し

、
授

業
力

を
高

め
る

。
※

授
業

力
向

上
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

合
同

で
開

催
。

ー
ー

ー
◆

◆
・

○
○

○

G
1
:
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
授

業
研
究
等

G
2
,
G
3
:
授
業
参
観
・
授
業
研

究

G
1
:
 
7
/
1
4
(
金
)
P
M

G
2
:
1
1
月
頃

G
3
:
1
2
月
頃

◆
ー

2
1
5
3

英
語

指
導

力
向

上
講

座
（
高

）
①

～
指

導
と

評
価

の
一

体
化

に
向

け
て

～

外
国

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
見

方
・

考
え

方
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

資
質

・
能

力
の

育
成

、
指

導
と

評
価

の
一

体
化

に
つ

い
て

、
講

義
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
し

て
、

経
験

豊
富

な
外

部
講

師
か

ら
体

験
的

に
学

ぶ
。

＜
集

合
研

修
＞

ー
ー

◆
◆

◆
〇

○
○

○
－

1
0
/
1
6
(
月
)

◆
ー

ー

2
1
5
4

☆
英

語
指

導
力

向
上

講
座

（
高

）
②

～
授

業
で

す
ぐ

に
実

践
で

き
る

ア
イ

デ
ィ

ア
を

～
放

課
後

の
４

５
分

間
で

各
回

１
つ

の
テ

ー
マ

を
扱

う
ミ

ニ
講

座
。

講
義

や
意

見
交

換
を

通
じ

て
実

践
事

例
を

学
ぶ

。
＜

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
＞

ー
ー

ー
◆

◆
〇

○
○

○

 
G
1
:
年
間
計
画
に
基
づ
い
た

観
点
別
評
価

 
G
2
:
【
目
的
・
場
面
・
状

況
】
の
あ
る
言
語
活
動

 
G
3
:
生
徒
主
体
の
I
C
T
活
用

G
1
:
6
/
1
2
(
月
)

G
2
:
1
1
/
1
6
(
木
)

G
3
:
1
2
/
8
(
金
)

ー
◆

ー

2
1
5
5

技
術

力
向

上
講

座
（
高

　
家

庭
・
福

祉
）

～
家

庭
・
福

祉
の

実
技

指
導

力
向

上
を

目
指

し
て

～
教

科
「

家
庭

」
で

は
、

食
物

分
野

の
指

導
内

容
に

お
け

る
知

識
と

技
術

を
高

め
る

。
教

科
「

福
祉

」
で

は
、

介
護

及
び

社
会

福
祉

に
お

け
る

知
識

と
技

術
を

高
め

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
○

○
○

○
G
1
:
家
庭

G
2
:
福
祉

G
1
:
 
8
/
1
(
火
)

G
2
:
 
7
/
2
8
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
5
6

技
術

を
生

か
し

た
農

業
の

授
業

づ
く
り

講
座

（
高

　
農

業
）

～
農

業
の

「
深

い
学

び
」に

つ
な

げ
る

専
門

力
・
授

業
力

の
向

上
～

農
業

の
各

分
野

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
技

術
を

追
求

し
、

高
い

知
識

・
技

術
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

農
業

の
「

見
方

・
考

え
方

」
を

働
か

せ
た

深
い

学
び

に
つ

な
が

る
指

導
方

法
を

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
◆

○
○

○
○

G
1
:
生
産
系

G
2
:
加
工
系

G
3
:
森
林
・
環
境
系

G
1
①
 
8
/
1
(
火
)

　
②
1
0
/
1
8
（
水
)

G
2
①
 
7
/
3
1
(
月
)

　
②
1
1
/
1
(
水
)

G
3
①
 
7
/
3
1
(
月
)

　
②
1
0
/
中
下
旬

◆
ー

ー

2
1
5
7

モ
ノ

づ
く
り

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

講
座

～
各

専
門

分
野

の
技

術
や

技
能

を
学

び
、

モ
ノ

づ
く
り

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

！
～

授
業

や
実

習
等

に
お

け
る

、
モ

ノ
づ

く
り

の
各

専
門

分
野

に
関

す
る

知
識

・
技

能
の

深
化

を
目

指
し

、
航

空
機

製
造

、
木

材
加

工
、

ろ
く

ろ
成

形
の

各
技

術
・

技
能

に
つ

い
て

講
義

や
実

技
を

通
し

て
習

得
し

、
将

来
を

担
う

生
徒

た
ち

が
産

業
界

に
お

け
る

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
と

し
て

活
躍

で
き

る
よ

う
、

教
員

自
身

の
「

モ
ノ

づ
く

り
」

指
導

力
を

向
上

さ
せ

る
。

※
工

業
高

校
と

の
連

携
を

踏
ま

え
て

、
小

中
義

特
学

校
の

教
員

も
受

講
可

能
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○

G
1
:
航
空
機
製
造
技
術
（
機

械
系
)

G
2
:
木
材
加
工
機
械
安
全
講

習
(
建
築
系
)

G
3
:
ろ
く
ろ
成
形
（
地
域
産

業
系
)

G
1
:
 
8
/
2
(
水
)

G
2
:
 
8
/
1
7
(
木
)

G
3
:
 
8
/
3
(
木
)

◆
ー

ー

28



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
5
8

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
講

座
（
高

　
商

業
）

～
地

域
に

人
を

呼
ぶ

、
地

域
の

フ
ァ

ン
を

作
る

実
践

的
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

授
業

～

地
域

資
源

等
を

活
用

し
て

、
地

域
に

人
を

呼
び

、
地

域
の

フ
ァ

ン
を

作
る

た
め

の
フ

ァ
ン

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

実
践

的
・

体
験

的
に

学
習

す
る

指
導

方
法

及
び

創
造

力
向

上
に

向
け

た
授

業
改

善
の

視
点

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

・
○

○
○

-
 
9
/
8
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
5
9

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
の

授
業

づ
く
り

（
小

・
義

）
～

授
業

づ
く
り

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
ぼ

う
～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」

の
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
基

礎
的

・
基

本
的

な
指

導
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
◆

ー
ー

◆
★

・
・

・
G
1
:
中
濃
総
合
庁
舎

G
2
:
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

G
1
:
 
6
/
2
(
金
)
P
M

G
2
:
 
1
1
/
1
0
(
金
）

◆
ー

ー

2
1
6
0

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
の

授
業

づ
く
り

（
中

・
義

）
～

授
業

づ
く
り

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
ぼ

う
～

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

踏
ま

え
、

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」

の
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
基

礎
的

・
基

本
的

な
指

導
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
ー

◆
ー

◆
★

・
・

・
G
1
:
中
濃
総
合
庁
舎

G
2
:
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

G
1
:
 
6
/
2
3
(
金
)

G
2
:
 
1
1
/
9
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
6
1

授
業

改
善

講
座

　
道

徳
教

育
と

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
（
小

・
中

・
義

：
理

論
編

）
学

校
に

お
け

る
道

徳
教

育
の

推
進

の
在

り
方

、
道

徳
教

育
の

要
と

し
て

の
「

特
別

の
教

科
　

道
徳

」
の

指
導

の
充

実
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
今

後
の

指
導

の
方

向
を

見
い

だ
し

、
指

導
に

生
か

す
。

ー
◆

◆
ー

◆
・

○
○

○
ー

6
/
1
5
(
木
)

◆
◆

ー

2
1
6
2

授
業

改
善

講
座

　
道

徳
教

育
と

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
（
小

・
義

：
実

践
編

）
～

自
分

の
知

見
や

経
験

を
生

か
し

、
互

い
に

学
び

合
う

～

学
校

に
お

け
る

道
徳

教
育

の
推

進
の

在
り

方
、

道
徳

教
育

の
要

と
し

て
の

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」

の
指

導
の

充
実

に
つ

い
て

協
議

し
、

明
日

か
ら

の
実

践
に

生
か

す
。

ー
◆

ー
ー

◆
・

○
○

○
－

1
1
/
2
9
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
6
3

授
業

改
善

講
座

　
道

徳
教

育
と

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
（
中

・
義

：
実

践
編

）
～

自
分

の
知

見
や

経
験

を
生

か
し

、
互

い
に

学
び

合
う

～

学
校

に
お

け
る

道
徳

教
育

の
推

進
の

在
り

方
、

道
徳

教
育

の
要

と
し

て
の

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」

の
指

導
の

充
実

に
つ

い
て

協
議

し
、

明
日

か
ら

の
実

践
へ

つ
な

げ
る

。
ー

ー
◆

ー
◆

・
○

○
○

－
1
1
/
2
9
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
6
4

総
合

的
な

学
習

の
時

間
（
小

・
中

・
義

）
探

究
的

な
学

習
の

充
実

に
向

け
て

～
こ

れ
か

ら
の

教
育

で
求

め
ら

れ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

デ
ザ

イ
ン

の
コ

ツ
～

教
職

の
基

礎
を

固
め

る
た

め
、

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

探
究

課
題

の
設

定
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

の
具

体
を

学
び

、
自

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
見

直
す

と
と

も
に

、
探

究
的

な
学

習
の

進
め

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ー
◆

◆
ー

◆
★

・
・

・
－

1
1
/
2
0
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
6
5

総
合

的
な

探
究

の
時

間
（
高

・
特

）
～

探
究

か
ら

始
ま

る
学

び
の

充
実

～

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
「

総
合

的
な

探
究

の
時

間
」

の
特

質
を

知
り

、
探

究
課

題
の

設
定

や
探

究
活

動
の

方
法

、
考

え
方

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
実

践
事

例
か

ら
指

導
ポ

イ
ン

ト
を

探
り

、
自

校
で

の
実

践
に

生
か

す
。

ー
ー

ー
◆

◆
★

・
・

・
ー

7
/
7
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
6
6

日
本

の
伝

統
音

楽
の

よ
さ

を
学

ぶ
～

日
本

の
伝

統
音

楽
の

よ
さ

を
体

験
！

一
流

講
師

か
ら

学
ぶ

「
和

太
鼓

」
「
筝

」
「
篠

笛
」
「
民

謡
」
の

基
礎

講
座

～

和
太

鼓
、

筝
、

篠
笛

、
民

謡
の

基
礎

的
な

表
現

を
体

験
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

実
感

し
、

児
童

生
徒

へ
の

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

〇
G
1
:
篠
笛

G
2
:
民
謡
,
箏

G
3
:
民
謡
,
和
太
鼓

G
1
:
 
9
/
2
0
(
水
)
P
M

G
2
:
 
9
/
2
9
(
金
)

G
3
:
 
9
/
2
9
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
6
7

家
庭

科
実

技
講

習
会

（
小

・
中

・
義

・
高

・
特

）
～

家
庭

科
の

基
礎

的
な

実
技

の
指

導
力

を
身

に
付

け
よ

う
～

小
学

校
、

中
学

校
及

び
義

務
教

育
学

校
並

び
に

高
等

学
校

、
特

別
支

援
学

校
（

小
・

中
学

部
）

の
家

庭
科

に
お

い
て

、
教

科
指

導
の

基
礎

的
な

内
容

及
び

教
科

指
導

の
上

で
必

要
な

実
技

指
導

に
関

す
る

研
修

を
通

し
て

、
日

々
の

実
践

に
活

か
す

指
導

方
法

を
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
・

・
Ｇ
１
:
主
に
小
中

Ｇ
２
：
主
に
中
高

G
1
:
 
6
/
2
1
(
水
)

G
2
:
 
1
1
/
1
7
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
6
8

法
曹

三
者

か
ら

学
ぶ

司
法

の
仕

組
み

～
法

曹
三

者
の

話
か

ら
、

司
法

の
仕

組
み

に
対

す
る

理
解

を
深

め
よ

う
～

検
察

官
、

弁
護

士
、

裁
判

官
の

話
を

聞
い

た
り

、
実

際
の

裁
判

を
傍

聴
し

た
り

し
て

、
各

校
種

に
お

け
る

法
教

育
の

具
体

的
な

実
践

方
法

に
つ

い
て

考
え

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

・
－

8
/
2
5
(
金
)

◆
ー

ー

2
1
6
9

高
校

を
取

り
巻

く
社

会
の

変
化

～
高

校
生

の
金

融
教

育
～

金
融

教
育

の
目

的
や

意
義

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

「
生

き
る

力
」

と
し

て
の

金
融

リ
テ

ラ
シ

ー
を

育
成

す
る

た
め

に
は

授
業

な
ど

で
ど

の
よ

う
な

実
践

が
求

め
ら

れ
る

の
か

に
つ

い
て

考
え

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
〇

〇
〇

・
－

9
/
2
0
（
水
）

ー
◆

ー

2
1
7
0

A
L
T
と

の
授

業
デ

ザ
イ

ン
研

修
～

授
業

を
実

際
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

す
る

た
め

に
A

L
T
と

ど
ん

な
授

業
が

で
き

る
の

か
～

Ａ
Ｌ

Ｔ
と

の
授

業
を

よ
り

効
果

的
に

実
践

す
る

方
法

に
つ

い
て

、
集

合
形

式
で

の
講

義
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
し

て
、

経
験

豊
富

な
外

部
講

師
か

ら
実

践
的

に
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
〇

○
○

○
G
1
:
小
・
義

G
2
:
中
・
義
・
高

7
/
5
(
水
)

◆
ー

ー

2
1
7
1

☆
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ

ロ
グ

ラ
ム

 岐
阜

県
外

国
語

指
導

助
手

の
指

導
力

向
上

研
修

～
A

L
T
と

の
関

係
づ

く
り

、
授

業
づ

く
り

に
向

け
て

～

Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

て
い

る
Ａ

Ｌ
Ｔ

が
必

要
な

知
識

・
指

導
技

術
等

を
習

得
し

て
よ

り
効

果
的

な
授

業
が

で
き

る
よ

う
に

、
英

語
教

員
と

と
も

に
外

国
語

教
育

に
係

る
講

義
・

演
習

や
教

材
交

流
を

通
し

て
実

践
的

に
学

ぶ
。

※
研

修
申

込
シ

ス
テ

ム
へ

の
申

込
不

要
（

別
途

案
内

）

ー
◆

◆
◆

◆
〇

○
○

○
－

１
０
月
中
下
旬
P
M

◆
ー

ー

2
1
7
2

薬
物

乱
用

防
止

教
室

講
習

会
（
体

育
保

健
領

域
・
特

別
活

動
等

）
～

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
さ

ら
な

る
充

実
の

た
め

に
～

薬
物

乱
用

防
止

教
育

の
更

な
る

充
実

に
向

け
、

薬
物

乱
用

防
止

教
室

を
行

う
た

め
の

最
新

の
知

見
と

実
践

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
・

○
○

・
－

９
月
か
ら
1
1
月
頃
予
定

◆
ー

ー

2
1
7
3

が
ん

教
育

推
進

指
定

校
授

業
研

修
会

兼
指

導
者

研
修

会
（
体

育
保

健
領

域
・
特

別
活

動
等

）
～

が
ん

教
育

の
充

実
に

向
け

、
外

部
講

師
を

活
用

し
た

授
業

の
進

め
方

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

～

健
康

教
育

の
一

環
と

し
て

、
体

育
・

保
健

体
育

を
柱

と
し

た
が

ん
教

育
の

進
め

方
や

、
外

部
講

師
を

活
用

し
た

が
ん

教
育

の
授

業
の

進
め

方
に

つ
い

て
、

が
ん

教
育

推
進

指
定

校
の

授
業

実
践

を
通

し
て

理
解

を
深

め
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

・
○

○
・

－

G
1
:
1
0
～
1
2
月
　
未
定

G
2
:
1
0
～
1
2
月
　
未
定

G
3
:
1
0
～
1
2
月
　
未
定

G
4
:
1
0
～
1
2
月
　
未
定

G
5
:
1
0
～
1
2
月
　
未
定

◆
ー

ー

2
1
7
4

養
護

教
諭

・
栄

養
教

諭
の

実
践

か
ら

学
ぶ

～
健

康
教

育
・
食

育
の

在
り

方
～

養
護

教
諭

、
栄

養
教

諭
が

行
っ

て
い

る
実

践
か

ら
学

ぶ
と

と
も

に
、

健
康

教
育

・
食

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
交

流
す

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
★

・
・

・
－

1
1
/
2
(
木
)

◆
ー

ー

2
1
7
5

武
道

指
導

者
講

習
会

（
柔

道
）

～
安

全
で

楽
し

い
柔

道
の

指
導

方
法

を
学

ぶ
～

学
習

指
導

要
領

に
則

し
た

安
全

で
楽

し
い

柔
道

の
指

導
方

法
を

、
講

義
と

実
技

を
通

し
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

◆
◆

○
○

・
・

集
合
研
修
(
半
日
)

1
0
/
2
0
(
金
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
7
6

運
動

部
活

動
指

導
技

術
向

上
講

習
会

【
全

種
目

・ト
レ

ー
ニ

ン
グ

法
】

～
指

導
方

法
の

引
き

出
し

を
増

や
そ

う
！

～

講
義

と
演

習
を

通
し

て
、

種
目

に
関

わ
ら

ず
、

合
理

的
か

つ
効

果
的

・
効

率
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
理

論
や

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

◆
◆

○
○

・
・

－
6
/
1
3
(
火
)

◆
ー

ー

2
1
7
7

運
動

部
活

動
指

導
技

術
向

上
講

習
会

【テ
ニ

ス
】

～
指

導
上

の
課

題
や

悩
み

を
解

決
し

よ
う

！
～

講
義

と
演

習
を

通
し

て
、

テ
ニ

ス
の

特
性

に
合

わ
せ

た
合

理
的

か
つ

効
果

的
・

効
率

的
な

指
導

方
法

や
練

習
内

容
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
ー

◆
◆

◆
○

○
・

・
－

6
/
6
(
火
)

◆
ー

ー

2
1
7
8

運
動

部
活

動
指

導
技

術
向

上
講

習
会

【
卓

球
（
女

子
指

導
）
】

～
専

門
性

を
高

め
、

指
導

に
役

立
て

よ
う

！
～

講
義

と
演

習
を

通
し

て
、

卓
球

の
特

性
に

合
わ

せ
た

合
理

的
か

つ
効

果
的

・
効

率
的

な
指

導
方

法
や

練
習

内
容

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

◆
◆

○
○

・
・

－
1
0
/
1
7
(
火
)

◆
ー

ー

2
1
7
9

大
学

入
試

問
題

研
究

講
座

（
高

　
国

語
）

～
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

学
力

と
は

　
　

　
生

徒
の

夢
の

実
現

を
目

指
し

て
～

外
部

講
師

に
よ

る
新

し
い

大
学

入
試

制
度

の
分

析
を

踏
ま

え
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
に

必
要

と
な

る
資

質
・

能
力

を
育

む
指

導
や

授
業

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
◆

・
○

○
〇

－
9
/
2
8
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

29



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
1
8
0

大
学

入
試

問
題

研
究

講
座

（
高

　
数

学
）

～
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

学
力

と
は

　
　

　
生

徒
の

夢
の

実
現

を
目

指
し

て
～

外
部

講
師

に
よ

る
新

し
い

大
学

入
試

制
度

の
分

析
を

踏
ま

え
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
に

必
要

と
な

る
資

質
・

能
力

を
育

む
指

導
や

授
業

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
◆

・
○

○
○

－
9
/
2
8
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
8
1

大
学

入
試

問
題

研
究

講
座

（
高

　
外

国
語

）
～

新
し

い
大

学
入

試
に

求
め

ら
れ

る
英

語
力

と
は

　
生

徒
の

夢
の

実
現

を
め

ざ
し

て
～

外
部

講
師

に
よ

る
新

し
い

大
学

入
試

制
度

の
分

析
を

踏
ま

え
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
に

必
要

と
な

る
資

質
・

能
力

を
育

む
指

導
や

授
業

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
ー

◆
◆

・
○

○
〇

－
9
/
2
8
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
1
8
2

理
科

教
育

講
座

（
小

・
義

　
理

科
）

～
今

日
的

な
教

育
課

題
を

踏
ま

え
た

理
科

授
業

の
実

践
と

紀
要

の
作

成
～

小
学

校
の

理
科

教
育

に
お

け
る

教
科

の
本

質
的

な
課

題
や

今
日

的
な

課
題

に
つ

い
て

の
研

究
を

行
い

、
紀

要
を

作
成

・
発

表
す

る
こ

と
で

高
度

な
教

材
開

発
・

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

県
内

の
理

科
教

育
の

推
進

に
貢

献
で

き
る

実
践

の
普

及
を

図
る

。
ー

◆
ー

ー
ー

○
○

○
・

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

①
 
6
/
2
3
(
金
)
P
M

②
1
0
/
2
7
(
金
)
P
M

③
 
1
/
2
4
(
水
)

◆
◆

ー

2
1
8
3

理
科

教
育

講
座

（
中

・
義

　
理

科
）

～
今

日
的

な
教

育
課

題
を

踏
ま

え
た

理
科

授
業

の
実

践
と

紀
要

の
作

成
～

中
学

校
の

理
科

教
育

に
お

け
る

教
科

の
本

質
的

な
課

題
や

今
日

的
な

課
題

に
つ

い
て

の
研

究
を

行
い

、
紀

要
を

作
成

・
発

表
す

る
こ

と
で

高
度

な
教

材
開

発
・

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

県
内

の
理

科
教

育
の

推
進

に
貢

献
で

き
る

実
践

の
普

及
を

図
る

。
ー

ー
◆

ー
ー

○
○

○
・

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

①
 
6
/
2
3
(
金
)
P
M

②
1
0
/
2
7
(
金
)
P
M

③
 
1
/
2
4
(
水
)

◆
◆

ー

2
1
8
4

理
科

教
育

講
座

（
高

　
理

科
）

～
 生

徒
も

自
分

も
納

得
す

る
授

業
づ

く
り

！
 ～

生
徒

の
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

に
つ

い
て

学
ぶ

実
践

講
座

。
公

開
授

業
や

研
究

会
を

通
じ

て
授

業
力

を
高

め
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

効
果

的
に

活
用

し
た

授
業

デ
ザ

イ
ン

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
○

○
○

○
－

①
 
6
/
2
1
(
水
)
P
M

②
 
1
0
月
中
旬

③
 
1
/
2
4
(
水
)

◆
ー

ー

2
1
8
5

研
究

開
発

講
座

（
高

　
理

科
実

験
教

材
開

発
）

～
協

働
で

開
発

し
よ

う
、

実
験

教
材

～
知

的
好

奇
心

や
探

究
心

を
喚

起
し

、
自

ら
学

ぶ
意

欲
を

高
め

る
理

科
演

示
実

験
や

実
験

書
の

開
発

・
改

善
に

つ
い

て
研

究
を

行
う

。
ー

ー
ー

◆ 指 定 者

ー
○

○
○

○

G
1
:
理
科
教
員

G
2
:
岐
阜
南
地
区
の
理
科
実

習
教
諭
・
実
習
助
手

G
3
:
西
濃
地
区
の
理
科
実
習

教
諭
・
実
習
助
手

G
1
:
①
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

 
　
②
 
7
/
 
3
(
月
)
P
M

 
　
③
1
1
/
2
9
(
水
)
P
M

G
2
:
①
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

 
　
②
 
7
/
1
0
(
月
)
P
M

 
　
③
1
1
/
 
9
(
木
)
P
M

G
3
:
①
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

　
 
②
 
7
/
1
0
(
月
)
P
M

　
 
③
1
1
/
 
9
(
木
)
P
M

◆
◆

ー

2
1
8
6

☆
授

業
改

善
講

座
校

内
研

修
（
高

・
特

）
～

教
科

担
当

主
事

が
訪

問
し

、
講

義
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

授
業

研
究

会
を

行
い

ま
す

！
～

教
科

担
当

主
事

に
よ

る
講

義
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
通

し
て

学
習

指
導

要
領

実
施

上
の

課
題

や
疑

問
等

に
つ

い
て

の
解

決
策

な
ど

各
校

の
実

態
を

踏
ま

え
な

が
ら

共
に

考
え

、
指

導
計

画
や

学
習

指
導

の
改

善
を

図
る

。
※

申
込

み
は

別
途

開
催

要
綱

Ｈ
Ｐ

に
掲

載
の

申
込

用
紙

（
様

式
1
）

に
て

。
ー

ー
ー

◆
◆

〇
〇

〇
〇

高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
各
教
科
等

希
望
日

◆
ー

ー

選
択

研
修

　
生

徒
指

導

2
2
0
1

学
級

経
営

（
基

礎
形

成
）

～
一

人
一

人
が

輝
き

、
成

長
す

る
た

め
の

学
級

経
営

を
学

ぼ
う

～

児
童

生
徒

一
人

一
人

が
大

切
に

さ
れ

、
自

分
の

よ
さ

を
見

い
だ

し
た

り
伸

ば
し

た
り

で
き

、
自

己
有

用
感

や
自

己
実

現
の

喜
び

を
実

感
で

き
る

学
級

経
営

の
在

り
方

を
学

ぶ
。

ー
◆

◆
ー

ー
★

・
・

・

G
1
:
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

G
2
:
中
濃
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
3
:
飛
騨
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
4
:
恵
那
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

1
2
/
6
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
0
2

学
級

活
動

（
基

礎
形

成
）

～
よ

り
よ

い
集

団
生

活
の

構
築

や
社

会
へ

の
参

画
、

自
己

の
実

現
に

向
け

た
実

践
に

結
び

付
け

る
学

級
活

動
の

在
り

方
を

学
ぼ

う
～

集
団

や
個

人
の

課
題

を
見

い
だ

し
、

話
合

い
を

通
し

て
「

合
意

形
成

」
を

図
っ

た
り

、
自

己
の

課
題

の
解

決
方

法
に

つ
い

て
「

意
思

決
定

」
し

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
よ

り
よ

い
集

団
生

活
の

構
築

や
社

会
へ

の
参

画
、

自
己

の
実

現
に

向
け

た
一

人
一

人
の

実
践

に
結

び
付

け
る

学
級

活
動

の
在

り
方

を
学

ぶ
。

ー
◆

◆
ー

ー
★

・
・

・

G
1
:
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

G
2
:
中
濃
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
3
:
飛
騨
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
4
:
恵
那
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

1
2
/
1
8
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
0
3

特
別

活
動

　
指

導
力

向
上

講
座

（
小

・
中

・
義

）
～

集
団

や
社

会
に

お
け

る
生

活
及

び
人

間
関

係
を

よ
り

よ
く
形

成
す

る
特

別
活

動
の

在
り

方
～

集
団

の
一

員
と

し
て

、
よ

り
よ

い
生

活
や

人
間

関
係

を
築

こ
う

と
す

る
自

主
的

、
実

践
的

な
態

度
を

育
て

る
と

と
も

に
、

自
己

の
生

き
方

に
つ

い
て

の
考

え
を

深
め

、
自

己
を

生
か

す
能

力
を

養
お

う
と

す
る

特
別

活
動

の
在

り
方

を
実

践
発

表
や

実
践

交
流

を
通

し
て

学
ぶ

。
ー

◆
◆

ー
ー

・
○

・
・

－
9
/
1
3
(
水
)

ー
◆

ー

2
2
0
4

学
級

経
営

講
座

（
小

・
義

）
～

児
童

が
よ

り
よ

く
生

き
る

力
を

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

学
級

経
営

の
在

り
方

を
学

ぼ
う

～

児
童

が
よ

り
よ

い
自

分
や

学
級

・
学

校
生

活
、

人
間

関
係

を
つ

く
る

活
動

を
通

し
て

、
共

生
社

会
で

よ
り

よ
く

生
き

る
力

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
学

級
経

営
の

在
り

方
を

、
具

体
的

な
実

例
や

実
践

交
流

を
通

し
て

学
ぶ

。
ー

◆
ー

ー
ー

・
○

○
・

－
7
/
6
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
0
5

学
級

経
営

講
座

（
中

・
義

）
～

生
徒

が
よ

り
よ

く
生

き
る

力
を

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

学
級

経
営

の
在

り
方

を
学

ぼ
う

～

生
徒

が
よ

り
よ

い
自

分
や

学
級

・
学

校
生

活
、

人
間

関
係

を
つ

く
る

活
動

を
通

し
て

、
共

生
社

会
で

よ
り

よ
く

生
き

る
力

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
学

級
経

営
の

在
り

方
を

、
具

体
的

な
実

例
や

実
践

交
流

を
通

し
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

ー
ー

・
○

○
・

－
6
/
2
8
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
0
6

高
等

学
校

の
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
経

営
～

初
め

て
の

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

経
営

～
教

職
の

基
礎

形
成

を
図

る
た

め
、

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

経
営

に
関

す
る

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
し

、
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
。

ー
ー

ー
◆

ー
★

・
・

・
－

6
/
2
9
(
木
)

ー
◆

ー

2
2
0
7

研
究

開
発

講
座

（
高

　
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
ノ

ー
ト

の
作

成
）

～
青

春
を

探
求

し
よ

う
　

H
R

活
動

活
性

化
の

手
引

き
～

高
等

学
校

の
Ｈ

Ｒ
活

動
の

実
情

に
応

じ
た

教
材

の
開

発
と

と
も

に
、

生
徒

自
身

が
よ

り
よ

い
人

間
関

係
づ

く
り

や
進

路
実

現
に

向
け

た
取

組
が

積
極

的
に

で
き

る
よ

う
な

教
材

の
研

究
開

発
を

行
う

。
ー

ー
ー

◆ 指 定 者

ー
・

○
○

・
－

①
 
5
/
2
5
(
木
)
P
M

②
 
8
/
2
4
(
木
)
P
M

③
 
2
/
1
5
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
0
8

キ
ャ

リ
ア

教
育

基
礎

講
座

（
基

礎
形

成
）

～
自

校
で

の
教

育
活

動
を

み
つ

め
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
す

す
め

よ
う

～

学
び

や
経

験
の

積
み

重
ね

で
形

成
さ

れ
る

キ
ャ

リ
ア

と
そ

の
教

育
に

つ
い

て
概

論
を

学
ぶ

。
ま

た
、

中
央

研
修

に
参

加
し

た
教

員
の

実
践

事
例

報
告

を
通

し
て

、
自

校
の

実
践

の
振

り
返

り
を

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

指
導

力
向

上
を

目
指

す
。

ー
◆

◆
◆

◆
★

・
・

・
G
1
:
小
中
義

G
2
:
高
特

G
1
:
1
1
/
1
0
(
金
)
A
M

G
2
:
1
1
/
1
0
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
0
9

キ
ャ

リ
ア

教
育

実
践

講
座

～
キ

ャ
リ

ア
発

達
を

促
す

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

充
実

を
！

～

子
ど

も
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
過

程
や

、
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
理

論
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
の

活
用

法
等

に
つ

い
て

、
演

習
を

通
し

て
具

体
的

に
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

・
－

1
1
/
2
0
(
月
)

◆
◆

ー

30



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
2
1
0

生
徒

指
導

基
礎

講
座

（
小

・
中

・
義

）
～

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

問
題

行
動

対
応

～

生
徒

指
導

の
基

盤
と

な
る

「
生

徒
指

導
理

解
」

や
「

児
童

生
徒

の
居

場
所

づ
く

り
・

絆
づ

く
り

」
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

「
い

じ
め

や
虐

待
」

等
の

諸
問

題
へ

の
対

応
力

を
身

に
付

け
る

（
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

）
。

ー
◆

◆
ー

ー
○

○
・

・
－

9
/
2
9
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
1

生
徒

指
導

基
礎

講
座

（
高

・
特

）
～

事
例

を
通

し
て

学
ぶ

問
題

行
動

対
応

～
生

徒
指

導
の

基
盤

と
な

る
「

生
徒

指
導

理
解

」
「

よ
り

良
い

人
間

関
係

づ
く

り
」

「
児

童
生

徒
と

の
信

頼
関

係
づ

く
り

」
や

「
い

じ
め

の
問

題
」

に
つ

い
て

学
び

、
生

徒
指

導
の

基
本

的
な

知
識

や
対

応
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
◆

◆
★

○
○

○
－

6
/
2
1
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
2

「
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

」
講

座
～

「チ
ー

ム
学

校
」を

基
盤

と
し

た
、

い
じ

め
・
不

登
校

の
未

然
防

止
～

国
立

教
育

政
策

研
究

所
が

推
進

す
る

「
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

調
査

研
究

事
業

」
に

お
け

る
、

い
じ

め
・

不
登

校
等

の
未

然
防

止
の

考
え

方
と

取
組

の
理

解
を

深
め

、
自

校
の

実
践

に
活

か
す

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

◆
ー

ー
○

○
○

○
－

6
/
2
9
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
3

臨
床

心
理

士
に

よ
る

児
童

生
徒

の
発

達
特

性
を

踏
ま

え
た

教
育

相
談

の
在

り
方

～
子

ど
も

の
心

と
向

き
合

う
た

め
に

～

教
職

の
基

礎
を

固
め

る
た

め
に

、
教

育
相

談
と

は
実

際
に

ど
の

よ
う

に
行

う
の

か
、

具
体

的
事

例
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
子

ど
も

の
特

性
に

応
じ

た
聞

き
出

し
方

、
答

え
方

、
導

き
方

な
ど

、
児

童
生

徒
の

心
と

向
き

合
っ

た
教

育
相

談
が

実
践

で
き

る
能

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
★

・
・

・

G
1
:
岐
阜
・
西
濃
地
区

G
2
:
美
濃
・
可
茂
地
区

　
【
T
V
会
議
】

G
3
:
東
濃
地
区
【
T
V
会
議
】

G
4
:
飛
騨
地
区
【
T
V
会
議
】

1
1
/
2
9
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
2
1
4

教
育

相
談

基
礎

講
座

（２
回

講
座

）
～

子
ど

も
た

ち
の

心
の

成
長

を
支

え
る

た
め

に
～

学
校

に
お

け
る

教
育

相
談

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

、
よ

り
良

い
人

間
関

係
づ

く
り

の
た

め
の

技
法

等
の

基
礎

を
学

び
、

実
践

に
活

か
す

。
ー

◆
◆

◆
◆

★
○

○
○

G
1
:
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ

G
2
:
発
達
障
が
い

G
1
:
 
5
/
2
6
(
金
)
P
M

G
2
:
1
0
/
 
6
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
5

教
育

相
談

実
践

研
修

会
（３

回
講

座
）

～
教

育
相

談
課

題
の

理
解

と
対

応
～

児
童

生
徒

の
心

に
関

わ
る

今
日

的
課

題
に

焦
点

を
当

て
、

専
門

家
に

よ
る

講
話

か
ら

実
践

に
活

か
せ

る
具

体
的

な
知

識
の

習
得

、
資

質
の

向
上

を
目

指
す

。
ー

◆
◆

◆
◆

★
○

○
○

G
1
:
不
登
校
･
引
き
こ
も
り

G
2
:
自
傷
行
為
、
依
存
症
等

G
3
:
児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

G
1
:
 
6
/
3
0
(
金
)
P
M

G
2
:
 
9
/
 
8
(
金
)
P
M

G
3
:
1
1
/
 
2
2
(
水
)
P
M

◆
◆

ー

2
2
1
6

児
童

生
徒

理
解

講
座

～
子

ど
も

た
ち

の
心

の
理

解
の

た
め

に
～

起
立

性
調

節
障

が
い

と
子

ど
も

た
ち

の
心

の
状

況
に

つ
い

て
、

医
学

と
心

理
学

の
観

点
か

ら
理

解
を

深
め

、
学

校
に

お
け

る
適

切
な

対
応

に
つ

い
て

学
び

、
不

登
校

等
の

支
援

に
活

か
す

。
ー

◆
◆

◆
◆

★
○

○
○

－
7
/
1
4
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
7

児
童

生
徒

へ
の

対
応

講
座

～
子

ど
も

た
ち

の
心

を
育

て
る

た
め

に
～

長
年

の
現

場
経

験
と

脳
科

学
の

視
点

か
ら

、
子

ど
も

の
心

の
安

全
の

確
保

し
、

生
き

る
力

を
育

む
た

め
に

、
教

員
が

子
ど

も
と

保
護

者
に

で
き

る
効

果
的

な
働

き
か

け
に

つ
い

て
学

び
、

実
践

に
活

か
す

。
ー

◆
◆

◆
◆

★
○

○
○

－
1
1
/
1
5
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
2
1
8

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
指

導
力

向
上

講
座

（３
回

講
座

）
～

児
童

生
徒

一
人

一
人

を
大

切
に

し
た

日
本

語
指

導
・
学

習
指

導
に

つ
い

て
学

ぼ
う

～

全
て

の
教

員
が

要
日

本
語

指
導

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
適

切
な

適
応

指
導

や
日

本
語

指
導

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
よ

り
き

め
細

か
な

指
導

力
、

実
践

力
を

育
て

る
。

【
Ｇ

１
】

「
捉

え
る

」
外

国
人

児
童

生
徒

等
の

背
景

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

言
語

能
力

の
測

定
や

評
価

に
つ

い
て

学
ぶ

。
【

Ｇ
２

】
「

育
む

」
外

国
人

児
童

生
徒

等
の

日
本

語
の

力
を

考
慮

し
た

指
導

方
法

・
支

援
方

法
を

学
ぶ

。
【

Ｇ
３

】
「

つ
な

ぐ
」

外
国

人
児

童
生

徒
等

の
学

び
に

広
が

り
と

連
続

性
を

も
た

せ
る

た
め

の
指

導
者

を
含

む
学

習
環

境
の

充
実

に
つ

い
て

学
ぶ

。

◆
◆

◆
◆

◆
★

○
○

・

G
1
:
Ｊ
Ｓ
Ｌ
対
話
型
ア
セ
ス

メ
ン
ト
Ｄ
Ｌ
Ａ
の
理
解
と
活

用
方
法

G
2
:
生
活
適
応
の
た
め
の
支

援
や
初
期
指
導

G
3
:
教
科
に
つ
な
が
る
指
導

や
教
材
の
活
用

G
1
:
 
6
/
2
6
(
月
)

G
2
:
 
9
/
2
1
(
木
)

G
3
:
 
1
2
/
7
(
木
)

◆
ー

ー

2
2
1
9

国
際

理
解

教
育

講
座

～
J
IC

A
海

外
派

遣
の

活
用

講
座

・ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
国

際
理

解
教

育
力

を
高

め
よ

う
～

学
校

現
場

で
の

国
際

理
解

教
育

実
践

経
験

が
豊

富
な

講
師

か
ら

、
具

体
的

な
手

法
や

考
え

方
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
J
I
C
A
の

開
発

教
育

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
知

る
こ

と
で

、
広

い
視

野
で

異
文

化
を

理
解

し
、

多
文

化
共

生
社

会
を

推
進

す
る

た
め

の
指

導
力

を
高

め
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

★ G
1

○
○

・
G
1
:
学
級
担
任
向
け

G
2
:
校
内
推
進
者
向
け

G
1
:
 
8
/
2
(
水
)

G
2
:
 
8
/
3
(
木
)

◆
ー

ー

選
択

研
修

　
経

営
・

分
掌

2
3
0
2

人
権

教
育

講
座

～
人

権
教

育
で

こ
そ

で
き

る
 「

人
間

尊
重

の
気

風
が

み
な

ぎ
る

学
校

づ
く
り

」
～

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育

を
全

教
育

活
動

で
推

進
す

る
指

導
者

と
し

て
の

資
質

を
、

講
義

、
研

修
を

通
し

て
身

に
付

け
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

○
・

－
1
2
/
1
4
(
木
)

◆
ー

ー

2
3
0
3

教
師

力
を

高
め

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
を

身
に

付
け

よ
う

！
（
高

・
特

）
～

メ
ン

タ
リ

ン
グ

を
通

し
た

「
学

ぶ
力

と
育

て
る

力
」
の

向
上

～
学

校
組

織
に

お
け

る
職

員
間

の
関

係
を

良
好

に
築

き
、

対
話

に
よ

る
気

づ
き

と
助

言
に

よ
り

、
自

発
的

で
自

律
的

な
成

長
を

促
す

方
法

や
手

立
て

を
学

び
、

学
校

運
営

や
教

育
活

動
に

生
か

す
。

ー
ー

ー
◆

◆
★

○
・

・
－

6
/
1
4
(
水
)

◆
ー

ー

2
3
0
4

話
し

方
向

上
講

座
～

相
手

に
響

く
！

伝
わ

る
！

「
話

し
方

」を
磨

こ
う

！
～

声
の

出
し

方
、

間
の

と
り

方
、

抑
揚

な
ど

自
分

の
話

し
方

を
客

観
的

に
捉

え
、

そ
の

問
題

点
に

気
付

き
、

ど
う

す
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

話
し

方
に

な
る

か
、

元
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
の

講
師

か
ら

そ
の

手
法

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
G
2

G
1
:
 
9
/
1
4
(
木
)
P
M

G
2
:
 
9
/
2
1
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

2
3
0
5

ワ
ン

ペ
ー

パ
ー

向
上

講
座

～
見

や
す

い
！

分
か

り
や

す
い

！
納

得
の

1
枚

を
つ

く
ろ

う
！

～

端
的

に
ま

と
め

る
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

に
よ

り
、

自
分

の
思

考
が

整
理

さ
れ

、
相

手
に

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

は
、

働
き

方
改

革
の

一
手

と
な

る
は

ず
。

機
能

す
る

ワ
ン

ペ
ー

パ
ー

を
ど

の
よ

う
に

作
成

す
る

か
、

講
師

か
ら

そ
の

手
法

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
G
2

G
1
:
 
1
0
/
4
(
水
)
P
M

G
2
:
 
1
0
/
1
1
(
水
)
P
M

◆
ー

ー

2
3
0
6

プ
レ

ゼ
ン

力
向

上
講

座
～

相
手

の
心

を
つ

か
む

！
揺

さ
ぶ

る
！

プ
レ

ゼ
ン

力
を

磨
こ

う
！

～

何
を

ど
の

よ
う

に
伝

え
る

と
相

手
に

過
不

足
な

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

か
。

相
手

や
目

的
、

場
や

状
況

に
応

じ
た

プ
レ

ゼ
ン

力
を

身
に

付
け

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
G
2

G
1
:
1
2
/
1
(
金
)

G
2
:
1
2
/
1
5
(
金
)

◆
ー

ー

2
3
0
7

保
護

者
と

の
信

頼
度

向
上

講
座

～
保

護
者

と
の

協
力

体
制

を
築

こ
う

！
～

保
護

者
と

協
力

し
て

指
導

に
当

た
る

に
は

…
。

初
期

対
応

を
適

切
に

行
い

、
問

題
の

早
期

解
決

を
図

る
に

は
…

。
保

護
者

と
う

ま
く

関
係

を
築

く
た

め
に

は
ど

う
す

る
と

よ
い

か
、

様
々

な
事

例
を

も
と

に
考

え
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

1
2
/
1
1
(
月
)

◆
ー

ー

2
3
0
8

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
講

座
～

「
場

の
デ

ザ
イ

ン
力

」
「
対

人
関

係
」
「
構

造
化

」
「
合

意
形

成
」

で
、

議
論

を
活

性
化

さ
せ

よ
う

～

学
校

・
学

年
等

の
組

織
を

支
え

る
人

と
人

と
の

相
互

関
係

促
進

を
図

る
手

立
て

を
学

び
、

学
校

・
学

年
等

の
運

営
の

視
点

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
○

○
－

1
0
/
1
6
(
月
)

◆
ー

ー

2
3
0
9

コ
ー

チ
ン

グ
講

座
～

力
を

引
き

出
し

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

ッ
プ

！
コ

ー
チ

ン
グ

を
身

に
付

け
 学

校
組

織
を

豊
か

に
～

相
手

の
優

れ
た

能
力

を
引

き
出

し
な

が
ら

、
自

発
的

な
行

動
を

促
す

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

で
あ

る
コ

ー
チ

ン
グ

を
様

々
な

角
度

か
ら

学
び

、
学

校
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

生
か

す
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

・
○

○
－

6
/
2
6
(
月
)

◆
ー

ー

2
3
1
0

Ｄ
ＩＧ

（
災

害
図

上
訓

練
）
初

級
編

～
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

た
D

IG
研

修
～

Ｄ
Ｉ

Ｇ
（

災
害

図
上

訓
練

）
の

講
義

を
通

し
て

、
学

校
や

地
域

の
防

災
に

対
す

る
着

眼
点

及
び

対
策

を
学

ぶ
。

ま
た

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

な
が

ら
児

童
生

徒
の

自
助

・
共

助
の

態
度

を
養

う
た

め
の

指
導

に
つ

い
て

考
え

る
。

◆
◆

◆
ー

ー
○

○
・

・
－

6
/
9
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

31



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
3
1
1

Ｈ
Ｕ

Ｇ
（
避

難
所

運
営

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
初

級
編

～
被

災
地

か
ら

学
ぶ

H
U

G
研

修
～

講
師

の
被

災
地

で
の

実
体

験
か

ら
、

学
校

が
避

難
所

に
な

っ
た

と
き

に
起

こ
り

得
る

事
象

に
つ

い
て

学
び

、
事

前
に

何
を

す
れ

ば
よ

い
の

か
、

実
際

ど
の

よ
う

に
動

く
の

か
に

つ
い

て
考

え
て

い
く

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

○
○

－
6
/
1
6
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
2

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
１

（
幼

）
～

子
ど

も
の

命
を

守
り

き
る

防
災

教
育

～
幼

稚
園

に
お

い
て

、
学

校
活

動
中

に
想

定
外

の
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
避

難
の

仕
方

や
安

全
対

策
や

、
自

分
の

命
を

自
分

で
守

れ
る

子
ど

も
を

育
成

す
る

た
め

の
「

命
を

守
る

訓
練

」
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

◆
ー

ー
ー

ー
・

○
○

○
－

8
/
2
2
(
火
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
3

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
１

（
小

・
義

）
（２

回
講

座
）

～
子

ど
も

の
命

を
守

り
き

る
防

災
教

育
～

小
学

校
に

お
い

て
、

学
校

活
動

中
に

想
定

外
の

自
然

災
害

が
発

生
し

た
場

合
の

避
難

の
仕

方
や

安
全

対
策

や
、

自
分

の
命

を
自

分
で

守
れ

る
子

ど
も

を
育

成
す

る
た

め
の

「
命

を
守

る
訓

練
」

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

◆
ー

ー
ー

・
○

○
○

G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

①
 
6
/
2
3
(
金
)
P
M

②
1
0
/
 
5
(
木
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
4

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
１

（
中

・
義

）
（２

回
講

座
）

～
子

ど
も

の
命

を
守

り
き

る
防

災
教

育
～

中
学

校
に

お
い

て
、

学
校

活
動

中
に

想
定

外
の

自
然

災
害

が
発

生
し

た
場

合
の

避
難

の
仕

方
や

安
全

対
策

や
、

自
分

の
命

を
自

分
で

守
れ

る
子

ど
も

を
育

成
す

る
た

め
の

「
命

を
守

る
訓

練
」

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

ー
◆

ー
ー

・
○

○
○

G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

①
 
6
/
1
3
(
火
)
P
M

②
1
0
/
1
1
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
5

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
１

（
高

）
（２

回
講

座
）

～
子

ど
も

の
命

を
守

り
き

る
防

災
教

育
～

高
等

学
校

に
お

い
て

、
学

校
活

動
中

に
想

定
外

の
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
避

難
の

仕
方

や
安

全
対

策
や

、
自

分
の

命
を

自
分

で
守

れ
る

子
ど

も
を

育
成

す
る

た
め

の
「

命
を

守
る

訓
練

」
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
ー

ー
◆

ー
・

○
○

○
G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

①
 
6
/
2
2
(
木
)
P
M

②
1
0
/
1
8
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
6

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
１

（
特

）
（２

回
講

座
）

～
子

ど
も

の
命

を
守

り
き

る
防

災
教

育
～

特
別

支
援

学
校

に
お

い
て

、
学

校
活

動
中

に
想

定
外

の
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
避

難
の

仕
方

や
安

全
対

策
や

、
自

分
の

命
を

自
分

で
守

れ
る

子
ど

も
を

育
成

す
る

た
め

の
「

命
を

守
る

訓
練

」
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
ー

ー
ー

◆
・

○
○

○
G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

①
 
6
/
1
5
(
木
)
P
M

②
1
0
/
2
5
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
7

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
２

～
関

係
機

関
と

連
携

し
た

災
害

時
の

学
校

の
対

応
の

在
り

方
～

気
象

情
報

等
か

ら
関

係
機

関
と

の
連

携
の

中
で

、
ど

の
よ

う
な

判
断

・
対

応
が

考
え

ら
れ

る
か

を
検

討
し

、
学

校
版

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
方

法
を

学
ぶ

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

○
○

G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

8
/
1
(
火
)
P
M

◆
ー

ー

2
3
1
8

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
３

～
災

害
発

生
時

の
対

応
　

大
川

小
学

校
事

故
に

学
ぶ

～
大

川
小

学
校

の
事

例
を

基
に

、
災

害
発

生
時

の
対

応
や

遺
族

等
の

立
場

に
立

っ
た

事
故

後
の

対
応

の
在

り
方

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

○
G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

1
1
/
7
(
火
)
P
M

ー
◆

ー

2
3
1
9

防
災

教
育

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
４

～
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

・
改

善
 ～

学
校

周
辺

の
地

形
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

の
情

報
か

ら
、

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

課
題

点
を

明
ら

か
に

し
、

見
直

し
・

改
善

に
資

す
る

視
点

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
○

○
G
1
:
希
望
者

G
2
:
新
任
教
頭
研
修
対
象
者

1
2
/
5
(
火
)
P
M

ー
◆

ー

選
択

研
修

　
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
児

童
生

徒
へ

の
対

応

2
4
0
1

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
授

業
づ

く
り

～
実

践
か

ら
学

ぶ
、

誰
も

が
わ

か
る

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

授
業

・
環

境
づ

く
り

～

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

授
業

づ
く

り
や

環
境

設
定

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
改

善
方

法
や

支
援

の
在

り
方

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
★

○
・

・

G
1
:
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

G
2
:
中
濃
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
3
:
飛
騨
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

1
2
/
8
(
金
)
P
M

◆
ー

ー

2
4
0
2

発
達

障
が

い
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

へ
の

支
援

～
作

業
療

法
士

の
視

点
か

ら
学

ぶ
（
や

り
に

く
さ

の
捉

え
方

、
感

覚
統

合
）
～

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
小

・
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
の

通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

を
事

例
と

し
て

、
困

難
さ

の
要

因
分

析
の

考
え

方
や

困
り

感
に

対
応

し
た

支
援

の
仕

方
を

、
専

門
家

（
作

業
療

法
士

等
）

の
視

点
か

ら
学

び
、

実
践

力
を

身
に

付
け

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
★

○
・

・

G
1
:
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
予

定 G
2
:
中
濃
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

G
3
:
飛
騨
総
合
庁
舎
【
T
V
会

議
】

1
0
/
6
(
金
)

◆
ー

ー

2
4
0
3

個
別

の
教

育
支

援
計

画
の

作
成

・
活

用
～

作
成

の
基

本
か

ら
、

そ
の

活
用

ま
で

を
学

ぶ
～

【
G
1
】

教
職

の
基

礎
形

成
を

図
る

た
め

、
自

身
の

担
当

す
る

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

児
童

生
徒

の
個

別
の

教
育

支
援

計
画

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
を

理
解

す
る

。
【

G
2
】

作
成

し
た

個
別

の
教

育
支

援
計

画
の

校
内

・
校

外
へ

の
有

効
な

活
用

方
法

を
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

ー
★ G
1

○ G
1

〇 G
2

〇 G
2

G
1
:
基
礎
形
成
期
・
資
質
向

上
期

G
2
:
資
質
充
実
期
・
資
質
貢

献
期

G
1
:
 
5
/
1
8
(
木
)
P
M

G
2
:
 
7
/
7
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
4
0
4

障
が

い
種

別
の

実
践

者
か

ら
学

ぶ
特

別
支

援
学

級
、

通
級

指
導

教
室

の
授

業
づ

く
り

障
が

い
種

別
の

実
践

者
よ

り
、

Ｈ
Ｒ

・
学

級
経

営
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
児

童
生

徒
の

実
態

分
析

か
ら

授
業

づ
く

り
に

つ
い

て
学

び
、

自
ら

の
実

践
に

役
立

て
る

。
ー

◆
◆

◆
ー

★
○

○
○

G
1
:
知
的
障
が
い

G
2
:
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い

G
3
:
言
語
通
級

G
4
:
高
等
学
校
通
級

G
1
:
 
6
/
7
(
水
)
P
M

G
2
:
 
6
/
1
4
(
水
)
P
M

G
3
:
 
7
/
6
(
木
)
P
M

G
4
:
 
7
/
1
4
(
金
)
P
M

◆
ー

ー

2
4
0
5

医
学

・
福

祉
の

視
点

か
ら

学
ぶ

特
別

支
援

教
育

（２
回

講
座

）
～

発
達

障
が

い
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

へ
の

支
援

～

基
礎

的
な

特
別

支
援

教
育

に
対

す
る

知
識

・
技

能
を

有
す

る
か

、
又

は
発

達
障

が
い

等
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

の
指

導
・

相
談

経
験

が
３

年
程

度
以

上
あ

る
全

て
の

校
種

の
教

員
が

、
医

学
や

福
祉

の
専

門
家

に
よ

る
２

回
連

続
講

座
で

知
識

を
深

め
、

特
別

な
支

援
に

関
す

る
具

体
的

な
指

導
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
〇

－
G
1
:
9
/
1
3
(
水
)
P
M

G
2
:
9
/
1
4
(
木
)

◆
◆

ー

2
4
0
6

ＩＣ
Ｔ

活
用

と
読

み
書

き
に

困
難

の
あ

る
子

ど
も

の
学

び
読

み
書

き
に

困
難

の
あ

る
子

の
背

景
や

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

の
講

話
を

通
し

て
、

発
達

障
が

い
あ

の
あ

る
児

童
生

徒
の

読
み

書
き

の
指

導
に

つ
い

て
学

び
、

指
導

・
支

援
に

生
か

す
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
・

・
－

9
/
5
（
火

）
ー

◆
◆

2
4
0
7

交
流

及
び

共
同

学
習

～
共

に
学

び
、

互
い

に
成

長
し

合
え

る
交

流
で

あ
る

た
め

に
～

「
通

常
の

学
級

と
特

別
支

援
学

級
」

「
居

住
地

校
交

流
や

学
校

間
交

流
」

の
交

流
及

び
共

同
学

習
の

実
践

か
ら

、
共

に
学

び
、

互
い

に
成

長
し

合
え

る
交

流
及

び
共

同
学

習
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
・

○
・

・
－

６
月
中
旬
P
M

ー
◆

◆

2
4
0
8

特
別

支
援

教
育

講
座

　
医

療
的

ケ
ア

専
門

研
修

～
学

校
に

お
け

る
医

療
的

ケ
ア

の
実

際
～

医
療

的
ケ

ア
の

基
本

的
事

項
（

重
度

の
障

が
い

・
疾

病
の

あ
る

児
童

生
徒

）
に

つ
い

て
の

医
療

上
の

専
門

的
な

対
応

方
法

に
関

す
る

具
体

的
な

理
解

を
深

め
る

。
◆

◆
◆

ー
◆

・
○

・
・

－
8
/
3
(
木
)

◆
ー

ー

2
4
0
9

e
-L

e
ar

n
in

g 
 多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
特

別
支

援
教

育
講

座
～

現
場

で
役

立
つ

コ
ン

テ
ン

ツ
が

見
つ

か
る

（
県

内
・
県

外
の

特
別

支
援

教
育

コ
ン

テ
ン

ツ
よ

り
）
～

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
的

な
知

識
に

つ
い

て
、

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所
の

コ
ン

テ
ン

ツ
や

県
内

各
特

別
支

援
学

校
（

コ
ア

・
ス

ク
ー

ル
）

の
共

有
資

料
等

を
基

に
、

自
ら

の
ニ

ー
ズ

や
障

が
い

種
に

応
じ

て
、

概
論

的
に

学
ぶ

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

・
・

－
8
/
1
(
火
)
～
 
1
/
3
1
(
水
)

ー
ー

◆

32



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
4
1
0

発
達

障
が

い
の

あ
る

子
の

性
教

育
医

学
の

専
門

家
に

よ
る

講
話

と
演

習
を

通
し

て
、

発
達

障
が

い
の

あ
る

幼
児

児
童

生
徒

の
性

教
育

に
つ

い
て

学
び

、
指

導
・

支
援

に
活

か
す

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

・
・

－
1
0
/
1
1
（
水
）

ー
◆

◆

2
4
1
1

発
達

障
が

い
の

あ
る

子
の

「
見

る
力

」に
対

す
る

指
導

オ
プ

ト
メ

ト
リ

ス
ト

に
よ

る
講

話
と

演
習

を
通

し
て

、
発

達
障

が
い

の
あ

る
幼

児
児

童
生

徒
の

見
る

力
に

つ
い

て
学

び
、

指
導

・
支

援
に

活
か

す
。

◆
◆

◆
◆

◆
・

○
・

・
－

１
１
月
中
旬

ー
◆

◆

2
4
1
2

発
達

障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

す
る

支
援

の
実

際
～

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

発
達

障
が

い
学

生
に

対
す

る
支

援
の

実
際

～

心
理

学
の

専
門

家
に

よ
る

講
話

と
校

種
間

を
越

え
た

グ
ル

ー
プ

で
の

支
援

の
検

討
を

通
し

て
、

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

発
達

障
が

い
支

援
に

つ
い

て
学

び
、

長
期

的
な

視
点

を
も

っ
て

学
齢

期
の

支
援

に
活

か
す

。
◆

◆
◆

◆
◆

・
○

・
・

－
8
/
3
0
（
水
）

ー
◆

◆

2
4
1
3

☆
知

的
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

学
び

～
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

基
に

し
た

授
業

づ
く
り

～
知

的
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

や
個

別
の

指
導

計
画

に
基

づ
い

た
授

業
づ

く
り

を
学

ぶ
。

ー
ー

ー
ー

◆
★

〇
・

・
－

7
/
2
4
(
月
)

◆
ー

ー

2
4
1
4

☆
知

的
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

学
び

～
教

科
指

導
を

見
直

す
～

知
的

障
が

い
の

あ
る

児
童

生
徒

の
教

科
指

導
の

在
り

方
に

つ
い

て
改

め
て

見
直

し
、

授
業

改
善

、
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

ー
ー

ー
◆

・
〇

〇
〇

－
7
/
3
1
(
月
)

◆
ー

ー

2
4
1
5

☆
重

複
障

が
い

学
級

の
指

導
～

基
礎

か
ら

学
ぶ

～
専

門
家

や
コ

ア
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
か

ら
重

度
重

複
障

が
い

学
級

の
指

導
に

必
要

な
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

こ
と

で
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
★

〇
・

・
－

8
/
2
5
(
金
)

◆
ー

ー

2
4
1
6

☆
重

複
障

が
い

学
級

の
指

導
～

作
業

療
法

士
と

共
に

考
え

る
「
か

ら
だ

」
の

授
業

～
重

度
重

複
障

が
い

学
級

の
身

体
の

動
き

の
困

難
さ

の
要

因
分

析
の

考
え

方
を

、
専

門
家

（
作

業
療

法
士

等
）

の
視

点
か

ら
学

び
、

実
践

力
を

高
め

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
・

〇
〇

〇
－

8
/
3
(
木
)

◆
ー

ー

選
択

研
修

　
Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
情

報
・

教
育

デ
ー

タ
の

利
活

用

2
5
0
1

【
基

礎
形

成
】こ

れ
で

ば
っ

ち
り

！
情

報
教

育
の

基
礎

～
ＩＣ

Ｔ
活

用
・
著

作
権

・
情

報
管

理
の

基
礎

を
学

ぶ
～

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

、
学

校
教

育
に

お
け

る
著

作
権

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
の

基
礎

基
本

の
理

解
を

深
め

、
以

後
の

教
育

実
践

や
業

務
の

見
直

し
を

図
る

。
※

高
校

･
特

支
学

校
は

、
初

任
研

と
内

容
が

重
複

し
ま

す
の

で
受

講
対

象
外

で
す

。
ー

◆
◆

ー
ー

★
・

・
・

－
G
1
:
5
/
1
9
(
金
)

G
2
:
5
/
2
2
(
月
)

G
3
:
6
/
2
(
金
)

◆
ー

ー

2
5
0
2

ＩＣ
Ｔ

活
用

実
践

研
修

（
小

・
中

・
義

・
高

）
～

１
人

１
台

端
末

と
連

携
す

る
学

習
支

援
ソ

フ
ト

の
活

用
指

導
力

を
高

め
る

～

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

や
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

等
の

急
速

な
整

備
に

伴
い

、
県

内
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
、

高
等

学
校

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

指
導

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

１
人

１
台

端
末

と
連

携
す

る
学

習
支

援
ツ

ー
ル

の
活

用
実

践
を

通
し

て
、

実
践

に
生

か
す

た
め

の
活

用
指

導
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

G
1
,
G
2
:
i
P
a
d

G
3
:
G
o
o
g
l
e
 
W
o
r
k
S
p
a
c
e

G
4
,
G
5
:
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

G
6
,
G
7
:
M
e
t
a
M
o
J
i

C
l
a
s
s
r
o
o
m

G
8
:
S
K
Y
M
E
N
U
 
C
l
o
u
d

G
9
:
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド

G
1
0
,
G
1
1
:
M
i
c
r
o
s
o
f
t

T
e
a
m
s

G
1
:
9
/
6
(
水
)

G
2
:
9
/
1
5
(
金
)

G
3
:
9
/
2
2
(
金
)

G
4
:
9
/
2
5
(
月
)

G
5
:
1
0
/
5
(
木
)

G
6
:
1
0
/
1
9
(
木
)

G
7
:
1
0
/
2
7
(
金
)

G
8
:
1
1
/
2
(
木
)

G
9
:
1
1
/
9
(
木
)

G
1
0
:
1
1
/
1
6
(
木
)

G
1
1
:
1
1
/
2
7
(
月
)

◆
ー

ー

2
5
0
3

ＩＣ
Ｔ

活
用

実
践

研
修

（
特

）
～

１
人

１
台

端
末

の
活

用
と

実
践

～

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

や
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

等
の

急
速

な
整

備
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

校
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
指

導
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
１

人
１

台
端

末
と

連
携

す
る

学
習

支
援

ツ
ー

ル
の

活
用

実
践

を
通

し
て

、
実

践
に

生
か

す
た

め
の

活
用

指
導

力
を

身
に

付
け

る
。

ー
ー

ー
ー

◆
○

○
○

○
G
1
:
導
入
編

G
2
:
活
用
編

G
1
:
 
7
/
5
(
水
)
P
M

G
2
:
 
8
/
2
5
(
金
)

◆
ー

ー

2
5
0
4

放
課

後
学

べ
る

！
ミ

ニ
IC

T
講

座
～

短
時

間
で

ＩＣ
Ｔ

ツ
ー

ル
の

基
本

的
な

使
い

方
や

使
い

慣
れ

た
ソ

フ
ト

の
新

機
能

を
学

ぶ
～

短
時

間
で

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

ツ
ー

ル
に

つ
い

て
学

ぶ
、

オ
ン

ラ
イ

ン
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

）
研

修
。

今
さ

ら
聞

け
な

い
ソ

フ
ト

の
基

本
的

な
使

い
方

や
使

い
慣

れ
た

ソ
フ

ト
の

新
機

能
に

つ
い

て
、

学
校

に
い

な
が

ら
学

び
ま

す
。

※
お

も
な

研
修

内
容

が
Ｉ

Ｃ
Ｔ

ツ
ー

ル
の

基
本

的
な

操
作

や
機

能
で

あ
る

こ
と

や
、

各
自

治
体

に
よ

っ
て

、
I
C
T

ツ
ー

ル
整

備
環

境
が

異
な

り
ま

す
の

で
、

自
校

に
整

備
さ

れ
利

用
で

き
る

環
境

で
あ

る
か

を
踏

ま
え

て
、

受
講

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

※
本

研
修

講
座

は
、

中
堅

教
諭

資
質

向
上

研
修

等
の

「
自

己
課

題
に

応
じ

た
研

修
」

に
は

代
替

で
き

ま
せ

ん
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○

G
1
:
W
e
b
e
x

G
2
:
M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
F
o
r
m
s

G
3
:
M
e
t
a
M
o
J
i
 
C
l
a
s
s
R
o
o
m

G
4
:
i
P
a
d
各
種
ア
プ
リ

G
5
:
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
･
ス
ク
ー

ル G
6
:
百
問
繚
乱

G
7
:
m
a
n
a
b
a

G
8
:
W
h
i
t
e
b
o
a
r
d

G
9
:
P
o
w
e
r
 
A
u
t
o
m
a
t
e

G
1
:
5
/
2
4
(
水
)
1
5
:
5
0
～

G
2
:
5
/
2
9
(
月
)
1
5
:
5
0
～

G
3
:
6
/
1
(
木
)
1
5
:
5
0
～

G
4
:
6
/
5
(
月
)
1
5
:
5
0
～

G
5
:
6
/
8
(
木
)
1
5
:
5
0
～

G
6
:
6
/
1
2
(
月
)
1
5
:
5
0
～

G
7
:
6
/
1
9
(
月
)
1
5
:
5
0
～

G
8
:
6
/
2
8
(
水
)
1
5
:
5
0
～

G
9
:
7
/
3
(
月
)
1
5
:
5
0
～

ー
◆

◆

2
5
0
5

み
ん

な
つ

な
が

る
！

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
講

座
～

魅
力

的
な

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
づ

く
り

の
工

夫
と

コ
ツ

～
県

内
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
取

組
事

例
を

共
有

し
、

魅
力

的
な

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

行
う

た
め

の
設

計
・

運
営

や
ツ

ー
ル

の
効

果
的

な
使

い
方

を
身

に
付

け
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

ー
9
/
2
9
(
金
)

◆
ー

ー

2
5
0
6

ス
マ

ー
ト

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
講

座
～

わ
か

る
授

業
と

児
童

・
生

徒
の

表
現

力
を

高
め

る
た

め
に

～

１
人

１
台

端
末

環
境

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
に

お
け

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
教

材
の

作
成

を
通

し
て

、
興

味
・

関
心

を
高

め
た

り
、

課
題

を
明

確
に

把
握

さ
せ

た
り

す
る

と
と

も
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

効
果

的
な

活
用

に
よ

る
児

童
・

生
徒

の
表

現
力

を
高

め
る

た
め

の
実

践
力

を
身

に
付

け
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
・

G
1
G
2

G
1
:
6
/
2
9
(
木
)

G
2
:
1
0
/
2
5
(
水
)

◆
ー

ー

2
5
0
7

デ
ー

タ
の

分
析

と
教

育
へ

の
活

用
講

座
～

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

（
R

E
S
A

S
）
を

授
業

に
活

用
し

よ
う

～
地

域
経

済
に

関
す

る
様

々
な

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
見

え
る

化
し

た
R
E
S
A
S
を

活
用

し
、

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

分
析

方
法

を
体

験
的

に
学

ぶ
。

ー
ー

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

7
/
6
(
木
)

◆
◆

ー

2
5
0
8

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
よ

る
課

題
解

決
学

習
講

座
～

ア
イ

デ
ア

を
形

に
す

る
た

め
に

～
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

を
通

し
て

、
授

業
で

児
童

・
生

徒
の

創
造

力
を

高
め

、
セ

ン
サ

ー
タ

グ
や

ビ
ジ

ュ
ア

ル
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

な
ど

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
効

果
的

な
活

用
に

よ
る

ア
イ

デ
ア

を
創

出
す

る
た

め
の

手
法

を
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

1
0
/
2
0
(
金
)

◆
ー

ー

2
5
0
9

先
端

技
術

で
実

現
す

る
個

別
最

適
な

学
び

と
教

育
の

未
来

～
世

界
の

動
向

を
つ

か
み

、
先

端
技

術
に

よ
り

「
知

の
深

化
」

「
知

の
探

索
」を

施
し

、
未

来
を

創
造

す
る

子
供

の
育

成
に

つ
い

て
考

え
る

～

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

で
整

備
さ

れ
た

環
境

を
活

用
し

た
「

個
別

最
適

な
学

び
」

を
活

か
し

、
未

来
を

担
う

子
供

た
ち

を
育

成
す

る
学

校
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

1
2
/
1
4
(
木
)

◆
◆

ー

33



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

2
5
1
0

情
報

モ
ラ

ル
教

育
指

導
者

養
成

講
座

（３
回

講
座

）
　

～
学

校
で

役
立

つ
情

報
モ

ラ
ル

教
育

～

情
報

モ
ラ

ル
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
指

導
者

の
養

成
の

た
め

、
情

報
モ

ラ
ル

教
育

で
必

要
な

基
礎

知
識

や
身

近
な

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
等

の
講

話
や

実
践

を
通

し
て

、
教

職
員

や
児

童
生

徒
、

保
護

者
を

対
象

と
し

た
講

話
を

行
う

と
き

に
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
指

導
力

を
高

め
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

①
オ
ン
デ
マ
ン
ド

②
オ
ン
デ
マ
ン
ド

③
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

①
 
6
/
 
2
(
金
)

②
1
0
/
 
6
(
金
)

③
 
2
/
 
9
(
金
)
P
M

ー
◆

◆

2
5
1
1

小
学

校
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

講
座

～
教

育
課

程
へ

の
位

置
付

け
を

実
践

的
に

行
う

～
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、

「
小

学
校

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
の

手
引

」
や

様
々

な
実

践
事

例
を

基
に

学
び

、
各

教
科

等
に

お
け

る
論

理
的

な
思

考
力

を
高

め
る

た
め

の
指

導
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

◆
◆

ー
◆

○
○

○
○

G
1
:
m
i
c
r
o
:
b
i
t

G
2
:
S
c
r
a
t
c
h

G
3
:
N
H
K
 
f
o
r
 
S
c
h
o
o
l（

仮
）

G
1
:
5
/
1
2
(
金
)

G
2
:
9
/
7
(
木
)

G
3
:
1
1
/
6
(
月
)

◆
ー

ー

2
5
1
2

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
県

立
学

校
の

情
報

発
信

講
座

～
W

o
rd

P
re

ss
を

活
用

し
た

効
率

的
な

学
校

情
報

の
発

信
～

W
o
r
d
P
r
e
s
s
の

仕
組

み
や

基
本

的
な

作
成

技
能

等
に

つ
い

て
実

習
を

通
し

て
学

び
、

効
率

的
な

学
校

情
報

の
発

信
を

行
う

た
め

の
実

践
力

を
身

に
付

け
る

。
ー

ー
ー

◆
◆

○
○

○
○

G
1
G
2

G
1
:
5
/
1
0
(
水
)

G
2
:
7
/
3
1
(
月
)

◆
ー

ー

2
5
1
3

校
務

の
た

め
の

表
計

算
活

用
講

座
～

校
務

処
理

の
時

短
に

役
立

つ
機

能
の

活
用

～

実
用

的
な

関
数

の
利

用
、

ク
ロ

ス
集

計
や

フ
ィ

ル
タ

ー
な

ど
の

各
種

機
能

な
ど

基
礎

的
内

容
を

学
び

、
校

務
の

効
率

化
に

役
立

つ
知

識
と

技
術

を
身

に
付

け
る

。
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
に

お
け

る
３

つ
の

Ｏ
Ｓ

そ
れ

ぞ
れ

の
表

計
算

ア
プ

リ
に

つ
い

て
取

り
扱

う
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
G
2

G
1
:
6
/
9
(
金
)

G
2
:
1
0
/
1
6
(
月
)

◆
ー

ー

2
5
1
4

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
活

用
講

座
～

成
績

入
力

・
保

健
機

能
の

活
用

か
ら

校
務

の
効

率
化

を
図

る
～

小
・

中
・

義
務

教
育

学
校

に
導

入
さ

れ
て

い
る

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
活

用
の

た
め

、
成

績
入

力
編

と
保

健
機

能
編

の
２

つ
に

分
け

、
そ

の
基

本
機

能
に

つ
い

て
確

認
し

、
活

用
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

。
ー

◆
◆

ー
ー

○
○

○
○

G
1
:
小
・
義

G
2
:
中
・
義

G
1
:
 
6
/
2
8
(
水
)
P
M

G
2
:
 
6
/
3
0
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
5
1
5

１
人

１
台

端
末

環
境

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
教

育
～

今
こ

そ
必

要
な

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

在
り

方
～

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

の
実

現
に

向
け

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

端
末

が
整

備
さ

れ
た

今
の

学
校

に
お

い
て

、
必

要
不

可
欠

な
情

報
モ

ラ
ル

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

1
1
/
2
0
(
月
)
P
M

◆
◆

ー

2
5
1
6

新
し

い
学

び
の

時
代

に
お

け
る

著
作

権
教

育
講

座
～

１
人

１
台

端
末

環
境

、
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

に
お

け
る

著
作

権
に

つ
い

て
学

ぶ
～

急
速

に
整

備
さ

れ
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
を

用
い

た
授

業
や

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

行
う

際
に

気
を

付
け

る
べ

き
著

作
権

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

1
/
1
7
(
水
)
P
M

◆
◆

ー

2
5
1
7

☆
放

課
後

学
べ

る
！

ミ
ニ

著
作

権
講

座
～

短
時

間
で

学
校

教
育

に
お

け
る

著
作

権
に

つ
い

て
学

び
ま

す
～

短
時

間
で

、
著

作
権

に
つ

い
て

学
ぶ

、
オ

ン
ラ

イ
ン

（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）

研
修

。
学

校
教

育
に

お
け

る
著

作
物

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
、

学
校

に
い

な
が

ら
学

ぶ
。

※
本

研
修

講
座

は
、

中
堅

教
諭

資
質

向
上

研
修

等
の

「
自

己
課

題
に

応
じ

た
研

修
」

に
は

代
替

で
き

ま
せ

ん
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

7
/
7
(
金
)
1
5
:
5
0
～

ー
◆

◆

2
5
1
8

☆
V

R
や

メ
タ

バ
ー

ス
で

実
現

す
る

学
び

～
教

育
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
～

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
よ

っ
て

実
現

す
る

新
た

な
学

び
方

に
つ

い
て

、
専

門
講

師
の

講
義

を
通

し
て

知
り

、
教

育
Ｄ

Ｘ
の

可
能

性
を

学
ぶ

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

－
1
2
/
8
(
金
)
P
M

ー
◆

ー

2
5
1
9

☆
教

育
Y
o
u
T
u
b
e
rが

見
て

き
た

子
ど

も
た

ち
の

変
化

～
こ

れ
か

ら
の

学
び

を
考

え
る

～
授

業
動

画
に

込
め

た
こ

だ
わ

り
の

ほ
か

、
交

流
を

通
し

て
こ

れ
か

ら
の

多
様

な
教

育
や

学
び

方
に

つ
い

て
、

専
門

講
師

の
講

義
を

通
し

て
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

1
1
/
1
3
(
月
)
P
M

◆
ー

ー

2
5
2
0

☆
伝

わ
る

！
作

れ
る

！
動

画
の

撮
影

や
編

集
の

ポ
イ

ン
ト

～
教

材
と

し
て

の
動

画
活

用
の

た
め

に
～

わ
か

り
や

す
く

伝
わ

り
や

す
い

教
材

動
画

を
作

成
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

を
、

専
門

講
師

の
講

義
と

実
技

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

。
ー

◆
◆

◆
◆

○
○

○
○

－
1
1
/
1
0
(
金
)

◆
ー

ー

2
5
2
1

☆
デ

ジ
タ

ル
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

教
育

の
す

す
め

デ
ジ

タ
ル

社
会

を
生

き
抜

い
て

い
く

子
ど

も
た

ち
に

必
要

な
デ

ジ
タ

ル
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

教
育

に
つ

い
て

専
門

講
師

の
講

義
を

通
し

て
学

ぶ
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

8
/
2
(
水
)
P
M

ー
◆

ー

2
5
2
2

☆
次

代
を

担
う

児
童

生
徒

の
た

め
に

学
校

教
育

に
求

め
ら

れ
る

も
の

G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

よ
る

整
備

後
の

先
に

あ
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

つ
い

て
理

解
を

図
り

、
今

後
の

実
践

に
生

か
す

た
め

の
知

識
を

身
に

付
け

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
G
1
:
集
合
研
修

G
2
:
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

9
/
4
(
月
)
P
M

◆
◆

ー

選
択

研
修

　
育

児
休

業
か

ら
の

復
帰

支
援

の
た

め
の

研
修

2
6
0
1

育
児

休
業

か
ら

の
復

帰
支

援
の

た
め

の
研

修
～

育
児

と
仕

事
の

両
立

に
向

け
て

自
分

に
合

っ
た

働
き

方
を

考
え

よ
う

～

現
在

の
教

育
を

め
ぐ

る
社

会
の

動
向

や
岐

阜
県

の
児

童
生

徒
の

実
態

、
育

児
と

仕
事

の
両

立
を

支
援

す
る

制
度

等
を

知
っ

て
、

復
帰

後
の

不
安

や
戸

惑
い

を
解

消
し

た
り

、
自

分
に

合
っ

た
働

き
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

ー
◆

◆
◆

◆
○

○
○

○
－

G
1
:
 
8
/
3
0
(
水
)
P
M

G
2
:
 
8
/
3
1
(
木
)
A
M

ー
◆

◆

連
携

研
修

　
大

学
と

の
連

携

3
0
0
1

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

養
成

研
修

A
岐

阜
大

学
教

職
大

学
院

と
の

協
働

に
よ

り
、

「
教

育
法

規
（

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

・
労

務
管

理
）

」
・

「
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

論
」

・
「

教
育

改
革

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

）
」

・
「

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
」

に
係

る
講

話
・

演
習

を
通

し
て

、
ス

ク
ー

ル
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
資

質
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

・
・

○
・

－
7
/
2
1
(
金
)

ー
◆

ー

3
0
0
2

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

養
成

研
修

B
岐

阜
大

学
教

職
大

学
院

と
の

協
働

に
よ

り
、

「
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

・
「

学
校

評
価

」
・

「
学

校
の

危
機

管
理

」
・

「
学

校
の

事
件

・
事

故
」

に
係

る
講

話
・

演
習

を
通

し
て

、
ス

ク
ー

ル
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
資

質
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

・
・

○
・

－
8
/
1
(
火
)

ー
◆

ー

3
0
0
3

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

養
成

研
修

C
岐

阜
大

学
教

職
大

学
院

と
の

協
働

に
よ

り
、

「
今

日
的

教
育

課
題

」
・

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
」

・
「

授
業

開
発

論
」

・
「

地
域

と
の

連
携

・
協

働
」

に
係

る
講

話
・

演
習

を
通

し
て

、
ス

ク
ー

ル
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
資

質
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

・
・

○
・

－
8
/
1
8
(
金
)

ー
◆

ー

3
0
0
4

清
流

の
国

ぎ
ふ

教
師

養
成

塾
（
採

用
前

研
修

）
岐

阜
県

の
公

立
小

学
校

・
中

学
校

の
教

員
を

目
指

す
大

学
生

や
講

師
が

、
経

験
豊

か
な

指
導

者
の

も
と

、
講

義
・

演
習

な
ど

の
実

践
的

な
講

座
を

通
し

て
教

員
と

し
て

の
心

構
え

や
授

業
づ

く
り

の
基

礎
を

学
ぶ

。
(
詳

細
は

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

参
照

）
ー

◆
◆

ー
ー

－

①
7
/
 
3
1
(
月
)
P
M

②
1
2
/
2
7
(
水
)
P
M

③
6
/
5
(
月
)
～
 
7
/
7
(
金
)

④
2
/
1
9
(
月
)
～
3
/
1
8
(
月
)

ー
◆

◆

連
携

研
修

　
県

美
術

館
・

県
図

書
館

・
県

博
物

館
等

の
文

化
施

設
と

の
連

携

3
1
0
1

授
業

に
活

か
す

考
古

学
講

座
【
文

化
財

保
護

セ
ン

タ
ー

】
～

本
物

に
触

れ
る

感
動

を
！

興
味

・
関

心
を

高
め

る
授

業
づ

く
り

～

本
物

の
遺

物
に

触
れ

る
活

動
を

通
し

て
、

ふ
る

さ
と

の
文

化
財

か
ら

学
ぶ

こ
と

の
よ

さ
を

実
感

す
る

。
ま

た
、

発
掘

調
査

の
成

果
を

授
業

で
活

か
す

具
体

的
な

方
法

を
知

る
こ

と
で

、
社

会
科

以
外

の
教

科
に

お
い

て
も

体
験

や
実

物
か

ら
学

ぶ
意

義
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
し

、
ふ

る
さ

と
教

育
に

関
す

る
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
ー

◆
◆

◆
◆

・
○

○
・

－
1
0
/
3
1
(
火
)

◆
ー

ー

3
1
0
2

博
物

館
活

用
講

座
【
岐

阜
県

博
物

館
】

～
自

然
観

察
や

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

見
学

等
を

行
い

、
博

物
館

の
魅

力
・
活

用
方

法
を

学
び

ま
す

～

岐
阜

県
博

物
館

周
辺

の
自

然
を

利
用

し
た

自
然

観
察

や
館

内
収

蔵
物

、
館

内
展

示
物

の
見

学
を

通
し

て
、

博
物

館
の

魅
力

や
活

用
方

法
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
自

然
観

察
の

指
導

力
向

上
を

図
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
・

G
1
G
2

G
1
:
 
5
/
1
9
(
金
)

G
2
:
1
0
/
1
9
(
木
)

◆
ー

ー

34



講
座

名
内

容
幼 認

小 義
中 義

高
特

形 成
向 上

充 実
貢 献

グ
ル

ー
プ

期
　

　
日

集 合
同 双

オ デ

講
座

番
号

対
　

象
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

開
催

方
法

3
1
0
3

博
物

館
活

用
講

座
【
瑞

浪
市

化
石

博
物

館
】

～
地

層
の

観
察

、
化

石
採

集
・
化

石
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

体
験

し
ま

す
～

瑞
浪

市
化

石
博

物
館

や
地

層
の

見
学

、
化

石
採

集
・

化
石

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
体

験
を

通
し

て
、

学
校

に
お

け
る

自
然

観
察

等
に

関
す

る
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
・

－
1
0
/
 
6
(
金
)

◆
ー

ー

3
1
0
4

先
端

科
学

技
術

体
験

講
座

（
光

触
媒

、
電

子
顕

微
鏡

）
【
サ

イ
エ

ン
ス

ワ
ー

ル
ド

】
～

好
奇

心
を

く
す

ぐ
る

体
験

！
～

「
酸

化
チ

タ
ン

」
が

も
つ

光
触

媒
作

用
や

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
干

渉
色

の
違

い
な

ど
の

特
性

に
つ

い
て

学
ぶ

。
「

電
子

顕
微

鏡
」

を
操

作
し

、
生

物
の

体
の

つ
く

り
を

観
察

す
る

こ
と

で
、

そ
の

特
徴

的
な

動
き

を
理

解
す

る
。

◆
◆

◆
◆

◆
○

○
・

・
G
1
:
光
触
媒

G
2
:
電
子
顕
微
鏡

G
1
:
 
6
/
2
3
(
金
)
P
M

G
2
:
1
1
/
1
6
(
木
)
P
M

◆
ー

ー

3
1
0
5

リ
ユ

ー
ス

・
サ

イ
エ

ン
ス

体
験

講
座

【
サ

イ
エ

ン
ス

ワ
ー

ル
ド

】
～

楽
し

く
リ

ユ
ー

ス
～

環
境

問
題

と
科

学
技

術
の

利
用

に
関

す
る

実
験

を
通

し
て

、
環

境
教

育
に

つ
い

て
の

指
導

力
向

上
を

図
る

。
◆

◆
◆

◆
◆

○
○

○
・

G
1
:
身
近
な
物
質
を
利
用

G
2
:
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利

用

G
1
:
 
6
/
 
9
(
金
)
A
M

G
2
:
 
6
/
 
9
(
金
)
P
M

◆
ー

ー

3
1
0
6

美
術

館
活

用
講

座
【
岐

阜
県

美
術

館
】

～
感

性
を

働
か

せ
て

、
美

術
館

で
活

動
に

浸
る

一
日

～
岐

阜
県

美
術

館
に

あ
る

作
家

の
作

品
等

を
教

材
に

、
対

話
型

鑑
賞

法
の

体
験

や
演

習
等

を
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
身

の
鑑

賞
活

動
に

対
す

る
指

導
力

の
向

上
を

図
る
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講座番号 2001

第１回 いのちの教育

開催日： ７月６日（木）
時 間： 14:30～16:30
形 態： オンライン研修

命の授業 ～ドリー夢メーカーと今を生きる～

元中学校体育教師・元養護学校教師 腰塚 勇人 氏

事故により身体に障がいを残しながらも懸命なリハビリ
により回復、現場復帰した元教師の体験を基にした講話を
通して、命の大切さ、生きていることの素晴らしさ、当たり
前の大切さについて考える。

・ 団体で受講する場合は、参加者全員分の申込みをしてください。
・ オンライン受講者名について、個人の場合は「所属名・氏名」、団体の場合は「団体名・
団体参加」としてください。（※「〇〇立」は省略して下さい。）

確認

～「園・校内研修」で活用できる～重点講話Ｒ５
急速な社会変化、及び複雑化する課題にどう対応していくとよいか、園・学校、団体、個人でも

研修できるように「オンライン研修」で行います。今年も選りすぐりの講師と共に考えます。

講座番号 200２

第２回 特別支援教育

開催日： １１月１４日（火）
時 間： 1３:30～1５:30
形 態： オンライン研修

発達障がいの支援の在り方
～困ったこと、悩んでいることの中にある宝物～

鳥取大学 臨床心理学 教授 井上 雅彦 氏

発達障がいのある子どもの特性の理解と、本人の「強み」
を引き出し、社会で活躍することができるような相談体制
の在り方や支援の方向性について考える。

講座番号 200３

第３回 DX・情報社会

開催日： １１月１７日（金）
時 間： 1３:30～1５:30
形 態： 集合・オンライン研修

教育現場のDX推進とテクノロジーで
働き方改革

～児童・生徒と向き合う時間の確保と教育の質の向上に向けて～
日本マイクロソフト株式会社 エバンジェリスト 西脇 資哲 氏

教育現場のDX（デジタルトランスフォーメーション）を推
進するにあたり、テクノロジーの利活用や教職員の意識の
在り方について学ぶ。

講座番号 200４

第４回 人権教育

開催日： １２月４日（月）
時 間： 14:30～16:30
形 態： オンライン研修

人は見た目！と言うけれど
～私の顔で、自分らしく～

NPO法人マイフェイス・マイスタイル代表 外川 浩子 氏

見た目問題、当事者と共に、失敗を繰り返しながら取り組
んできた講師が、様々な症状の人たちの体験をもとに、家
族や先生など周りの人とどう関係を築けばよいのかを共に
考える。

11 おすすめ講座
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令和５年５月１日(月)から令和６年１月３１日(水)

・研修は希望の日時で実施可能です。

・受講は教科等の単位での申込みが基本ですが、１教科のみで、

同日に複数教科で、又は全教科等でまとめて等、各校の希望

に応じて実施します。

授業改善講座校内研修（高・特)【新規】

目的

研修申込システムの開催要項（講座番号2186）から、申込用

紙をダウンロードし、担当者までメールにて申し込んでください。

記入例も掲載していますので参考にしてください。

教科担当主事による講義やワークショップ等を通して、学習指導要

領実施上の課題や疑問等についての解決策など、各校の実態を踏ま

えながら共に考え、指導計画や学習指導の改善を図る。また、各校の

校内研修として活用するなど、校内研修の活性化に役立てる。

内容

実施期間

申込
方法

☆令和４年度の実践例☆
・「観点別評価とフィードバックの仕方」の授業研究会
・「新課程を踏まえた授業方針」の教科研究会
・「学習指導要領の観点を踏まえた問題作成」のワークショップ
・「新課程での評価方法・授業計画・学習方法の改善」のワーク

ショップ
・「授業・考査・パフォーマンステストの工夫」の授業研究会 など

研修を通して、学習指導上の不安を少しでも解消し、互いに指導力
の向上を目指しましょう！

教科担当指導主事が訪問し、講義やワークショップ、授業研究会などを行います！
全教科等で対応します！
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確認

防災教育スペシャリスト養成研修１ 講座番号231２～
231６ G1 : 希望者 G2 : 新任教頭研修選択講座
開催日：231２（幼）８月２２日（火）PM

２３１３（小）６月２３日（金）、１０月５日（木）PM
２３１４（中）６月１３日（火）、１０月１１日（水）PM
２３１５（高）６月２２日（木）、１０月１８日（水）PM
２３１６（特）６月１5日（木）、１０月２5日（水）PM

場 所 ： 勤務校（オンライン研修）
対 象 ： 校長、副校長、教頭、担当者

場 所 ：勤務校（オンライン研修）
対 象 ：校長・副校長・教頭

子どもの命を守り切る防災教育
清流の国ぎふ防災・減災センター

特任准教授 村岡 治道 氏

研修を通して、想定外の自然災害発生時

の避難の仕方や安全対策、命を守る訓練の
在り方について学びます。それぞれの校種
に応じた具体の演習を行います。

防災教育スペシャリスト
養成研修２ 講座番号231７
G 1 : 希望者
G 2 : 新任教頭研修選択講座
開催日 ： ８月１日（火）PM
場 所 ： 総合教育センター
対 象 ： 校長、副校長、教頭、担当者

関係機関と連携した災害時の学校の対応の在り方
清流の国ぎふ防災・減災センター特任准教授 村岡 治道 氏

岐阜地方気象台講師

気象情報等から関係機関との連携の中で、どのような判断・

対応が考えられるかを検討し、学校版タイムラインの作成方法
を学びます。実際に起こりうる災害の想定で、学校全体や担
当者としての動きの具体を考える演習を行います。

防災教育スペシャリスト
養成研修３ 講座番号231８
G 1 : 希望者
G 2 : 新任教頭研修選択講座
開催日 ： 11月７日（火）PM
場 所 ： 勤務校（オンライン研修）
対 象 ： 校長、副校長、教頭、担当者

災害発生時の対応～大川小学校事故に学ぶ～
宮城県東松島市立矢本第一中学校校長 平塚 真一郎 氏

大川小学校の事例をもとに、災害発生時の対応や遺族等

の立場に立った事故後の対応の在り方を学びます。災害発生
時及び災害発生後の学校の対応の具体はもとより、遺族の
立場からもお話をいただきます。

防災教育スペシャリスト
養成研修４ 講座番号231９
G 1 : 希望者
G 2 : 新任教頭研修選択講座
開催日 ： １２月５日（火）PM
場 所 ： 勤務校（オンライン研修）
対 象 ： 校長、副校長、教頭、担当者

危機管理マニュアルの見直し・改善
山形大学 客員研究員 村山 良之 氏

学校周辺の地形やハザードマップ等の情報から、危機管理

マニュアルの課題点を明らかにし、見直し・改善に資する視点
を学びます。危機管理マニュアルの見直し・改善のポイントや
地形、ハザードマップの活用の演習、気象条件等に対応した
危機管理マニュアル運用の演習等を行う予定です。

・すべて講座内容が違うものですので、全講座を受講いただいても構いません。
・事前課題や当日の持ち物がある場合があります。受講前に必ず開催要項を確認し、
準備をしてください。

防災教育スペシャリスト養成研修
どんなに大きな災害が起こっても、大切な命を失わないために、管理職として、学校安全担当職員とし

て、また子どもの命を守る教職員としての視点から、防災教育の在り方や、様々な災害時の対応につい
て学びます。学校安全の意識向上を図ることを目指す方々にぜひ受講していただきたい研修です。

確認
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講座番号 2416
開催日： 8月3日（木）
時 間： 9:30～15:55
形 態： 集合研修
対 象:  重複障がい学級の自立活

動【身体の動き】にかかわ
る授業を実践している特
別支援学校教員

ち
講座番号 2413
開催日： ７月24日（月）

時 間： 9:50～15:50

形 態： 集合研修

対 象:  知的障がい学級を担任す
る基礎形成期の特別支
援学校教員

・特別支援学校教員を対象としています。その他の所属で、受講希望の方は、講座担当者
に相談してください。確認

講座番号 2414
開催日： 7月31日（月）
時 間： 1３:30～1５:30
形 態： 集合研修
対 象: 知的障がい学級の３年以

上経験者及び担任、教科
担当をする特別支援学校
教員

講座番号 2415
開催日： 8月25日（金）
時 間： 9:30～16:00
形 態： 集合研修
対 象:  基礎形成期及び重複障が

い学級を担任して１～３年
目の特別支援学校教員

特別支援学校教員の専門性向上講座【新規】
特別支援学校に在籍する知的障がい及び重度重複障がいを有する児童生徒の指導の在り方について、

各分野の専門家による講義と演習を通して学びます。いずれの講座も集合研修で行います。

知的障がいのある児童生徒の発達段階や個別の指導
計画に基づいた授業づくりを学ぶ。

知的障がいのある児童生徒の学び
～アセスメントを基にした授業づくり～

知的障がいのある児童生徒の学び
～教科指導を見直す～

知的障がいのある児童生徒の教科指導の在り方
について改めて見直し、授業改善、指導力の向上を
図る。

重複障がい学級の指導
～基礎から学ぶ～

専門家やコアティーチャーから重度重複障がい学
級の指導に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を
習得することで実践的指導力を身に付ける。

重複障がい学級の指導
～作業療法士と共に考える「からだ」の授業～

重度重複障がい学級の指導身体の動きの困難さ
の要因分析の考え方を、専門家(作業療法士等)の視
点から学び、実践力を高める。
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講座番号 ２５１８

開催日：１２月８日（金）
場所：勤務校

（オンライン）
対象：小中義高特の教員

VRやメタバースで実現する学び
～教育におけるデジタルトランスフォーメーション～

東京大学バーチャルリアリティ教育研究センター 雨宮智浩 氏

「現実世界とバーチャル世界をうまく接合するように技術を使って
いけば、人々の生活がこれまでよりも豊かになる」と研究に取り組
む雨宮氏より、VR/メタバースの技術の教育分野における利活用
について、県内外の事例を交えて学びます。

・Gによって研修内容や受講方式等が異なります。よく確認の上で申込手続を進めてください。
・事前に必ず実施要項を確認してください。

・オンラインの講座については、各自で演習環境等の準備が必要となる場合があります。確認

DXやICT活用に係る研修講座 【新規ｾﾐﾅｰ】
令和５年度も、教育界におけるDX（デジタル・トランスフォーメーション）や、教育におけるICT活用な

ど、Society5.0到来を見据え、新規研修講座を開講します！各講座とも、その道の第一人者を講師と
してお招きしておりますので、日本の最先端を大いに学びましょう！！

講座番号 ２５１９

開催日：１１月１３日（月）
場所：総合教育センター

（集合）
対象：小中義高特の教員

教育YouTuberが見てきた子どもたちの変化
～これからの学びを考える～

教育YouTuber 葉一 氏

「とある男が授業をしてみた」 のYouTubeチャンネルでおなじ
みの葉一氏より、授業動画に込めたこだわりのほか、交流を通し
てこれからの多様な教育や学び方について講義をいただきます。

講座番号 ２５２１

開催日：８月２日（水）
場所：勤務校

（オンライン）
対象：小中義高特の教員

デジタルシチズンシップ教育のすすめ
岐阜聖徳学園大学DX推進センター長 芳賀高洋 氏

「未来を担う子供たちが、よりよいデジタル市民となるように！」
デジタル社会を生き抜いていく子どもたちに必要なデジタルシチ
ズンシップ教育について、専門講師の講義を通して学びます。

講座番号 ２５２２

開催日：９月４日（月）
G1:総合教育センター（集合）

G2:勤務校（オンライン）

対象：小中義高特の教員

次代を担う児童生徒のために
学校教育に求められるもの 信州大学 佐藤和紀 氏

デジタル技術やICTにより多様な働き方・学び方が実現する社

会を生き抜く子供たちに対し、学校教育に求められる学びの在り
方について学びます。

●先端技術で実現する個別最適な学びと教育の未来 ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ教育AI研究所長 小宮山利恵子 氏

●１人１台端末環境における情報モラル教育 静岡大学 塩田 真吾 氏
●新しい学びの時代における著作権教育講座 東京学芸大学こども未来研究所 原口 直 氏
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講座番号 ２５０４

G1:Webex、G2:Microsoft Forms、G3:MetaMoJi、
G4:iPadアプリ、G5:ロイロノート、G6:百問繚乱、
G7:manaba、G8:Whiteboard、
G9:PowerAutomate

開催日：５～7月
場所：勤務校（オンライン・オンデマンド）
対象：小中義高特の教員

放課後学べる！ミニICT講座
県教育委員会 研修担当者

異動したら端末・ツールも変わってしまった！でも早く使えるようにな

りたい！という時の講座（もちろん、いまさら聞けない、という方もどう
ぞ）。少ない時間を有効活用して、基礎・基本について学びます。（※こ
の研修は、経年研修における「自己課題に応じた研修」とすることはで
きません。）

・Gによって研修内容や受講方式等が異なります。よく確認の上で申込手続を進めてください。
・事前に必ず実施要項を確認してください。

・オンラインの講座については、各自で実技演習環境の準備が必要となる場合があります。
確認

DXやICT活用に係る研修講座 【即実践】
教育におけるDXやICT活用などについて、演習を通して体験的に学び、即時実践へと活かすことを目

的とした研修です。各自の状況に応じて選択し、日々の教育実践の一助としてください。

講座番号 ２５０２

G1,G2:iPad、G3:GoogleWorkSpace
G4,G5:ロイロノート、G6,G7:MetaMoJi
G8:SkyMenuCloud、G9:ミライシード
G10,G11:MicrosoftTeams
開催日：９～11月
場所：総合教育センター（集合）
対象：小中義高特の教員

ＩＣＴ活用実践研修（ツール別）
県教育委員会 研修担当者

県内小学校、中学校、義務教育学校、高等学校のＩＣＴ活用指導力の向上を図る
ため、１人１台端末と連携する学習支援ツール等の活用実践を通して学びます。基
礎・基本の操作を身に付けている前提で、思考力・判断力・表現力等の育成を目指
した授業づくりを意識した研修内容です。

講座番号 ２５０６
G1: ６月２９日（木）
G2:１０月２５日（水）
場所：総合教育センター（集合）
対象：幼認小中義高特の教員

スマートプレゼンテーション講座
県教育委員会 研修担当者

プレゼンテーションソフトの他、各種サービスやソフトを連携して、魅力的なプレゼン

テーションについて、実技演習を通して学びます。

講座番号 2513
G1: ６月９日（金）
G2:１０月16日（月）
場所：総合教育センター（集合）
対象：小中義高特の教員

校務のための表計算活用講座
県教育委員会 研修担当者

実用的な関数の利用、クロス集計やフィルター機能などを学び、校務の効率化に役立つ知識と技術

を身に付けます。

〜校務処理の時短に役立つ機能の活用〜

講座番号 ２５０５
開催日：９月２９日（金）
場所：総合教育センター（集合）
対象：小中義高特の教員

みんなつながる！オンライン配信講座
県教育委員会 研修担当者

オンライン学習支援について、Web会議ソフトの利活用方法や配信のコツを、実技演習を通して学び

ます。

講座番号 ２５０７
開催日：７月６日（木）
G1:総合教育センター（集合）
G2:勤務校（オンライン）
対象：中義高特の教員

データの分析と教育への活用講座
外部専門講師

地域経済に関する様々なビッグデータを見える化したRESASを活用し、データに基づいた分析方

法を体験的に学びます。

講座番号 2520
開催日：11月10日（金）
場所：総合教育センター（集合）
対象：小中義高特の教員

伝わる！作れる！動画の撮影や編集のポイント
大垣女子短期大学 黒田 皇 氏

わかりやすく伝わりやすい教材動画作成のポイントを、専門講師の講義と演習を通して学びます。

〜教材としての動画活用のために〜
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≪受講対象者≫

【小学校・中学校・義務教育学校】
■所属長が認めた下記の者

主幹教諭・指導教諭・教務主任・研修主事
生徒指導主事・学年主任・養護教諭・栄養教諭・事務職員
市町村教育委員会指導主事・岐阜県教育委員会指導主事等

本講座の受講を通して、岐阜大学科目として単位認定を希望する方を対象に、【科目等履修制度】
が適用されます。詳しくは、「岐阜大学教職大学院HP」で確認してください。

「岐阜大学教職大学院HP」 http://www.ed.gifu-u.ac.jp/kyoshoku/
（留意！）R５からユニットA、B、Cの科目構成が変わりました。そのため、R４までにユニットAを

受けられた方で、今年度ユニットB、Cを受講し、単位認定を希望される方は、７月２１日
(金)に実施するユニットAの 「インクルーシブ教育」も受講願います。

スクールリーダー養成研修
岐阜大学教職大学院との協働により「教育法規」・「危機管理」・「カリキュラム・マネジメント」・「教育の

今日的課題（いじめ、ICT教育、特別支援教育）」等に係る講話及び演習を通して、スクールリーダーとし
ての資質向上を図ります。

講座番号 ３００１
ユニットＡ

開催日：７月２１日（金）
時 間：９：３０～１６：３０
場 所：勤務校
形 態：オンライン研修

講座番号 ３００２
ユニットＢ

開催日：8月1日（火）
時 間： ９：３０～１６：３０
場 所：勤務校
形 態：オンライン研修

講座番号 ３００３
ユニットＣ

開催日：8月18日（金）
時 間： ９：３０～１６：３０
場 所：勤務校
形 態：オンライン研修

※講師の所属は令和４年度のものです

❶ 【組織マネジメント】講師：飛騨市立古川中学校 校長 中村 裕幸 氏

学校の課題分析・社会に開かれた教育課程の実現

❷ 【学校評価】講師：岐阜大学教授 棚野 勝文 氏

PDCAサイクルを機能させたグランドデザインやマネジメントの具体

❸ 【学校の危機管理】講師：岐阜大学助教 芥川 祐征 氏
学校の防災体制や危機管理マニュアルの整備と防災教育

❹ 【学校の事件・事故】講師：弁護士 小森 正悟 氏

法的根拠に基づく、いじめの未然防止や早期発見・早期対応等

❶ 【教育の今日的課題】講師：岐阜大学教授 吉澤 寛之 氏

教職員のメンタルヘルス、不祥事防止のための校内体制

❷ 【カリキュラム・マネジメント論】講師：岐阜大学准教授 長倉 守 氏

学習指導要領の趣旨を踏まえたカリキュラム・マネジメントの在り方

❸ 【授業開発論】講師：岐阜大学准教授 長谷川 哲也 氏
学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改善や学力向上

❹ 【地域との連携・協働】講師：岐阜大学教授 益川 浩一 氏

地域と連携した学校づくり、コミュニティ・スクールの取組

確認

❶ 【教育法規】講師：岐阜聖徳学園大学教授 篠原 清昭 氏

教職員のコンプライアンス意識向上のための法令及び具体的事例

❷ 【リーダーシップ論】講師：静岡大学教授 武井 敦史 氏

人材育成の観点からみる管理職の在り方やリーダーシップ

❸ 【教育改革】講師：岐阜大学教授 益子 典文 氏
ＩＣTを活用した教育の推進・授業デザインの在り方

❹【インクルーシブ教育】講師：岐阜大学教授 平澤 紀子 氏

障がいのある児童生徒への合理的配慮の在り方及び校内支援体制

【高等学校・特別支援学校】
■所属長が認めた下記の者

教務主任・研修主事
生徒指導主事・進路指導主事
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清流の国ぎふ教師養成塾

岐阜県の小・中・義務教育学校の教師を目指す皆さんのための

目的

教師養成塾
QRｺｰﾄﾞ

岐阜県の公立小学校・中学校の教員を目指す大学生や常勤講師・非常勤

講師が、経験豊かな指導者のもと、講義・演習などの実践的な講座を通し

て、教員としての心構えや授業づくりの基礎などを身に付けることを目的

としています。

内容

開催日

受講
方法

申込
方法

■動画（YouTube）による受講
テーマ例
・どの子も主体的に学ぶ授業づくり（国語）
・どの子も主体的に学ぶ授業づくり（算数・数学）
・子どもの意欲を引き出す授業 －授業のアイデア 外国語編－
・一人一人が位置付く学級経営
・誰もが輝く特別支援教育
・ICT活用と情報モラルの指導及び個人情報の管理について
・いじめ対応について
・学校現場における人間関係づくり～コーチングスキルを活用した保護者対応～
・道徳の授業づくりのポイントとは
・人権教育について考える
・信頼される教師

■Web会議システムによる受講
開催日当日は下記のテーマのうち、いずれかのテーマで協議します。研修申込シ
ステムの連絡事項、リンク情報等を確認ください。

※講座内容・講座数は変更することがあります。

オンライン研修（勤務校）

同じ目標をもった者同士の協議は大変刺激になります。是非参加
いただき、実践力を培ってください。

■Web会議システムによる受講 ：令和5年7月3１日（月）、 12月27日（水）

■ 動 画 ( Y o u T u b e ) に よ る 受 講 ： 令 和 5 年 6 月 ５ 日 （ 月 ） ～ ７ 月 ７ 日 （ 金 ）

令和6年２月19日（月）～ ３月18日（月）

総合教育センターHPの研修申込システムから

個人のID・パスワードでログインし、講座番号

「3004」清流の国ぎふ教師養成塾に申し込んで

ください。
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校種の異なる学校等
を訪問して行う研修

中堅教諭等資質向上研修（小・中・義）
教職経験満６～11年を経過した教員は、選択研修のうち、自己課題に応じた研修（4日以上）を受講すること

としています。

R4までに６年目研修を受講修了した教員（小・中・義）

１ 「自己課題に応じた研修実施報告書（様式３）」（※２）を記入し「自己課題」を明らかにし「自
己課題に応じた研修」受講の計画を立てる。

２ 管理職との面談で①の「自己課題」や「自己課題に応じた研修」を説明し、助言・承認を受
ける。

３ 研修受講や参観の申込みを行う。

研究校・近隣校の授
業を参観し研究会
に参加する研修

市 町 村 （ 組
合）立学校に
つ い て は 、
管理職を通
じ、依頼

専門学科設置校（高
等学校）及び県立特
別支援学校について
は 、 セ ン タ ー HP の
「受入可能な学校一
覧」から学校を選択
し、当該校のHP（※
１）から参観可能日を
確認し、申込書（様式
6）を用いて申込み
（※２）

４

学校内の若手教員を巻き
込んで、授業実践について
学んだり協議したりしたい。
専門教科やコーチングの研
修を受講しよう。

校内研究で任されることが増
えてきた。新しい情報が得ら
れる研修や先進的に取り組ん
でいる学校の発表会に参加し
て同僚に還元したい。

生徒指導、キャリア教育につい
て知見を広げたい。他校種の
教育活動の参観を通して、児
童生徒の成長の背景、発達の
段階に応じた指導を学ぼう。

研修先の指定の申
込方法で申込み、又
は管理職を通じ、受
入れについて依頼

児童生徒の「一日入学」に先んじて、学校
の様子を見学する機会にもなります。主催が他の団体のものは、

主催が示す方法で申込み

県、市町村教育委員会等が主
催（共催・後援）する研修講座
の受講

研修申込システム等で申込み

P5、6に示されている指標を
確認し、P20からの研修講座
一覧等から選択しましょう。

確認
※２ 総合教育HP「中堅教諭等資質向上研修要項・様式等」からダウンロードしてください。

※１ Ｒ５に学校参観を受入れる学校のHPには、参観可能日等が掲載されます。

計画した研修の実施後、 「自己課題に応じた研修実施報告書（様式３）」 （※２）を記入し
管理職に報告する。

12 総合教育センターからのお知らせ
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学び合いの文化の醸成・協働的な職場環境づくり

校内研修の実施
（OJTを含む）

今年度の振り返り
・成果と課題
・次年度の計画

校内研修の実施
（OJTを含む）

校内研修の実施
（OJTを含む）

校内研修計画の
策定

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
教
育
委
員
会
各
課
、
教
育
事
務
所
、
市
町
村
（組
合
）教
育
委
員
会

「研修主事研修」を通して、研修主事を支援します。研修主事が校内研修推進委員会及び校内の中心と
なって、自校の課題やニーズを基に、校内研修計画の策定や研修の在り方について検討・改善し、より効果
的な校内研修を実践します。校内研修実施後、校内研修実践事例や校内研修に関する情報を研修で共有し、
校内研修の活性化につなげます。

校外研修の学びをつなげる働きかけ

新任研修主事研修【対象 小・中・義】：オンライン

研修主事研修【対象 高・特】：集合
※１回目、２回目の研修内容や実施方法については、変更する場

合もあります。詳細は開催要項にて確認をお願いします。

<１回目>4月25日（火）
〇講話１「研修主事の職務と求められていること」
〇講話２「校内研修の活性化について」
〇グループ協議「計画の交流」

「研修主事として取り組みたいこと」等

<２回目>10月26日（木）
〇実践交流「校内での取組事例の交流」
〇講話「次年度の研修計画について」
〇グループ協議「効果的・効率的な校内研修とは」等

校内のニーズ

・企画(ニーズの把握)

・研修の組み立て

・様々な研修運営の方法、研修形態等

・研修の評価の仕方

・研修の検討・改善

・次年度の計画

Оff-JT⇔OJTの
イメージ例

・生徒指導や教育相
談の研修を受講し
た。学んだ知識を
分掌内で共有し、
校内全体で研修会
を実施した。

・児童生徒の発達に
関する研修会に参
加した。最新の情
報を学年で共有し、
資料にまとめて全
体で共有した。

研修主事

研修主事に相談してみましょう

ОＪＴのイメージ例

・学年別に課題を検
討し、テーマを決
め、グループで相
談したり、協議をし
たりした。全体会
で 提 案 し 、 意 見
交流をした。先輩
の教員からのアド
バ イ ス が 大 変 役
立った。

【知りたいこと、学びたいことは？】
・〇〇のことを知りたい、学びたい
・〇〇について、効率よく学びたい
・学校課題の〇〇について学び合いたい

管理職

往還校外研修Off-JT 校内研修OJT

具申・提案 情報収集

このような
内容を研修
します！

このような内容
を研修します！

校内研修推進
委員会

〇〇先生が、先日総合教育センターの◇◇
の研修を受講され、□□のことが学べて、と
ても勉強になったと話してみえました。〇〇
先生、少し時間をとりますので、先生が学ば
れたことを紹介していただけませんか？（略）

〇〇先生、ありがとうございました。より詳
しく知りたい先生は、○○先生にお声掛けく
ださい。

校内研修を日常につなげる働きかけ

先週行った校内研修では、ご自身の授業で
取り入れたいことを考えました。今週、取り
組まれてどうでしたか？私は、〇〇先生の授
業を覗かせていただきました。〇〇先生は、
◇◇のことを意識して取り組まれてみえまし
た。〇〇先生、実際取り入れようとされて、
どうでしたか？ここで少しお話をしていただ
けませんか？

人と人をつなげる働きかけ

〇〇先生が、〇〇の内容につい
て、不安があり、学びたいといって
みえます。同じような悩みをもっ
てみえる先生がおみえにならない
か、皆さんにも声を掛けてみます。
□□先生、◇◇先生と一緒に、
OJT研修として、一緒に考える場
をつくっていただけませんか？

職員会議の前後、職員打合せ等だけでなく、日常の様々な場面で
働きかけることで、学び合いの文化を創り出していきます

小・中・義：PM 高・特：終日

小・中・義：PM 高・特：終日

校内研修の活性化に向けて～学び合いの文化を皆さんで創っていきましょう～

校内研修の活性化
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自ら学ぶ教職員応援事業

教職員が日々の業務で様々な対応に追われる中でも、自己研鑽のため、
ライフワークバランスを保ち、学び続けるモチベーションを維持できるよう
他の教職員と協働した自主的な活動に対して最大１０万円、助成します！

★申請方法など、制度の詳細は、
総合教育センターのHPから、岐阜
県自ら学ぶ教職員応援事業補助金
交付要綱を参照してください。

★問合せ先
教育研修課 研修企画係

０５８－２７１－３４５０

★令和5年度 スケジュール

申請期間： ４/１～４/３０

決定通知： ５月下旬 ＊オンライン交流会

活動期間： ６/１～１/３１

中間報告: 10月中旬 ＊オンライン

成果報告： 2月中旬 ＊オンライン

令和4年度には、こんな研究テーマに取り組みました!!

・岐阜県外の先進校から学ぶ、理科の授業実践
・仲間と語り合い、学び続ける教師になろう
・学校の異なるチームによるオンライン実践教育研究
・「学びたい」を支える授業を目指して
・新スポーツ「SASSEN」で学校・地域を活性化
・安全においしく食べよう など

活動内容

・外部機関の講習会に参加
・実績のある講師を招いて研究会を開く

・先進的な研究をしている学校の研究会に参加する
・調査活動、教科書の分析研究、教材の開発・作成 など
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図書・教育資料室案内

日々の教育実践や研究・研修活動に関する資料で、
お困りの方はみえませんか？

📚 利用について
・開室時間

月曜日～金曜日 9:00～17:00
（祝日・年末年始は休室、臨時休室有り）

・貸出資料
図書5冊、雑誌5冊の計10冊まで3週間貸出可

（雑誌最新号、教科書、研究紀要等は貸出不可）

📚 貸出カードの発行
・本人確認ができる免許証等が必要

📚 当室で借りた資料の返却
・総合教育センター第１棟１階北側の正面玄関脇
にある「時間外返却ポスト」に返却可能（夜間、
休日）

・岐阜市内の小・中学校からは、メール便（144）
で返却可能

・遠方の方は、お近くの市町村図書館で返却可能
（貸出の際は専用バックをお渡しします。）

📚 資料の検索
・所蔵資料を総合教育センターHPで検索可能

📚 レファレンスサービス
・所蔵資料を使って、皆様の調べものをサポート

※直接来室のほか、電話やメールにてお問合せください。

📚 場所、問合せ先
・総合教育センター第１棟３階 図書・教育資料室

TEL：058-271-3404（直通） E-mail：c17781@pref.gifu.lg.jp

授業があって開室時間内に利用できない…
【市町村図書館を通した貸出サービス】
そんな時は、お近くの市町村図書館の窓口に相談してください。
市町村図書館から依頼を受けた資料を、岐阜県図書館を経由してその図書館に貸
出します。お申込された図書館で貸出・返却することができます。
※申込方法、返却方法はそれぞれの図書館で異なりますので、お近くの図書館にお問合せくだ

さい。

授業があって開室時間内に利用できない…
【市町村図書館を通した貸出サービス】
そんな時は、お近くの市町村図書館の窓口に相談してください。
市町村図書館から依頼を受けた資料を、岐阜県図書館を経由してその図書館に貸
出します。お申込された図書館で貸出・返却することができます。
※申込方法、返却方法はそれぞれの図書館で異なりますので、お近くの図書館にお問合せくだ

さい。

🌺各学校・教育機関等において作成された教育実践資料等で、共有できるものが

ありましたら、是非寄贈してください。大切に保存・活用させていただきます。
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教職員のための教育支援相談室 －案内－

先生方をサポートします！
困っていること、悩んでいることなど
気軽にご相談ください。

🌷教育支援相談について🌷
１ 先生方ご自身の悩みについてサポートします。

普段、職場で困っていることや悩んでいること、育休からの復帰にあたり

心配なことなどについて相談することができます。

２ 電話相談と来室相談があります。

🌷電話相談の場合 ０５８－２７１－３４５０

「内線３４」と伝えてください。（匿名でも結構です。）

🌷来室相談の場合 直接、総合教育センター１棟２階 教育支援相談室へ

お越しください。（ご希望の方は電話で予約してください。）

３ 教育支援相談室には、相談員が常駐しています。

月～金曜日 ９：００～１７：００ （祝日・年末年始を除く。）

🌷 自分自身に関する悩み・不安について

仕事への意識や意欲、精神面、健康面、今後の進退 等
🌷 職場の人間関係に関する悩みについて

同僚との関係、上司や指導者との関係、保護者や地域の方との関係 等
🌷 指導上の悩み・不安について

児童生徒理解、学習指導、生徒指導、
学級経営、進路指導、部活動指導 等

🌷 家庭の悩み・不安について

家族、子育て、介護 等
🌷 その他、お困りごと

※上記内容のお問合せ先：岐阜県教育委員会 教育研修課
０５８－２７１－３４５０ 「内線３４」
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岐阜県総合教育センター 駐車場

■ 駐車場内は十分減速しましょう。

■ 駐車禁止スペースは使用しないようにしましょう。

■ 近隣の住宅付近では前向き駐車が必要か看板で確認しましょう。

■ 混雑時は、臨時駐車場（南ー6、OKBふれあい第12・13）を案内す

ることがあります。 ※ 徒歩約１５分ほどかかります。

駐禁

駐禁

駐禁

岐阜県総合教育センター駐車場 臨時駐車場

南―６

OKBふれあい
会館 第12、13
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参考資料の関係リンク先

※岐阜県教育委員会各課のホームページにも、研修に役立つ資料がありますので、
活用してください。

〇教職員研修資料Ｗｅｂサイト集（文部科学省）

〇著作権に関する教材、資料等
（文化庁ホームページ・学校における教育活動と著作権）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/
seidokaisetsu/pdf/92916001_01.pdf

〇独立行政法人教職員支援機構（NＩＴＳ）
・校内研修シリーズ
・校内研修シリーズ（テーマ別） 他
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「わたしの教員研修計画2023」

例：生徒指導・教科指導による経験 ※「指標」参考

今年度の振り返り

自分の弱み

今後伸ばすべき力？ 学校で果たすべき役割は？

※自由に活用してください。

今年度受講したい研修

例：特別な配慮や支援を必要とする生徒への対応
※「指標」参考

・
・
・
・

自分が目指す教師になるために！

必要な学びは？

例：教育相談担当として特別な配慮や支援を必要とする生徒を理解し、指導の手立てについて考えたい。

自分の強み

例：2401 ユニバーサルデザインの授業づくり





岐阜県教育委員会 教育研修課
（岐阜県総合教育センター内）

〒500-8384 岐阜市薮田南5-9-1
【TEL】 058-271-3450
【FAX】 058-276-6774
【 HP 】 : https://www.gifu-net.ed.jp/ggec/

GIFU

https://www.gifu-net.ed.jp/ggec/

